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令和元年１２月定例会会議録（第１号） 

 

 

令和元年１２月６日 金曜日 午前１０時００分開会 

議 長 下 山 准 一     副議長 新 田 道 尋 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   庄  司  里  香  議員 

  ３番   叶  内  恵  子  議員     ４番   八  鍬  長  一  議員 

  ５番   今  田  浩  徳  議員     ６番   押  切  明  弘  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ９番   佐  藤  文  一  議員 

 １０番   山  科  正  仁  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   奥  山  省  三  議員    １３番   下  山  准  一  議員 

 １４番   石  川  正  志  議員    １５番   小  嶋  冨  弥  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １８番   小  野  周  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 小 松   孝  総 合 政 策 課 長 関   宏 之 

財 政 課 長 平 向 真 也  税 務 課 長 加 藤   功 

市 民 課 長 荒 田 明 子  環 境 課 長 森   正 一 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 亀 井 博 人  看 護 師 養 成 所 
開 設 準 備 課 長 田 宮 真 人 

農 林 課 長 三 浦 重 実  商 工 観 光 課 長 荒 澤 精 也 

都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二  上 下 水 道 課 長 奥 山 茂 樹 

会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 𠮷 田 浩 志  教 育 長 高 野   博 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 武 田 信 也  学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一 

社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀  監 査 委 員 大 場 隆 司 
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監 査 委 員     
事 務 局 長 山 科 雅 寛  選挙管理委員会 

委 員 長 矢 作 勝 彦 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 小 関   孝  農業委員会会長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会   
事 務 局 長 津 藤 隆 浩    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 小 松 真 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

議 事 日 程 （第１号） 

令和元年１２月６日 金曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

日程第 ２ 会期決定 

日程第 ３ 市長の行政報告 

日程第 ４ 報告第１２号損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について 

 

   （一括上程、提案説明） 

日程第 ５ 議案第６８号令和元年度新庄市一般会計補正予算（第３号） 

日程第 ６ 議案第６９号令和元年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ７ 議案第７０号令和元年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ８ 議案第７１号令和元年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ９ 議案第７２号令和元年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第１０ 議案第７３号令和元年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第１１ 議案第７４号令和元年度新庄市水道事業会計補正予算（第３号） 

 

   （上程、提案説明、質疑、討論、採決） 

日程第１２ 議案第７５号新庄市デジタル防災行政無線（同報系）整備工事請負契約（令和元年議案第

４１号）の一部変更について 

日程第１３ 議案第７６号新庄市公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協定（平成３０年議案

第３５号）の一部変更について 

 

   （一括上程、提案説明、総括質疑） 

日程第１４ 議案第７７号新庄市課設置条例の一部を改正する条例について 

日程第１５ 議案第７８号新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 

日程第１６ 議案第７９号新庄市職員恩給条例を廃止する条例について 
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日程第１７ 議案第８０号新庄市民文化会館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第１８ 議案第８１号新庄市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第１９ 議案第８２号新庄市地域ふれあい交流広場設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について 

日程第２０ 議案第８３号新庄市生涯学習センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

日程第２１ 議案第８４号新庄市雪の里情報館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

日程第２２ 議案第８５号新庄市体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第２３ 議案第８６号新庄市火葬場設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第２４ 議案第８７号新庄市わらすこ広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

日程第２５ 議案第８８号新庄市農村環境改善センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について 

日程第２６ 議案第８９号新庄市昭和活性化センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

について 

日程第２７ 議案第９０号新庄市都市公園条例の一部を改正する条例について 

日程第２８ 議案第９１号新庄市新庄駅前ふれあい広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例について 

日程第２９ 議案第９２号新庄市新庄駅東口交通広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について 

日程第３０ 議案第９３号新庄市民文化会館の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第３１ 議案第９４号雪の里情報館の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第３２ 議案第９５号新庄市山屋セミナーハウスの管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第３３ 議案第９６号新庄市水道事業の設置等に関する条例等の一部を改正する条例について 

日程第３４ 議案第９７号新庄市水道給水条例の一部を改正する条例について 

日程第３５ 議案及び請願の各常任委員会付託 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第１号）に同じ 
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開      会 

 

 

下山准一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  欠席通告者はありません。 

  これより令和元年12月新庄市議会定例会を開

会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第１号）によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

下山准一議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において今田浩徳君、石川正志君の

両名を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

下山准一議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長石川正志君。 

   （石川正志議会運営委員長登壇） 

石川正志議会運営委員長 おはようございます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について御報告いたします。 

  去る11月29日午前10時から、議員協議会室に

おいて議会運営委員６名出席のもと、執行部か

ら関係課長並びに議会事務局職員の出席を求め

議会運営委員会を開催し、本日招集されました

令和元年12月定例会の運営について協議をした

ところであります。 

  初めに、執行部から招集日を含め提出議案等

についての説明を受け、協議を行った結果、会

期につきましては、お手元に配付しております

令和元年12月定例会日程表のとおり、本日から

12月18日までの13日間に決定いたしました。ま

た、会期中の日程につきましても日程表のとお

り決定いたしましたので、よろしくお願い申し

上げます。 

  なお、このたび提出されます案件は、報告１

件、補正予算７件、議案23件、請願２件の計33

件であります。 

  案件の取り扱いにつきましては、本日報告１

件の後、議案第68号から議案第74号の補正予算

７件につきましては、本日は提案説明のみにと

どめ、委員会への付託を省略して、12月18日最

終日の本会議において審議をお願いいたします。 

  議案第75号及び議案第76号の議案２件につき

ましては、本日提案説明をいただき、委員会へ

の付託を省略して本日の本会議において審議を

お願いいたします。 

  議案第77号から議案第97号の議案21件につき

ましては、本日の本会議に上程し、提案説明の

後に総括質疑を行い、所管の常任委員会に付託

し、審査をお願いいたします。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問通告者は６名であります。よ

って、１日目４名、２日目２名に行っていただ

きます。なお、質問時間は、質問、答弁を含め

１人50分以内といたします。質問者並びに答弁

者の御協力を特にお願いいたします。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、議会運営委員会における協

議の経過と結果についての報告といたします。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、ただいま議会運営委員
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長から報告のありましたとおり、本日から12月

18日までの13日間にしたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は12月６日から12月18日までの13日間と決

しました。 

 

令 和 元 年 １ ２ 月 定 例 会 日 程 表 

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第１日 12月６日 金 本 会 議 

 

議 場 

 

午前 1 0時 

開会。行政報告。報告（１件）の説

明。補正予算（７件）の一括上程、

提案説明。議案（２件）の上程、提

案説明、質疑、討論、採決。議案

（21件）の一括上程、提案説明、総

括質疑。議案及び請願の各常任委員

会付託。 

第２日 12月７日 土 
休      会  

第３日 12月８日 日 

第４日 12月９日 月 常任委員会 

総 務 文 教 

（議員協議

会室） 

午前 1 0時 

 

付託議案の審査 

第５日 12月10日 火 常任委員会 

産 業 厚 生 

（議員協議

会室） 

午前 1 0時 

 

付託議案、請願の審査 

第６日 12月11日 水 本 会 議 議   場 午前 1 0時 

一般質問 

 山科正仁、小嶋冨弥、山科春美、 

  八鍬長一の各議員 

第７日 12月12日 木 本 会 議 議   場 午前 1 0時 
一般質問 

 叶内恵子、佐藤悦子の各議員 

第８日 12月13日 金 休      会 本会議準備のため 

第９日 12月14日 土 
休      会  

第10日 12月15日 日 

第11日 12月16日 月 休      会 本会議準備のため 

第12日 12月17日 火 休      会 本会議準備のため 

第13日 12月18日 水 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

各常任委員長報告、質疑、討論、採

決。補正予算（７件）の質疑、討

論、採決。 
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日程第３市長の行政報告 

 

 

下山准一議長 日程第３市長の行政報告をお願い

します。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  雪は新庄につきものではありますが、一気に

降り過ぎると少し慌てるような朝となりました

が、皆さんいかがでしょうか。 

  それでは、ここで行政報告をさせていただき

ます。 

  新庄市体育館の利用料金の過誤徴収について

御説明申し上げます。 

  既にマスコミ報道等において御承知のことと

存じますが、市の体育施設であります新庄市体

育館におきまして、使用者の皆様からいただい

ております利用料金を過大に徴収しておりまし

た。 

  この施設につきましては、一般財団法人新庄

市体育協会が指定管理者として管理運営してお

りますが、その施設の使用料について平成28年

４月１日から利用料金として市体育協会が収納

することとしておりました。その際に、同日か

ら施行された新庄市体育施設等管理使用規則の

改正によって、照明器具の使用料が廃止された

ことの認識がなく、改正前のままの照明器具の

使用料を加算した上で利用料金を徴収してしま

っていたものでございます。 

  なお、このことは、このたびの施設使用料の

見直しにおいて判明したものでございます。市

体育協会からは平成28年４月１日から利用料金

の一部を過大に徴収してしまっていたことやそ

の利用料金を全額返金するため、現在、返金先

や返納金額などの確認作業を行っていることに

ついて12月３日に報告を受け、今後の対応とし

て返金額などの確認作業が終了次第、速やかに

使用者へ返金するとの報告を受けております。 

  また、指定管理者が管理運営する施設を所管

する課においては、指定管理者の適正な事務執

行を管理監督する責務をいま一度深く自覚し、

常に確認作業を怠らず業務に当たるよう指示し

たところでございます。 

  このたびの件につきましては、施設を使用さ

れる皆様を初め、市民の皆様に大変御迷惑をお

かけいたしましたことをおわび申し上げます。

大変申しわけございませんでした。 

 

 

日程第４報告第１２号損害賠償の

額の決定についての専決処分の報

告について 

 

 

下山准一議長 日程第４報告第12号損害賠償の額

の決定についての専決処分の報告についてを議

題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 報告第12号損害賠償の額の決定に

ついての専決処分の報告について御説明いたし

ます。 

  本件については、地方自治法第180条第１項

の規定に基づき、令和元年10月15日に専決処分

を行いましたので、同条第２項の規定により報

告するものであります。 

  損害賠償の原因につきましては、令和元年７

月16日午後４時35分ころ、市内昭和地内におい

て、本市スクールバスが市道から県道へ進入の

際、県道走行中の車両との接触事故により、当

該スクールバスに乗車していた児童が負傷した

ものであります。 

  相手方との示談が調いましたので、10月15日
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に損害賠償の額の決定についての専決処分を行

いました。損害賠償の額は５万919円であり、

全て保険の適用となっております。 

  また、接触事故により損傷した双方の車両の

修理につきましては、相手方と示談に向けた交

渉を継続中でありますが、当該物損事故に関す

る損害賠償の額については、示談が調い次第市

議会へ報告もしくは提案させていただく予定と

しております。 

  今後ともスクールバスの運行につきましては、

児童生徒の安全確保を第一に運転手への注意喚

起と安全運転に努めてまいります。 

  以上、報告であります。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました報告第12号につい

ては、地方自治法第180条第２項の規定による

議会の委任による専決処分の報告でありますの

で、御了承をお願いします。 

 

 

議案７件一括上程 

 

 

下山准一議長 日程第５議案第68号令和元年度新

庄市一般会計補正予算（第３号）から日程第11

議案第74号令和元年度新庄市水道事業会計補正

予算（第３号）までの補正予算７件につきまし

て、会議規則第35条の規定により一括議題とし

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第68号令和元年度新庄市一般会計補正予算

（第３号）から議案第74号令和元年度新庄市水

道事業会計補正予算（第３号）までの補正予算

７件を一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第68号から議案第

74号までの令和元年度新庄市一般会計及び特別

会計並びに水道事業会計の補正予算について御

説明申し上げます。 

  補正予算書１ページ、議案第68号一般会計補

正予算でありますが、歳入歳出それぞれ１億

8,018万円を減額し、補正後の予算総額を191億

6,366万8,000円とするものであります。 

  ５ページの第２表におきましては、県営土地

改良事業費負担債及び臨時財政対策債の額の変

更を行っております。 

  ８ページからの歳入では、生活保護費等扶助

費の増額に対応した歳入の増額補正として、14

款国庫支出金に生活保護費等負担金などを計上

しております。 

  また、14款国庫支出金及び15款県支出金に幼

児教育・保育の無償化に伴う交付金をそれぞれ

新規で計上しております。 

  また、15款県支出金のうち、農林水産業費県

補助金において、多面的機能支払交付金の精算

に伴う分と森林・林業再生基盤づくり交付金の

事業実施主体の事業の先送りによる減分といた

しまして、合わせて５億9,000万円ほどの減額

補正をしております。 

  次に、歳出予算の主な補正内容について御説

明申し上げます。 

  12ページ、３款民生費には日新放課後児童ク

ラブの保育室拡張に伴う諸経費や幼児教育・保

育の無償化に伴う費用を新規計上するとともに、

生活保護事業費を増額補正しております。 

  ６款では、歳入でも申し上げました多面的機

能支払交付金の確定に伴う変更及び森林・林業

再生基盤づくり交付金の減額補正をしておりま

す。 

  また、８款に道路の除排雪事業費として、除

排雪業務委託料及び除排雪車借上料を追加補正

しております。 

  10款では、小学校教科書改訂に伴う指導書な
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どの費用や来年度必要となる特別支援教室等へ

のエアコンの設置費用を計上しております。 

  続きまして、23ページからの特別会計ですが、

議案第69号国民健康保険事業特別会計補正予算

から議案第73号後期高齢者医療事業特別会計補

正予算までの５特別会計及び議案第74号水道事

業会計補正予算につきましても、今年度のそれ

ぞれの事業の執行に必要な予算の補正を行うも

のであります。 

  私からの説明は以上でありますが、各会計の

詳細につきましては財政課長及び上下水道課長

から説明させますので、御審議の上、御決定く

ださるようお願い申し上げます。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

   （平向真也財政課長登壇） 

平向真也財政課長 それでは、私のほうからは、

議案第68号から議案第73号までの補正予算案に

つきまして御説明申し上げます。 

  最初に、議案第68号一般会計補正予算（第３

号）につきまして御説明申し上げます。 

  補正予算書の１ページをお開きください。 

  一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ１億

8,018万円を減額し、補正後の総額を191億

6,366万8,000円とするものでございます。 

  各款各項の補正予算額並びに補正後の額につ

きましては、２ページから４ページまでの第１

表歳入歳出予算補正を御確認いただきたいと思

います。 

  次に、５ページをお開きいただきたいと思い

ます。 

  第２表地方債補正でございますが、県営土地

改良事業負担金の変更に伴う補正を行うととも

に、臨時財政対策債を増額補正するものでござ

います。 

  次に、歳入について御説明いたします。 

  ８ページをごらんいただきたいと思います。 

  初めに、10款地方交付税でございますが、普

通交付税の今年度の交付予定額の一部をこのた

びの補正財源として計上してございます。 

  14款国庫支出金でございますが、１項の国庫

負担金におきまして、幼児教育・保育の無償化

に伴う交付金及び歳出の扶助額増額に対応する

生活保護費等負担金を増額補正してございます。 

  また、８ページ下段の15款県支出金でござい

ますが、２項４目農林水産業費県補助金におき

まして多面的機能支払交付金の額確定に伴い、

補助金を減額補正しております。 

  さらに、森林・林業再生基盤づくり交付金に

つきましては、事業実施主体が事業を先送りす

ることとなったことから、交付金の全額を減額

補正してございます。 

  ９ページの19款繰越金では、このたびの予算

補正に充てる財源として前年度繰越金を計上し

ております。 

  20款諸収入には、最上広域からの平成30年度

分の分担金の精算による還付金や多面的機能支

払交付金の過年度分に係る返還金などを計上し

ております。 

  21款市債には、第２表地方債でも御説明しま

したとおり、それぞれの市債を補正してござい

ます。 

  続きまして、10ページからの歳出につきまし

て御説明申し上げます。 

  初めに、最上広域市町村圏事務組合分担金の

変更分につきましては、全体を通して必要な金

額の補正を行っているものでございます。 

  12ページをお開きいただきたいと思います。 

  ３款民生費につきまして、２項１目児童福祉

総務費の子ども・子育て支援新制度事業費では、

日新放課後児童クラブの保育室拡張に伴う必要

経費と第３子以降児童保育料免除事業として給

食費分の補助金を新規で補正してございます。 

  その下の子育てのための施設等利用給付費に

つきましては、幼児教育・保育の無償化に伴う

認可外施設等に係る市負担分について新規計上

するものでございます。 
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  13ページの３項１目生活保護総務費におきま

しては、医療扶助の適正化を目的に今後制度化

されます被保護者の健康管理支援事業に要する

費用を補正しております。 

  また、２目扶助費の生活保護事業費におきま

しては、医療及び介護扶助費を増額補正すると

ともに、平成30年度分国庫支出金の精算による

返還金を計上してございます。 

  次に、15ページをお開きいただきたいと思い

ます。 

  ６款１項５目農地費では、多面的機能支払交

付金の確定に伴う事業費の整理を行ってござい

ます。 

  また、２項１目林業振興費の森林・林業再生

基盤づくり交付金につきましては、歳入でも御

説明いたしましたが、事業実施主体が事業を先

送りすることとなったことから、交付金の全額

を減額するものでございます。 

  次に、17ページをごらんいただきたいと思い

ますが、８款６項雪対策費でございます。除排

雪業務に係る委託料及び借上料を増額補正して

ございます。 

  18ページの10款１項３目教育指導費には、小

学校教科書の令和２年度改訂に伴う教師用指導

書等の購入費として図書購入費を計上してござ

います。 

  また、２項小学校費、３項中学校費及び４項

義務教育学校費の各１目学校管理費に計上して

おります修繕料につきましては、来年度新たに

必要となります特別支援教室等へのエアコン設

置等に係る費用を計上してございます。 

  20ページの５項11目社会体育費のスポーツコ

ミュニティ推進事業費につきましては、地域お

こし協力隊の応募がなかったことから減額する

ものでございます。 

  以上で一般会計を終わりまして、特別会計の

ほうに入らせていただきます。 

  23ページをごらんいただきたいと思います。 

  議案第69号国民健康保険事業特別会計補正予

算（第２号）でございますが、歳入歳出それぞ

れ5,561万3,000円を追加し、補正後の予算総額

を34億4,695万6,000円とするものでございます。 

  26ページをごらんください。 

  歳入では、３款に保険給付費等普通交付金を、

７款諸収入に保険給付費等交付金返還金をそれ

ぞれ増額補正してございます。 

  歳出では、２款２項高額療養費におきまして

一般被保険者高額療養費を増額補正するなど、

執行状況に合わせた補正を行ってございます。 

  次に、29ページをごらんください。 

  議案第70号公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）につきましては、歳入歳出それぞれ

808万9,000円を減額し、補正後の予算総額を16

億56万8,000円とするものでございます。 

  31ページの第２表地方債補正につきましては、

事業費に合わせて公共下水道事業債を減額する

ものでございます。 

  33ページをごらんいただきたいと思います。 

  歳入では、事業費の減に合わせて３款国庫支

出金及び７款市債をそれぞれ減額補正してござ

います。 

  34ページの歳出になりますが、２款１項下水

道建設費におきまして、建設事業の進捗に合わ

せた事業費の補正を行うものでございます。 

  続きまして、35ページをごらんください。 

  議案第71号農業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）につきましては、歳入歳出それぞ

れ36万1,000円を追加し、補正後の予算総額を

8,651万7,000円とするものでございます。 

  38ページをごらんください。 

  歳出では、施設管理事業費に施設の修繕料を

計上し、その財源といたしまして歳入に一般会

計からの繰入金を補正してございます。 

  次に、39ページをごらんください。 

  議案第72号介護保険事業特別会計補正予算

（第３号）につきましては、歳入歳出それぞれ



- 10 - 

４万8,000円を追加し、補正後の予算総額を39

億1,344万5,000円とするものでございます。 

  内容といたしましては、44ページになります

が、歳出になります。 

  職員給与費の必要な補正を行うとともに、歳

入につきましても、歳出の補正に合わせた財源

の補正を計上しているものでございます。 

  次に、45ページをごらんください。 

  議案第73号後期高齢者医療事業特別会計補正

予算（第２号）でございますが、歳入歳出それ

ぞれ21万6,000円を追加し、補正後の予算総額

を４億1,724万4,000円とするものでございます。 

  内容といたしましては、48ページになります

が、歳出に平成30年度国庫補助金の精算に伴う

返還金を計上し、その財源といたしまして歳入

に繰越金を補正するものでございます。 

  以上で一般会計及び特別会計の補正予算案の

説明を終わります。 

  御審議いただき、御可決賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

下山准一議長 上下水道課長奥山茂樹君。 

   （奥山茂樹上下水道課長登壇） 

奥山茂樹上下水道課長 議案第74号令和元年度新

庄市水道事業会計補正予算（第３号）について

御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページをお開き願います。 

  第１条、令和元年度新庄市水道事業会計補正

予算（第３号）は次に定めるところによります。 

  第２条、業務の予定量の補正につきましては、

後ほど資本的支出の補正の中で説明いたします

が、建設改良事業費について補正するため記載

したものであります。 

  第３条、収益的支出の補正ですが、支出の第

１款水道事業費用につきまして、既決予定額10

億8,585万6,000円に補正予定額347万1,000円を

増額し、計10億8,932万7,000円とします。これ

は、企業職員の法定福利費の減額及び漏水修繕

等の増額について計上するものであります。 

  次に、第４条、資本的支出の補正ですが、第

１款資本的支出の既決予定額４億8,991万円に、

補正予定額４万1,000円を増額し、計４億8,995

万1,000円とします。これは企業職員の法定福

利費の増額によるものであります。 

  続きまして、２ページをお開きください。 

  第５条、議会の議決を経なければ流用するこ

とのできない経費の補正ですが、職員給与費の

既決予定額5,425万1,000円に補正予定額２万

9,000円を増額し、5,428万円とします。 

  以上、令和元年度新庄市水道事業会計補正予

算（第３号）について御説明申し上げました。 

  御審議の上、御可決くださいますようよろし

くお願い申し上げます。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました補正予算につきま

しては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会への付託を省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第68号から議案第74号までの補正予算７件

については、委員会への付託を省略し、12月18

日、定例会最終日の本会議において審議をいた

します。 

 

 

日程第１２議案第７５号新庄市デ

ジタル防災行政無線（同報系）整

備工事請負契約（令和元年議案第

４１号）の一部変更について 

 

 

下山准一議長 日程第12議案第75号新庄市デジタ

ル防災行政無線（同報系）整備工事請負契約

（令和元年議案第41号）の一部変更についてを

議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 
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  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第75号新庄市デジタル防災行

政無線（同報系）整備工事請負契約の一部変更

について御説明申し上げます。 

  本年６月定例会において御可決いただき、工

事着手を進めております新庄市デジタル防災行

政無線（同報系）整備工事につきまして、契約

内容について変更する必要が生じたため、議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例第２条の規定により御提案申し上

げるものであります。 

  変更する内容でございますが、契約金額につ

いて794万9,700円増額いたしまして２億9,394

万9,700円とするものであります。 

  変更内容としましては、軟弱地盤に位置する

７カ所の設置場所について工法及び設置場所の

変更を行い、また二ツ屋局と中継局の統合とそ

れに伴う子局の追加を行う必要が生じたことに

伴い、工事の設計の一部変更を行うものであり

ます。 

  以上、御審議の上、御可決賜りますようお願

い申し上げます。 

下山准一議長 ただいま説明のありました議案第

75号につきましては、会議規則第37条第３項の

規定により委員会への付託を省略したいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第75号は委員会への付託を省略することに

決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 状況によって変更とい

うのは、これはあり得ることだと思いますけれ

ども、この場所を詳しく教えてください。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

下山准一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 ただいま場所についての御質

問でございます。くい基礎の変更７カ所ござい

ます。１カ所は吉沢、もう一カ所は冷水沢、そ

れから上西山、あたご、それから金沢東公園、

柏木山、上野・蛇塚、長坂と、くい基礎部分は

この場所になっているところです。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） これ、最初からわから

なかったんだかな。調査してわかったのかな。

どうなんでしょうか。 

  あと、それをやることによって大丈夫かとい

うようなことをお聞きします。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

下山准一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 先にわからなかったのかとい

う御質問でございます。施工する場所、子局の

設置場所につきましては、やはり町内の希望す

る場所、それから電波の届きやすい場所と、２

つの希望といいますか、設置場所になりますの

で、やはりその希望された場所で電波がきちん

と受けられるかというような両方の場所が成立

するところということで、あらかじめ地盤調査

はしていないというところでございます。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 最初地域の住民の方々

の要望を取り上げたと。しかし、行う段階にな

って電波とか、地盤とかわかって変更だという

ような理解でよろしいんでしょうか。そして、

安全・安心な設備になるというようなことは大

丈夫なんですか。その辺もう一度確認したいと

思います。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

下山准一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 最近の災害等を顧みますと、

やはり台風による風の被害が大きいところでご
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ざいます。そういう点で考えても、やはり基礎

部分をしっかりとした形で建てるというような

ことで進めてきましたので、これで大丈夫だと

私は考えております。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 工事の変更箇所につい

ては、ただいま12カ所、軟弱地盤だということ

で小嶋議員の質問でわかりました。この工事な

んですが、これまで説明もあったんですが、実

際的にどのような工事に変更になるのかという

ことと、あとは先ほど子局の追加があったとい

うことです。かねてから設置の場所は地図に落

とされているものを配付されているんですが、

その子局の追加、どちらになるのか伺います。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

下山准一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 調査した結果でございますが、

軟弱地盤でございますが、やはり軟弱地盤でも

それなりの地力があるところと、あと全然地力

がないところというのがございまして、それな

りの地力があるところにつきましては、基礎を

大きくとってそれに対応したと。 

  それから、軟弱地盤、地力の少ないところに

おきましては、くい基礎といいまして、くいを

底まで打ったような形で、それで支えるという

ような工法にしております。 

  それから、局の追加でございますが、文化会

館に局を追加しまして、聞こえにくい、計算上

は桧町とか、そこら辺まで聞こえるところだっ

たんですが、やはり音達検査をした中で文化会

館に建てるのがいいのではないかというような

ことで、その部分に１つ追加をしております。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 工事がこれまでコンク

リートで基礎をつくって差し込むという形のと

ころが軟弱なために根巻きをして深く入れてい

くということで、強度を確保できるという工事

かと思います。より安心・安全を本当に追求し

ていただきたいと思って、この工事の適性をま

た管理・監督していただきたいと思います。 

  あと、子局なんですけれども、前ずっといた

だいていた図面を見て、市街地にスピーカーの

場所を落とした図面はもう何回かいただいてい

る中で、やっぱり不安に思っていたのが明倫中

学校域だと思ったんです。どうしても空白にな

っているなと。 

  それが専門家がデジタル無線の音をどのくら

いの広がりがあってというのは計算上では効果

を得られるとしているかもしれないんですけれ

ども、桧町のエリアであったり、郷野目さんが

あるあたりがずっと空白地帯にならないだろう

かと思っていて、それが今２つの子局を文化会

館に設置するということかと思うんですが、た

だ、文化会館からもそちら側のほうにちゃんと

届くのかどうなのか。 

  もし届かない場合、結局また追加にならない

のかどうなのか、そこを確認しておきたいと思

います。どんなふうな計算をして明倫中を中心

とした桧町であったり、あのあたり、ちゃんと

音が届いているというのをどういうふうにして

確認しているのかというのを伺いたいと思いま

す。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

下山准一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 計算上は本当は桧町あたり、

ほかの周りの局で対応できるという計算上はな

っていたんですが、やはり風や特に建物の影響

が大きいようでございます。それで、文化会館

に設置しまして、桧町、議員がおっしゃる明倫

学区のほうに届くような設計をしたところです。

対応としましては、スピーカー、指向性のある、

遠くに届くようなスピーカーをつけまして、不

感地帯といいますか、そちらのほうに届くよう
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な設計をしたところでございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 最近、建物の性能がよ

くなって、一般住宅の家のサッシの性能がよく

なって二重であったり、ペアであったり含めて、

そして、全部、全市にデジタル無線が設置され

た後、どういう形で各戸に、住民全員が一人残

らず、その情報をデジタル無線からとらなけれ

ばいけないわけです。ちゃんと情報をとれるの

かとれないかというその検証というのは設置し

た後どのように考えていますか。また、とれな

い場合、どのような対策をしていくと考えてい

ますか。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

下山准一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 今回、市内全域にデジタル防

災行政無線を設置、ただいま工事を進めている

ところでございます。最近の家屋につきまして

は、密閉性が高くて音もなかなか聞こえづらい

という特徴もあるかと思います。 

  音に関しては先ほど説明したとおり、市内全

域で聞こえるというようなことでございます。

それがもし聞こえないとすれば、今回、お配り

したハザードマップにも防災無線、どういう内

容で流したかと聞ける電話もございますし、ま

た、避難の指示とか、そういうものに関しまし

ては、エリアメール等、携帯やスマホを活用し

た情報手段を活用していきたいと。 

  また、今後、例えば携帯につきましては、５

Ｇというまた新しい通信手段が出てきておりま

すので、そういうものに対応したものがつくら

れてくるのではないかと、そういうのも期待し

ているところです。以上です。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

１０番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

下山准一議長 山科正仁君。 

１０番（山科正仁議員） お伺いしますが、今度

は市内のほうにというか、住宅地に入ってきて

いるというふうな考えなんですけれども、今ま

では山間部とか、ある程度住宅離れたところに

設置ということで問題はなかったと思うんです

が、これから住宅地近辺に建てられるというこ

とで、設置後にいろんな問題点が上がってくる

と思うんです。 

  例えばさっき叶内議員もおっしゃいましたけ

れども、騒音とか、音響の問題とか、例えば家

に響いてくるとか、そういう問題あった場合の

対処方法と、あと緊急の場合はしようがないん

でしょうけれども、ある程度騒音、昼だけはゆ

っくりしたいという方もいらっしゃいまして、

例えばその地域、その１カ所だけを昼流れてい

る市民歌ですか、それをとめるとか、そういっ

た方策はとれるんでしょうか。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

下山准一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 やはり市内に設置したという

ことでさまざまな方いらっしゃると思います。

今までも例えば夜勤があって、特に近くの方だ

ったものですから、昼は流さないでほしいとい

うことがありました。その際は夕方流すという

ようなことで対処したところです。 

  また、学校が近いところではやはり12時、授

業中流されても困るというようなこともありま

したので、４時とか、５時とか、あと音色、音

も変えられますので、カラスとか、秋とか、季

節によって音色も変えまして流しているという

ようなことでございます。できるだけ地域の要

望を受けて、みんなが納得するような形で進め

ていきたいと思います。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第75号新庄市デジタル防災行政無線（同

報系）整備工事請負契約（令和元年議案第41

号）の一部変更については、原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第75号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１３議案第７６号新庄市公

共下水道根幹的施設の建設工事委

託に関する協定（平成３０年議案

第３５号）の一部変更について 

 

 

下山准一議長 日程第13議案第76号新庄市公共下

水道根幹的施設の建設工事委託に関する協定

（平成30年議案第35号）の一部変更についてを

議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第76号新庄市公共下水道根幹

的施設の建設工事委託に関する協定の一部変更

について御説明申し上げます。 

  本案は、議会の議決に付すべき契約及び財産

の取得又は処分に関する条例第２条の規定によ

り提案するものであります。 

  変更の内容につきましては、委託金額を５億

2,690万円から990万円減額して５億1,700万円

に変更するものであります。 

  変更の理由といたしましては、委託先である

日本下水道事業団が工事発注時に設計単価の競

争見積もりを行い、設計価格の縮減に努めたほ

か、請負差金、設計内容の再精査などにより工

事委託金額を減額するものであります。 

  以上、御審議の上、御可決賜りますようお願

い申し上げます。 

下山准一議長 ただいま説明のありました議案第

76号につきましては、会議規則第37条第３項の

規定により委員会への付託を省略したいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第76号は委員会への付託を省略することに

決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） 私からは３点について

お尋ねします。 

  最初に地下にかかわる工事でありますので、

掘ってみなければわからないという点について

は、そういうことがたくさんありますので、協

定の変更については了とするものでありますが、

１点目、約1,000万円の減額でありますが、主

要な部分でどう設計変更しようとするのか。 

  ２点目は、この設計の変更によって、設計の

変更もこれからするわけですよね。そのことを

確認した上で、これからの工事でありますから、

年度内に完了するんでしょうか。それによって

継続費もしくは繰越明許とか、そういう手法も

今後出てくるんでしょうか。 

  ３点目は、この設計変更によって利用者に影

響は何かあるんでしょうか。お願いします。 

奥山茂樹上下水道課長 議長、奥山茂樹。 

下山准一議長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 協定の変更の内容につい

てでありますけれども、総額で990万円の減額
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ということですけれども、先ほど市長からもあ

りましたように、設計する際に、積算する際に、

単価につきまして競争見積もりを行いまして設

計単価の縮減に努めたほか、一般競争入札にお

きまして落札率が約９割というところも電気設

備工事についてはありましたので、そちらの請

負差金等を利用しまして必要な工事のほうを増

額しております。 

  ただ、全体としましては予算額が決まってお

りますので、その中での当初請負金額よりも増

額はいたしましたけれども、結果として990万

円の残になったということであります。 

  協定変更これから行いますけれども、工事の

ほうは年度内に終了させて繰り越しということ

ではございません。 

  あとは水道利用者等に影響というのは全くご

ざいません。以上です。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） ただいま日本下水道事

業団が競争入札していただいたために990万円

ほど下がることになったといういい話だったよ

うに思います。 

  ところで、この競争入札は、前は今までのこ

ういった下水道の建設関係の事業で競争入札し

なかったのか、今までの例はどうだったのか、

お願いします。 

奥山茂樹上下水道課長 議長、奥山茂樹。 

下山准一議長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 日本下水道事業団の工事

等の発注につきましては、金額にもよりますけ

れども、一定の金額以上につきましては、一般

競争入札を実施しております。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 日本下水道事業団が一

般競争入札をするという理解だと思うんですね。

その事業、随意契約で協定を事業団と結んでい

て、そしてこういう事業を新庄市でしたいので、

まずどうでしょうかということになっていくの

かなと、日本下水道事業団のほうに。 

  そうすると、上下水道課のほうではこういう

事業をしたいためにこのぐらいの事業の見積も

りになるということを積算をして、そしてこの

金額で日本下水道事業団に工事発注というか、

協定を結ぶときにこの金額でというふうにして

いるのかどうなのか。それとも、この金額が、

日本下水道事業団からこの金額でできますとい

うふうにくるのか、そこら辺が今の説明ではと

ても曖昧だなと思ったんですが、いかがなんで

しょうか。 

奥山茂樹上下水道課長 議長、奥山茂樹。 

下山准一議長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 当初の協定金額５億

2,690万円につきましては、日本下水道事業団

のほうで積算いたしまして新庄市と協議して決

定したものであります。日本下水道事業団のほ

う、この金額につきましても、国土交通省等の

公共積算、あるいは単価基準に基づいて積算し

たものでありますので、適正なものだと判断し

ております。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 金額は減額になって、

下水道事業としてはありがたい、これだけを見

れば思うんですけれども、結局、その日本下水

道事業団が最初から新庄市とこういうことをや

りたいということに対して、もう見積もりをし

て、そして新庄市に提出があってということは、

平たく言ってしまうと、こちらでやりたい事業

をこちらで積算がなく、向こうからの提案によ

って全て仕事が決まっていくという構造がある。

これは考えてみると、こちらで主導するという

か、ポールポジションというか、そういうのを



- 16 - 

持って事業が進んで実はいないんでないかとい

うことが言えるのかなと思うんですね。 

  そうすると、もしかしたら実際この金額が、

今回990万円減額になったけれども、もっと減

額できるような積算の見方があったのかなと思

うんですが、そういったところはどうなんでし

ょうか。 

奥山茂樹上下水道課長 議長、奥山茂樹。 

下山准一議長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 日本下水道事業団は、地

方自治体等が出資して、あと評議員の中にも地

方公共団体の長が入っていたりとか、また、法

律によりまして職員につきましても、公務員と

同様の法令が適用されるなど、公務員と同様の

ガバナンスが発揮されております。 

  また、全国的にも2,000カ所の処理場のうち、

約６割に日本下水道事業団がかかわっておりま

して、民間業者のように利益を上げる、そうい

うような団体ではありませんので、積算につき

ましても、先ほど申し上げましたように、公共

単価、国土交通省の積算基準をもとに役所等と

同等の積算をしていると考えておりますので、

特に高くなるとかということはないと承知して

います。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 日本下水道事業団の成

り立ちもわかりますし、全国の自治体がそちら

の運営に加入、加入しているという言い方は適

当でないかもしれないんですが、理解している

つもりなんですが、そちらも半官半民のような

形で、こちらは官であって、だからといって向

こうが全て熟知しているからお任せということ

にはならないかなと。 

  そうすると、少しでも新庄市の状況に見合っ

た修繕を、更新を、そして金額でというふうに

考えたときに、最初に出された見積書が本当に

適正なのかということを、こちらの今度市の内

部のほうでちゃんと積算し直せる、見直せる、

そういった体制はあるのかないのか、そちらを

伺いたいと思います。 

奥山茂樹上下水道課長 議長、奥山茂樹。 

下山准一議長 上下水道課長奥山茂樹君。 

奥山茂樹上下水道課長 今回、発注しております

汚泥処理設備と、それからそれに関連します電

気設備につきましては、特にそういった機械、

電気の専門技術、専門知識が必要な工事であり

ます。 

  市の職員につきましては、電気及び機械の専

門技術者というのはいない状況にありますので、

そのため、民間のコンサルに依頼しますと、や

っぱりどうしてもそういった利益というような

ところが、観点が発生しますけれども、日本下

水道事業団につきましては、そういった公務員

と同様の団体というようなことで、また、私ど

も自治体が設計するのと同様のやり方で設計し

ておりますので、適切であると考えております。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第76号新庄市公共下水道根幹的施設の建

設工事委託に関する協定（平成30年議案第35

号）の一部変更については、原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、
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議案第76号は原案のとおり可決されました。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午前１１時０１分 休憩 

     午前１１時１０分 開議 

 

下山准一議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

 

 

議案２１件一括上程 

 

 

下山准一議長 日程第14議案第77号新庄市課設置

条例の一部を改正する条例についてから日程第

34議案第97号新庄市水道給水条例の一部を改正

する条例についてまでの21件を、会議規則第35

条の規定により一括議題にしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第77号新庄市課設置条例の一部を改正する

条例についてから議案第97号新庄市水道給水条

例の一部を改正する条例についてまでの21件を

一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第77号新庄市課設

置条例の一部を改正する条例について御説明申

し上げます。 

  看護師養成所の開設につきましては、これま

で令和４年４月の開校を目指し、本年４月に看

護師養成所開設準備課を設置して準備を進めて

きたところですが、事業を断念せざるを得ない

状況となり、看護師養成所開設の事業を中止す

ると判断したところであります。このため、看

護師養成所開設準備課について、今年度末をも

って廃止するとする改正であります。 

  また、上下水道課で行っている業務のうち、

下水道事業につきましては、令和２年４月１日

から地方公営企業法が適用されるため、その部

分を除く市長部局の事務について規定をする改

正であります。 

  施行日は、令和２年４月１日としております。 

  次に、議案第78号新庄市一般職の職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条例について

御説明申し上げます。 

  改正するのは３つの条例になりますが、第１

条、新庄市一般職の職員の給与に関する条例の

一部改正につきましては、看護教員職の給料表

などを削るものであります。 

  また、第２条、新庄市一般職の職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例の一部改正に

つきましては、看護教員職に関する読みかえ規

定を削るものであり、第３条、新庄市職員の定

年等に関する条例の一部改正については、看護

教員職の65歳定年の規定を削るものであります。 

  次に、議案第79号新庄市職員恩給条例を廃止

する条例について御説明申し上げます。 

  この条例は、本市の職員のうち、昭和37年11

月以前に退職した職員や遺族に対して退職年金、

または遺族年金として支給する制度を定めたも

のであり、この条例に基づき受給権のある方が

１名おりましたが、このたびお亡くなりになり

ましたので、条例を廃止するものであります。 

  施行日につきましては、公布の日からとして

おります。 

  次に、議案第80号新庄市民文化会館設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例につい

て及び議案第81号新庄市公民館設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例について御説

明申し上げます。 

  本市の公共施設の長寿命化を推進する上で、

今後の施設の維持管理と施設としての長期的な

利用のあり方などを考えていくとともに、消費
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税増税分の適正な転嫁を図るため、施設使用料

等の設定方法を統一した基準をもって算定し、

適正な受益者負担の観点のもと、必要な使用料

を設定するものでございます。 

  市民文化会館及び公民館につきましては、市

民ニーズに対応した利用しやすい施設を目指し

て、少人数や時間単位の使用ができる部屋を設

定するなどの見直しを行い、適正な受益者負担

と施設の使用者の利便性を重視した使用料とし

て設定するものです。 

  次に、議案第82号新庄市地域ふれあい交流広

場設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例について御説明申し上げます。 

  本案は、地域ふれあい交流広場で行商やイベ

ントなどを行う場合の使用料について、新庄市

都市公園条例の改正に準じて使用料を改正する

ものであります。 

  次に、議案第83号新庄市生涯学習センター設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

について及び議案第84号新庄市雪の里情報館設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

について御説明申し上げます。 

  市民プラザ、わくわく新庄及び雪の里情報館

につきまして、市民文化会館や公民館と同様の

考えのもと、使用料を改めるものであります。 

  次に、議案第85号新庄市体育施設設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例について

御説明申し上げます。 

  さきに御説明申し上げました生涯学習施設と

同様に、基本的な使用料の見直し方針を踏まえ

て、使用料を算定した上で必要な改正を行うと

ともに、今後の本市におけるスポーツ振興を一

層推進していくため、次世代を担うジュニア世

代の育成と競技力の向上を図るため、中学生以

下の子供の使用料を無料、高校生の使用料を半

額とする使用料を設定するものであります。 

  次に、議案第86号新庄市火葬場設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて御説明申し上げます。 

  改正の内容といたしましては、火葬場使用料

について年齢区分を廃止するとともに、市外に

住所を有する方の使用料を４万円から５万円に

改めるものであります。また、火葬場使用料の

うち、胎盤や体の一部、小動物の火葬に係る使

用料について見直しを行うものであります。 

  次に、議案第87号新庄市わらすこ広場の設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついて御説明申し上げます。 

  わらすこ広場使用料については、平成20年よ

り、使用者の受益者負担という考え方から、使

用料の徴収を開始したものであります。近年、

近隣市町村に屋内遊戯施設がふえ、その多くが

無料で利用できることから、わらすこ広場利用

者からも無料にしてほしいと要望をいただいて

いるところであります。 

  本案は、利用者のニーズに応え、より利用し

やすい環境を整えるため、わらすこ広場使用料

を無料とするものです。あわせて使用料免除に

ついての条文の整理を行うものです。 

  施行日は、令和２年４月１日であります。 

  次に、議案第88号新庄市農村環境改善センタ

ー設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例について及び議案第89号新庄市昭和活性化

センター設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例について御説明申し上げます。 

  農村環境改善センター及び昭和活性化センタ

ーの使用料につきまして、生涯学習施設と同様

に使用料の見直しを行うものであります。あわ

せて両施設の使用時間帯について、午後の区分

は正午から、夜間の区分は17時からに統一し、

また農村環境改善センターにおける持ち込み電

気器具の電気料の徴収を廃止するものでありま

す。 

  次に、議案第90号新庄市都市公園条例の一部

を改正する条例について御説明申し上げます。 

  都市公園において売店や行商を行う場合の使
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用料について、本市の道路占用料に準じ１平米

当たりの単価を改正し、あわせてイベントなど

で都市公園の全部または一部を独占して利用す

る場合の使用料についても見直しを行うもので

す。 

  また、最上公園の野外ステージにつきまして

は、有料公園施設としては廃止いたします。市

民プール、野球場、福田運動広場、福田テニス

コートにつきましては、体育施設と同様に使用

料の見直しを行った上で、ジュニア世代の育成

と競技力向上を図る観点から、小中学生につい

ては無料、高校生については半額の使用料設定

としております。その他必要な文言の整理を行

うものであります。 

  次に、議案第91号新庄市新庄駅前ふれあい広

場設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例について及び議案第92号新庄市新庄駅東口

交通広場の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例について御説明申し上げます。 

  主な改正点としましては、新庄駅前ふれあい

広場、通称アビエス及び駅東口交通広場におけ

る売店やイベントで独占的に使用する場合の使

用料について、都市公園条例に準じて見直しを

行うものです。また、アビエスの駐車場を無料

化するため、使用料を廃止するものであります。 

  施行日につきましては、令和２年４月１日で

あります。 

  続きまして、議案第93号から議案第95号まで

の指定管理者の指定について一括して御説明申

し上げます。 

  いずれの議案も市の施設の管理を行わせる指

定管理者を指定するため、議会の議決を求める

ものであります。 

  初めに、議案第93号新庄市民文化会館につき

ましては、特定非営利活動法人芸術文化振興市

民ネット新庄を、議案第94号雪の里情報館につ

きましては、一般社団法人とらいあを、議案第

95号新庄市山屋セミナーハウスにつきましては、

山屋有志会を指定管理者として指定するもので

あります。 

  指定管理者の候補選定につきましては、３施

設とも公募を行ったところ、各施設に２団体ず

つ応募があり、市民から選出された委員を含む

選考委員会によって選考されたものであります。 

  新庄市民文化会館につきましては、市民文化

の向上を図る施設として理念を十分に理解して

いる点や管理運営能力などからも安定した管理

運営が期待できることから、引き続き特定非営

利活動法人芸術文化振興市民ネット新庄が選定

されました。 

  雪の里情報館につきましては、雪のふるさと

づくりを推進する施設としての理念と地域の特

性を十分に理解していることや収蔵資料の整理、

活用などをより一層進めていくとともに、安定

した施設運営も期待できることから、新たに一

般社団法人とらいあが選定されました。 

  新庄市山屋セミナーハウスにつきましては、

社会体育施設としての機能に加え、地域コミュ

ニティー推進の核としての役割も期待されるこ

とから、地域住民と連携した管理運営や事業実

施に係るこれまでの実績と地域特性を生かした

事業計画が評価され、引き続き山屋有志会が選

定されました。 

  いずれの施設も指定期間につきましては、令

和２年４月１日から５年間とするものでありま

す。 

  次に、議案第96号新庄市水道事業の設置等に

関する条例等の一部を改正する条例について御

説明申し上げます。 

  平成27年の総務大臣通知により、人口３万人

以上の下水道事業等について、令和２年４月ま

でに地方公営企業法を適用し、官庁会計方式か

ら企業会計方式へ移行するよう要請されたとこ

ろであります。 

  本市におきましても、下水道事業及び農業集

落排水事業の経営状況の明確化や適正な財産管
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理を行い、持続可能なサービスの提供を続ける

ために地方公営企業法の適用を行うこととする

ため、必要な改正を行うものであります。 

  あわせて特別会計条例において、公共下水道

事業特別会計及び農業集落排水事業特別会計を

削り、また、職員定数条例において一般の職員

及び上下水道企業の職員の定数について改める

ものであります。 

  施行日につきましては、令和２年４月１日で

あります。 

  次に、議案第97号新庄市水道給水条例の一部

を改正する条例について御説明申し上げます。 

  本案は、水道法が改正されたことに伴い、新

庄市水道給水条例の一部を改正するものであり

ます。 

  主な改正の内容としましては、指定給水装置

工事事業者の指定について、工事事業者の資質

の保持と経営実態の把握のため、５年ごとの更

新制度が導入されたことに伴い、指定の更新に

係る手数料を新たに定めるとともに、指定の審

査に係る手数料の額を改正するものであります。 

  以上、御審議の上、御可決賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

下山准一議長 ただいま説明のありました議案21

件について総括質疑を行います。質疑ありませ

んか。 

２ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

２ 番（庄司里香議員） 何点かお聞きしたいこ

とがあるんですけれども、初めに業務委託につ

いてです。文化会館やプラザなどの業務委託に

ついての内容でしたけれども、業務委託は５年

に１回しているという内容をお聞きしましたけ

れども、業者が変わった場合、今いる職員の方

の処遇というか、内容的にはどうかわかりませ

んけれども、提示していただいた形でそのまま

勤めることができるような状態なのか、それと

も業者が変われば一括に職員は交換ということ

になるのかお聞きしたいです。 

  それから、公民館の設置に関する条例の一部

ということでお聞きしましたけれども、八向地

区公民館は結構老朽化が深刻だと思うんです。

今回のことについては料金の設定なんですけれ

ども、そういうことも含めて考えていただく内

容としてこの手数料を値上げするとかというこ

とも考えていらっしゃるのかお聞きしたいです。 

  それから、新庄市体育施設の管理ということ

で料金が大幅に小中学生などが無料になったと

いうことで、こういうことが進めばやっぱりス

ポーツをする方もどんどんもっとスポーツをし

ようとか、今まで週に１回だったものをもっと

やろうかというふうなことになると思うので、

大変いいことだと思います。小中学生を無料に

したということの経緯などもお聞きしたいと思

っております。以上です。よろしくお願いいた

します。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

下山准一議長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 ３点ほど御質問いただい

た中で、まず初めに、指定管理者における処遇

といいますか、指定管理者が変わった場合どう

されるかということでございますけれども、や

はりこちらにつきましては、それぞれの指定さ

せていただく管理団体のお考えがあるかと思っ

ておりますので、それぞれの考えのもと御対応

されるのかなと思っているところでございます。 

  あと、公民館についてでございますけれども、

八向地区公民館につきましては、現在、施設に

おいての料金改定ということで御提案させてい

ただいたところでございますけれども、八向地

区公民館につきましては、現在、今後のあり方

につきましていろいろ議会のほうに何度か御説

明させていただいておりますけれども、地域の

方々と、まだちょっと進んでいない部分はござ

いますけれども、そこの部分、そのあり方につ

いても考えて進めていきたいというふうに考え
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ているところでございます。 

  続きまして、体育館の管理というか、小中学

生無料についてでございますけれども、こちら

につきましては、昨今のラグビーワールドカッ

プや野球など、あとプロバスケットの日本人の

活躍などを見ますと、スポーツにおける人々に

与える夢や感動というものがございまして、そ

ういうものを子供たちにも育んでいく場の提供

ということで、ぜひスポーツをする場所を子供

たちにおいてそういう場所を無料というような

形で使っていただいて、スポーツ振興を図って

いきたいというふうに考えていたところでござ

います。以上でございます。 

２ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

２ 番（庄司里香議員） 一つ一つ丁寧にお答え

いただき、ありがとうございます。指定管理業

務の内容については競争とか、そういう原理と

してはいいと思うんです。 

  ただ、働いている方の処遇というのは、でき

れば条件を出していただいて、優先的に今の仕

事が続けられるということも大切だと思います

ので、ぜひともその点についても市のほうから

そういうことを提案していただくということは

できないものでしょうか。そのようにぜひとも

していただけたらと思っております。よろしく

お願いします。もう一回お答えください。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

下山准一議長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 事業の継続性などを考え

ますと、そのようなお考えもあるかと思います。 

  ただ、そこにつきましては、業務上の引き継

ぎなどを行っていただきながら、やはりその団

体のお考えにお任せするしかないのかなと。 

  なお、指定管理者につきましては、市の所管

する施設でございますので、何かあったら私ど

ものほうでも施設にかかわりながら進めていく

ようなことで体制をとれるかと思っております

ので、人のどうのということにつきましては、

やはりそれぞれの団体のお考えになるのかなと

いうふうに思っているところでございます。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 市の施設の使用料の上

がったり下がったりという提案がされ、下がる

分について、あるいは無料になったという、そ

ういうことについては非常に関係者は喜ぶもの

でありますので、使いやすくなるということで

大変いいことだと考えております。 

  上がる部分についてなんですが、受益者負担

が必要だとか、あるいは運営するに当たっての

人件費のコストまで利用料に勘案して計算して

いく、それから消費税増税もあるので、その分

も足していくんだという考えで上げられている

ようです。 

  ところで、この上げられた使用料関係で、全

体でどのぐらい市民負担がふえる、あるいは逆

から見れば市の収入がふえるということになり

ますが、その上げられた部分の金額は全体でど

のぐらいになるというふうに見込んでおられる

のか、財政課長かと思いますが、お願いしたい

と思います。 

  その点とかかわって、上げるというのは市民

活動を弱めることになるのではないか、そうい

う視点はないのか、ぜひお聞かせいただきたい

と思います。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 このたびの使用料の見直しの

全体的な影響額というふうな御質問でございま

す。このたびの見直しに関しましては、施設ご

との改定とはなってございますけれども、市が

直接収納している使用料の部分と、指定管理者

の料金制度の中での収入というふうな部分と２

通りございます。 
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  最初に、使用料全体としまして市が収納して

いる分、平成30年度の決算額で申し上げますと、

１億5,900万円ほどになっているわけですが、

令和２年度以降の見込みとしましては、180万

円ほどの増と、増減率で申し上げますと、約

１％の増加というふうに見込んでございます。 

  それから、もう一点、指定管理者の収入の部

分でございますけれども、こちらにつきまして

は、小中学生無料化、高校生半額というふうな

ことの影響もありまして、減額分の総額として

は550万円ほどというふうに見込んでございま

す。550万円ほどの減額というふうに見込んで

ございます。以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 減額ということは、や

はり利用する側から見ますと、利用しやすくな

るだろうと思われます。そういう意味で、大変

ありがたいと思うし、それは市民の活動を活発

化させる可能性が高いなというふうに思います

ので、大変いいことだろうと思います。 

  一方、市の収納で１％の増、180万円ほどふ

えるということで、確かにわずかというふうに

見えるかもしれません。しかし、消費税が８％

から10％に上がったこの月以来、ニュースなど

では７％も買い物をする消費が減ったと、売り

上げが減っている状況があるというような報道

がニュースで出ています。ということは、市の

せっかく使ってもらいたいと思っている市の施

設なのに、それも多分それに連動して３回行っ

たのが２回になったりとか、そういうふうに市

民の活動も消費税も上がったしな、利用料も上

がったしなみたいな感じで減るということが考

えられるわけです。 

  そうしますと、市では180万円ふえるだろう

と見込んでいるかもしれませんが、もしかした

ら減ってしまって、市民活動が非常に弱まって

しまう。もっと活発に市民活動が起きてほしい

のに、弱まってしまうという可能性が非常にあ

ると考えませんでしょうか、ということを再度

お聞きしたいと思います。 

  それから、議案第82号などの下げる部分につ

いてのことでちょっと考えるんですけれども、

下げるのは本当にいいことで、ほかの市とよう

やく同じようになるらしいので、大変いいんで

はないかと思います。下げることで前、祭りな

どでお化け屋敷とか、植木市とか、わんにゃん

フェスティバルとかあったのがなくなっている

という声もありますので、これが復活する可能

性もあるなということで、楽しい祭りになった

りするだろうなと考えられるわけですが、しか

し、出店から使用料を取るのはまとめているの

が観光協会や商工会議所になるということで、

これらの団体の利益がふえるだけで、実際そこ

に出店する側がこの影響を受けて下がって出店

しやすくなるかということではちょっと疑問が

あるわけです。 

  そういう意味で、イベントを活性化するため

には、個々の業者が入りやすくなったな、参加

しやすくなったなと感じていただくことが非常

に重要なんです。その点、観光協会や商工会議

所が下がった分をきちんと反映できるように指

導をする必要があると考えますが、その点につ

いてはどうでしょうか。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

下山准一議長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 議案第82号の中での御質

問だと思いますけれども、実は角沢のふれあい

広場の交流ということでございまして、この中

身につきまして、角沢地域の方々が主に使われ

る施設を利便性を高めたいというふうな考えの

もとで、この内容については改正させていただ

いたところでございます。以上でございます。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 最初の御質問でございますけ
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れども、市民活動を弱めることになるのではと

いうふうな御質問だったんですが、今回、本来

見直しのそもそもの背景としまして、10月から

消費税率が改正されまして、引き上げられたと、

２％分の適正な転嫁をしなければならないとい

ったことが１つございます。 

  それから、行財政改革の視点から申し上げま

すと、負担の公平性ですとか、それに関連しま

して受益者負担を適正化していくというふうな

ことが課題の一つとしてあるわけでございます。

さらに、今後の公共施設の維持管理運営のため

の財源をどのように確保していくのかというふ

うなこともございますので、受益者負担の適正

化というふうなことを第一に、全体としては

２％ほど上がらない見込みではございますけれ

ども、そういった施設維持の面、もしくは負担

の公平性というふうなことから、そういった観

点から今回見直しをさせていただいているとい

うふうなことでございます。以上です。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

下山准一議長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 公園広場の使用料の減額

について最終利用者の利用活動が活発になるよ

うにということでございますが、今回の使用料

の引き下げにつきましても、広報等において広

く周知をさせていただきながら、代表になって

おられます商工団体等の皆様にも御理解いただ

けるように周知を図っていきたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

下山准一議長 もうちょっと明確に意思表示して

ください。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 公園広場について代表

にも理解していただくようにという大変ありが

たい回答があったように思いますので、ぜひほ

かの市の利用に匹敵するぐらい下がっておりま

すので、そこら辺になるように御指導をお願い

したいというところです。 

  財政課長のほうからは負担の公平性、受益者

負担、財源確保というようなお言葉がありまし

た。しかし、それは消費税２％増税分適正な転

嫁をしなければいけないという、こういうお言

葉がありました。 

  しかし、利用しにくくなるのは、やはり２％

消費税上がっただけで全体の消費が７％も落ち

込んでいるというニュースでの報道を見ますと、

これがそのまま新庄市の市民活動の縮小になる

ような気がいたします。 

  そういう意味で、そういう市民活動が縮小す

るということは本当にいいのか。市民福祉の充

実を目的にしている地方自治体のあり方として

本当に住民の活動が縮小していく方向になって

いいのか、そういうことをやっぱり真剣に考え

ていく必要があるんじゃないかなと思われます。 

  それから、議案第86号で、火葬場の使用料の

改正がありましたけれども、ここで値上げがあ

るわけです。例えば動物、ペットが5,000円が

１万円になると。こうなりますと、利用しづら

くなった方は動物、ペットをこれ１万円かかる

んだと聞くと、じゃあ山に不法投棄かみたいな、

あるいは生ごみかとか、そういうことになって

いいのだろうかと。そうならないように、利用

しづらいということのないように、これも本当

は値上げされれば確実に利用しづらくなる。お

金のない人はじゃあどうするというふうになっ

ちゃうわけですよ。 

  本当は無料であるべきなんだろうと思います

が、これを値上げするというのは利用しづらく

なる市民にとってどういう行動が予定されるか

と考えると、かえって市にとってはよくないん

じゃないかなと思うんですが、どうでしょうか。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

下山准一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 火葬場の使用料でございます。

年齢区分をなくして１万円に統一したところで
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ございます。また、議員おっしゃいますように、

小動物についても値上げさせていただきました。

やはり炉を使う行為といいますか、時間、手間

全て同じでございますので、統一した形で改定

したところです。議員おっしゃいますように、

その後の行動といいますか、そうならないよう

に広報には努めていきたいと思います。 

  また、やはり中には生ごみとして出す方もい

らっしゃるようです。不法投棄等なされないよ

うに適正に処理していただくよう広報に努めた

いと思います。よろしくお願いします。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 総括質疑なので、使用

料の部分については総括の形で質問を１つさせ

ていただきます。 

  この使用料というのは、確かに自主財源であ

って、市にとっては一つ大変大事な財政源、税

源ではあるんですが、同時に税金の公共料金と

言われている、市民にとっては、また世の中で

も言われているものです。値上げとなる施設が、

今回下がるところもあり、上がるところもあり、

無料化になるところもあり、やっぱり    

  なんですよね。 

  小中学生が使用料が無料になる、わらすこ広

場の使用料が無料になる。それは大変喜ばしい

ことかと思います。しかし、常々市長は、市民

の皆様の意見を聞きながら丁寧に行政をしてい

く、目標としているとおっしゃっているわけで

す。市民一人一人が輝く市政を目標としている、

柱としているわけです。 

  値段が、その使用料が上がることによって、

使い勝手が悪くなって、輝きを失う市民も出て

くるのではないか。そういったことを考えたと

きに、この議会の場で全て条例を変えてしまう、

そうすると、もう既に市民は何もできなくなる

わけなんです。 

  そういったことを考えた場合に、もう少し丁

寧に本当に時間をかけて、他市もやっているよ

うに時間をかけて、小中学生が無料になること

をどう思うのか、受け入れてもらえるのか、そ

して、ほかの方たち、シルバー世代であったり、

多少お金に余裕のある人たちが使う時間帯で使

用料が上がることに対してどのように感じるの

か。 

  そして、算定の基準として設けた使用料見直

しの受益者負担による積算のあり方、それにつ

いてどのように理解するのか、納得するのか、

受け入れられるのか、そういったことをちゃん

と広めていく、時間をかけて市民説明をしなが

ら使用料を見直している自治体もあります。そ

ういった姿勢に対してどのように考えているの

かを伺いたいです。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 今回の見直しにつきましては、

前回の平成26年度の見直しの際には消費税分の

みの転嫁ということにとどまっておったわけで

すけれども、今回、基本的に受益者負担の考え

方に基づきまして、原価計算方式をまずは計算

を行った上で、先ほどありましたように、利用

者の負担のしやすさといったことがありますの

で、利用者の負担割合、それから急激な上昇を

する場合には調整率を乗じて算定するというこ

とで、利便性についても考慮しているところで

す。 

  市民の皆様の意見をどのように反映している

のかというふうな御質問ですけれども、施設ご

との利用状況ですとか、利用者会議の場などに

おきまして、御意見、御要望をお聞きする機会

はそれぞれあったかとは思うんですが、全体的

な意見を聞く場を設けているというふうな経過

ではございません。それぞれの施設ごとにおい

て、その状況、利用状況ですとか、利用者の御

意見を踏まえた上で算定させていただいたとい
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うふうな状況でございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 使用料としてこれから

段階的に上げていくのかどうなのか、重要なこ

れまでずっと言ってきたことが、公共施設の維

持管理に多額な費用がかかっていく、消費税も

10％になった、だから、使用料を見直すんだと。

それによってその使用料が適正かどうかという

ことを判断するために、受益者負担の観点から

「統一的な」です、「統一な」ではなくて、

「統一的な」基準で見直していくというふうに

説明をしてきたようですが、では、今後、今の

ところ使用料、手数料を入れて歳入構造の中で

おおむね1.四、五ぐらいでしょうかね、使用料

だけだったら1.1％ぐらいの構造なんですが、

この使用料について何％まで今後上げていくと

いうふうに考えているのかどうなのか。非常に

大事だと思います。これを伺いたいです。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 使用料の見直しの上で、どこ

まで上げていくかという数値目標を持っている

かということでございますけれども、まずは今

回原価計算方式を初めて取り入れて、施設の管

理運営を今後継続的に行っていけるかというふ

うな観点から取り入れたものですけれども、そ

れを今後どの水準にまで上げていくかというふ

うな具体的な数値目標はまだ考えてはございま

せん。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 徹底的にフルコストの

観点から考える使用料の計算の仕方を浸透させ

ていくのか、それともやはり中途半端で、その

とき、そのときの政策、市政の状態であったり、

そんたくであったりというところによっていく

のか、そこら辺を市の姿勢としてしっかりと示

していただきたいなと。 

  次になんですが、議案第93号から議案第95号

のそれぞれ指定管理の指定についてなんですが、

こちらのほうはそれぞれ提出する書類の中に、

定款もしくは規約、そういうものがございます。

その内容をどのように精査をして、そして審査

の基準にしていったのか、書いてある内容につ

いてはどうなのか、そういった基準項目を設け

ているのか、市の姿勢を伺います。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

下山准一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 指定管理の全体の運用の中で、

総務課としましては基本指針というものを定め

ております。その中で、安全性の確保とか、あ

と施設の設置目的に対しての管理運営方針のあ

り方、そして緊急時の対応、地域のかかわりな

ど、あとそのほか、団体が継続的に維持できる

かどうかというような部分も含めて選考基準と

いうような形でお示ししているところです。 

  団体、または法人が受託する形を想定してお

りますけれども、その前段として約款、定款が

どうかという部分の確認はさせていただいてい

る分ありますけれども、まずは法人としての欠

格事項に該当するかどうかというようなところ

での判断が書類審査というところでございます。 

  定款内容についての確認の審査、具体的、個

別的な審査基準というものは設定しておりませ

ん。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、総括質疑を終結いたします。 

 

 

日程第３５議案及び請願の各常任

委員会付託 
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下山准一議長 日程第35議案及び請願の各常任委

員会付託を行います。 

  議案、請願の常任委員会付託につきましては、

お手元に配付しております付託案件表によりそ

れぞれ所管の委員会に付託いたしますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

令和元年１２月定例会付託案件表 

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 

議案（１３件） 

○議案第７７号新庄市課設置条例の一部を改正する条例について 

○議案第７８号新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例について 

○議案第７９号新庄市職員恩給条例を廃止する条例について 

○議案第８０号新庄市民文化会館設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例について 

○議案第８１号新庄市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例について 

○議案第８２号新庄市地域ふれあい交流広場設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例について 

○議案第８３号新庄市生涯学習センター設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例について 

○議案第８４号新庄市雪の里情報館設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例について 

○議案第８５号新庄市体育施設設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例について 

○議案第９０号新庄市都市公園条例の一部を改正する条例について 

○議案第９３号新庄市民文化会館の管理を行わせる指定管理者の指

定について 

○議案第９４号雪の里情報館の管理を行わせる指定管理者の指定に

ついて 

○議案第９５号新庄市山屋セミナーハウスの管理を行わせる指定管

理者の指定について 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（８件） 

請願（２件） 

○議案第８６号新庄市火葬場設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例について 

○議案第８７号新庄市わらすこ広場の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例について 

○議案第８８号新庄市農村環境改善センター設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例について 
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付 託 委 員 会 名 件                名 

○議案第８９号新庄市昭和活性化センター設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例について 

○議案第９１号新庄市新庄駅前ふれあい広場の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例について 

○議案第９２号新庄市新庄駅東口交通広場の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例について 

○議案第９６号新庄市水道事業の設置等に関する条例等の一部を改

正する条例について 

○議案第９７号新庄市水道給水条例の一部を改正する条例について 

○請願第５号住みよいまちづくりの請願 

○請願第６号次期食料・農業・農村基本計画に関する請願 

 

 

散      会 

 

 

下山准一議長 以上で本日の日程を終了いたしま

した。 

  お諮りいたします。 

  今期定例会本会議をあす12月７日から12月10

日まで休会したいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

今期定例会の本会議を12月７日から12月10日ま

で休会し、12月11日午前10時より本会議を開き

ますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午前１１時５４分 散会 
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令和元年１２月定例会会議録（第２号） 

 

 

令和元年１２月１１日 水曜日 午前１０時００分開議 

議 長 下 山 准 一     副議長 新 田 道 尋 
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  ３番   叶  内  恵  子  議員     ４番   八  鍬  長  一  議員 

  ５番   今  田  浩  徳  議員     ６番   押  切  明  弘  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ９番   佐  藤  文  一  議員 
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 １４番   石  川  正  志  議員    １５番   小  嶋  冨  弥  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １８番   小  野  周  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 小 松   孝  総 合 政 策 課 長 関   宏 之 

財 政 課 長 平 向 真 也  税 務 課 長 加 藤   功 

市 民 課 長 荒 田 明 子  環 境 課 長 森   正 一 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 亀 井 博 人  看 護 師 養 成 所 
開 設 準 備 課 長 田 宮 真 人 

農 林 課 長 三 浦 重 実  商 工 観 光 課 長 荒 澤 精 也 

都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二  上 下 水 道 課 長 奥 山 茂 樹 

会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 𠮷 田 浩 志  教 育 長 高 野   博 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 武 田 信 也  学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一 

社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀  監 査 委 員 大 場 隆 司 
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監 査 委 員     
事 務 局 長 山 科 雅 寛  選挙管理委員会 

委 員 長 矢 作 勝 彦 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 小 関   孝  農業委員会会長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会   
事 務 局 長 津 藤 隆 浩    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 小 松 真 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

議 事 日 程 （第２号） 

令和元年１２月１１日 水曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 山 科 正 仁  議員 

２番 小 嶋 冨 弥  議員 

３番 山 科 春 美  議員 

４番 八 鍬 長 一  議員 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第２号）に同じ 
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令和元年１２月定例会一般質問通告表（１日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 山 科 正 仁 

１．森林施策の方向性について 

２．学校の環境整備と地域連携について 

３．少子高齢化・若者定着施策の方向性について 

市 長 

教 育 長 

２ 小 嶋 冨 弥 

１．来年度の予算編成と市政執行について 

２．エコロジーガーデンについて 

３．福祉バスについて 

市 長 

３ 山 科 春 美 
１．まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

２．市民活動に対する市の応援について 

市 長 

教 育 長 

４ 八 鍬 長 一 

１．行政区域の飛地解消について 

２．看護専門学校開設断念に伴う諸課題について 

３．新庄最上地域の高校再編について 

市 長 

教 育 長 
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開      議 

 

 

下山准一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  欠席通告者はありません。 

  これより本日の会議を開きます。 

  初めに、叶内恵子議員より発言の申し出があ

りますので、これを許可します。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 12月６日の本会議にお

ける使用料に係る議案の総括質疑におきまして、

私が発言しました表現に不適切な部分がありま

した。それによりまして、ばらつきがあるとい

う趣旨でありましたので、そのように訂正して

いただきたいとお願いいたします。 

  大変申しわけございませんでした。よろしく

お願いいたします。 

下山准一議長 ただいまの叶内恵子さんからあり

ました発言の訂正について、許可をいたします。 

  これより会議は、お手元に配付しております

議事日程（第２号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

下山准一議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。 

  今期定例会の一般質問者は６名であります。

質問の順序は、配付しております一般質問通告

表のとおり決定しております。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

  本日の質問者は４名であります。 

 

 

山科正仁議員の質問 

 

 

下山准一議長 それでは、最初に山科正仁君。 

   （１０番山科正仁議員登壇） 

１０番（山科正仁議員） おはようございます。

傍聴席にいらっしゃいます北辰小学校の皆さん、

おはようございます。 

  市民・公明クラブ代表、議席番号10番の山科

正仁です。これから一般質問、１番目として新

庄市政にかかわることについて質問させていた

だきます。 

  生徒の皆さんには、なるべく理解できるよう

に一問一答方式で発言していきますので、最後

までしっかり聞いていていただきたいと思いま

す。また、執行部の答弁のほうも、生徒にわか

りやすいような答弁を心がけていただきたいと

思っております。 

  それでは、発言事項の１番目となります、森

林施策の方向性について伺います。 

  去る平成30年３月定例会一般質問でも、私の

ほうが森林関係、特に森林環境譲与税に関する

質問を行いました。その時点では、実際の交付

前ということで、より具体的な譲与金の運用方

法というのは示されませんでしたが、今年６月

に当市では森林環境譲与税、これを財源としま

して新庄市森林環境譲与税基金を創設すると、

森林整備のために基金として当面留保していく

との方針を明確にしました。今後、新庄市の将

来を踏まえた基金の有効的な活用の方向性を伺

うものであります。御答弁よろしくお願いいた

します。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  それでは、山科市議の御質問にお答えさせて
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いただきます。 

  森林施策の方向性についての質問であります

が、新庄市森林環境譲与税基金は、平成31年４

月１日に森林環境譲与税及び森林環境譲与税に

関する法律が施行され、森林資源の温室効果ガ

スの排出削減や災害の防止に向け、地方公共団

体による新たな森林整備やその促進に柔軟に活

用できる財源として国から譲与される目的税で

あり、積み立てとしての使途を明確にするため

６月に制定しました。 

  活用方策は多種多様にわたり、森林整備にお

けるソフトとハード事業、人材や担い手の育成

事業、木材利用の促進事業、森林に関する普及

啓蒙活動などが考えられております。その中で、

森林整備のソフト事業を現在検討しております。

内容としましては、現在当市が所有しておりま

す森林台帳、課税台帳、地番図、林班図及び山

形県森林クラウドシステムの基礎データへの追

加、更新、各台帳データの突合、突き合わせ作

業を行います。この作業を行うことで、所有者

の再確認や森林位置の明確化が促され、荒廃化

している森林区域について新たな管理方法など

の意識調査ができる環境が整った段階で、森林

の再生や健全な育成に向け、所有者と一緒に検

討し、新たな森林管理計画につなげてまいりた

いと考えているところであります。 

  壇上からの答弁とさせていただきます。 

１０番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

下山准一議長 山科正仁君。 

１０番（山科正仁議員） 答弁ありがとうござい

ます。ただいま市長の発言の中から、台帳デー

タの整備という点で、当面そのほうに基金が使

われるだろうというふうな話を伺いました。農

林課にお伺いしますけれども、今現在市内及び

隣接する自治体、これの森林の伐採状況、それ

からその利用状況、そしてそれと並行して行う

べき植林、保育といいますか、その進行状況を

まず伺いたいと思います。 

  次に、環境課になりますけれども、その伐採

と植林のバランスというのが崩れてきたときに、

本来森林が持っている保水力、その低下が考え

られます。いわゆる豪雨災害等によりまして、

被害の拡大を招いたり、熊とかイノシシ等によ

る鳥獣被害、これが山際のほうの山林、農地に

悪影響を及ぼしていくということが容易に推測

されます。この点をどのように考えて対処して

いくのかをお伺いいたします。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 まず、ただいま御質問ありま

した伐採状況でございますけれども、新庄市に

おける伐採状況につきまして、平成30年におき

まして主伐されておりますのが23件、面積にお

きましては33.84ヘクタール、間伐につきまし

ては９件の、面積におきましては13.13ヘクタ

ールとなっております。令和元年度におきまし

て、11月末現在の数値でございますけれども、

主伐につきましては17件、9.4ヘクタール、間

伐につきましては１件の、面積といたしまして

は6.48ヘクタールとなっております。 

  あと、伐採された木材の利用状況についてで

ございますけれども、まず木造、木築建材とし

て使用されているほか、全てを使い切る取り組

みが今行われているところでございます。山に

おきまして伐採された木材につきましては、製

材所に運びましてＡ材、Ｂ材、Ｃ材というよう

な形で、まずは分別をさせていただいていると

ころでございます。Ａ材につきましては、真っ

すぐな幹の太い部分ということで、建築資材、

主に木造住宅の柱部分に使われているところで

ございます。また、Ｂ材につきましては、曲が

った部分とか幹径の細い部分につきましては合

板材というふうな形で利用されている状況でご

ざいます。また、Ｃ材につきましては、枝の部

分とか切れ端部分ということになりますけれど

も、その部分につきましてはチップというふう



- 34 - 

な形で、今木材は全て使い切るんだというふう

な方向で進めさせていただいているところでご

ざいます。 

  また、あと森林に関して、ただ間伐していっ

ては荒廃していくのではないかというふうなこ

とで、御意見でございましたけれども、まず私

どもにおきましては伐採届を出していただきま

す。その伐採届の中で、まずは保安林地区、そ

れは森林法の網がかかっております。また、地

すべり防止区域につきましては地すべり等の防

止法が、あとは自然公園は自然公園法、特別保

護区地域につきましては鳥獣保護法、山形県水

源保全区域につきましては山形県の水源保全条

例、砂防指定地区につきましては砂防法、あと

は天然記念物、埋蔵文化財等につきましては文

化財保護法ということで、森林法のほかにさま

ざまな網がかかっております。その網をクリア

して初めて伐採許可がおりるというふうな流れ

になっております。 

  また、届け出の中身につきましてですけれど

も、あらかじめチェックシートを用意しまして、

森林施業プランナーや森林普及員、この方は県

の職員、有識者という方でございますけれども、

その方々の適切な指導のもと、チェック内容の

もと許可されたものにつきまして、私どもが受

理をしまして許可を出すというふうな流れにな

っております。 

  また、その後の自然災害、伐採だけでなく、

その後は植栽はどうなるんだというふうなこと

でございますけれども、まずは人工造林という

方法がございます。伐採した後に苗木を植林を

いたします。または、人の手によって種をまく

という方法で改めて植林をしていく。あとは、

自然更新というふうな方法もとられております。

まずは、幹を切りますと、そこから萌芽という

形で新しい芽が出てきます。その芽を生かす、

または自然下種、種がこぼれて改めて再生をす

るという形で、これが５年以内に行われなけれ

ば罰則規定があるということで、厳しい条件の

もと森林再生に取り組んでおります。どうか御

理解いただきたいと思っております。 

  以上です。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

下山准一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 ただいま御質問ありました土

砂災害などの自然災害についてでございますが、

ただいま農林課長が答弁したとおり、県のチェ

ック、内容の審査等厳しいものが入っておりま

すので、自然災害は起きないものというふうに

理解しております。 

  また、鳥獣への影響でございますが、具体的

には確認されていないところでございます。し

かし、伐採されたところにつきましては、特に

熊におきましてはテリトリー外であると、伐採

されたところからは出てこないというような動

物の習性がございますので、住民の安全性の面

から考えれば、いい影響があるのではないかな

というふうに考えておるところです。 

  以上です。 

１０番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

下山准一議長 山科正仁君。 

１０番（山科正仁議員） ありがとうございます。

県の指導、それからいろいろなチェック機能が

あって初めて伐採が進んでいくという点では、

安心な点なことは点なんですけれども、いわゆ

る今非常に新庄市のほうに、県内外からでしょ

うけれども、かなりの伐採された材木が搬入さ

れてきておりまして、これが新庄市の木材企業

に対してかなりいい利益を生んでいるという点

は、大変いい点だと思いますが、このまま長期

で考えた場合、今後ろにもいらっしゃいますけ

れども、子供たち、山林の伐採というのは今現

在ではなくて、これから５年後、10年後、100

年後にどんな被害が来るか、どんな環境の変化

があるかという点も考えないといけないと思う

のでございます。 
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  今、私が言った課題点として捉えてもらえる

のであれば、それ回避するとしては、市として

は早急にこの森林の整備、これの専門的な見地

を持った人材というのを育成もしくは雇用して

いく必要があるのではないかと思うわけなんで

す。これに基金をいろいろな面で早目に運用し

ていかないと、ためておいて台帳整備とかに使

う点もそれは理解できますが、台帳整備自体が

かなり、非常に私は困難なことではないかなと

思うんです。というのは、境界確定の問題があ

って、所有者がわからなければ境界も確定でき

ない、境界が確定できなければ整備もできない

と。恐らく、この台帳整備自体で相当の期間と

経費がかかるのではないかなと思うんです。そ

の前段階として、そういうものを専門的に考え

られる人を新庄市としても充実させていくとい

うふうな方向が必要ではないかなと思います。 

  明るい話題としましては、皆さん御存じだと

思いますが、新庄市へ農林専門職大学、大学誘

致ですか、この知事表明がありました。県が最

上地域の農業・林業に対して期待をしていると

いうふうな証明だと思います。当市で誘致後の

運営に対する有効な基金の運用という面も考え

なければいけないと、そういうのを視野に入れ

て森林の整備に関する施策を考える必要がある

と考えるのですが、いかがでしょうか。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 ただいま基金の用途等につい

て、今後どういうふうな展開をしていくかとい

うふうな御質問だと考えております。まずは、

山科議員おっしゃったように、大変初めて進め

る事業でございますので、実際このクラウドシ

ステムがどこまで運用できるかというのは大変

難しいものがあろうかと思います。このクラウ

ドシステム、直訳しますと雲というふうなイメ

ージで、上から下を見て、航空写真を見て、そ

れから地籍図を見て地番を見て所有者を見て、

そういうふうな中に森林関係簿、どのような時

期に伐採をされて、どのような種類の木が植わ

っているのか、それをどう的確に管理していく

のかというのが、議員おっしゃるように、そこ

まで組み上げることは大変な事業だと考えてお

ります。 

  それで、今後の取り組みでございますけれど

も、まずは森林の利用状況、現状把握に努めた

いと考えております。また、森林の有する多面

的機能、水源の涵養機能、木材の生産機能、生

産多様性保全機能などを向上させるために、長

期にわたり施業されていない森林を適切に管理

し、あわせて林業の成長産業化を図りたいと考

えております。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

１０番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

下山准一議長 山科正仁君。 

１０番（山科正仁議員） ありがとうございまし

た。各種答弁ありましたけれども、先ほど申し

上げました森林整備というのは、その計画はこ

れやはり将来の子供たち、それから子孫に残す

べきものでありまして、その時代の、将来のそ

のときの環境というのを非常に考えなければな

らない重要な課題であるかと思います。現時点

ででき得る最大限の事業、それから施策をお願

いしたいと思います。 

  次に、発言事項２の学校の環境整備と地域連

携について伺います。 

  当市でも、萩野学園に続きまして明倫学園、

小中学校の統廃合というのが行われてきており

ます。このことは、他の地方自治体でも例外で

はありませんし、今後もふえていくことと認識

しておりますが、これは主に少子化の影響、そ

れから教育現場、それをスリム化していって効

率性を上げるというふうな施策として行われて

いるのだと思います。 

  しかし、この統合によりまして、地域住民へ

の学校への協力体制、特に各行事があるわけで
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すけれども、その積極的な参加、これが希薄化

していると、薄くなっているということが起こ

っております。当市では、このことを回避する

ために、各校教職員との連携、それから地域の

連携、これをどのようにしていくのか。 

  また、学校における教育環境の整備というの

があります。それにかかわる市の予算、その措

置と保護者に対する負担、このあり方をお伺い

いたします。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

下山准一議長 教育長高野 博君。 

高野 博教育長 おはようございます。 

  学校の環境整備と地域連携についての質問に

お答えいたします。 

  現在、学校では総合的な学習の時間や生活科

の学習を中心に地域とのかかわりを重視した教

育活動を展開しております。特に、総合的な学

習の時間では、各校ともふるさと学習に取り組

んでおり、地域の歴史、伝統、文化、自然、産

業等を学んでおります。その中で、子供たちは

実際に地域に出向いて調べ学習を行ったり、地

域の方から話を聞いたり、体験活動を行ったり

し、地域への理解を深めています。また、地域

の方には、読み聞かせボランティアとして学校

の読書活動への支援、ゲストティーチャーとし

て授業への協力、見守り隊として安全な登下校

のための活動等、さまざまな面で学校の教育活

動に協力していただいております。 

  また、市では地域全体で未来を担う子供たち

の成長を支えていく地域学校協働活動を推進す

るため、今年度より推進員の委嘱を行い、地域

人材のリスト化や各学校でのふるさと学習での

活用を図っています。萩野学園では、既に学校、

家庭、地域が協働で学校運営の改善と充実を図

る学校運営協議会が設立されており、明倫学区

においても令和３年度開校に合わせて運営協議

会の準備を進め、次年度以降市内全校で運営協

議会が設置できるよう検討していきたいと考え

ています。 

  次に、学校における教育環境の整備にかかわ

る市の予算措置と保護者負担のあり方について

ですが、義務教育諸学校については、市町村に

対して設置義務が課せられており、その経費に

ついては原則としてその設置者が負担すること

とされております。そのため、学校運営に必要

な経常的な経費は本市で負担しております。ま

た、市校長会からは、毎年学校予算に係る要望

書をいただいておりますが、各学校の状況を踏

まえながら、年次計画の中で教材・設備・備品

等の更新、修繕等を実施しております。なお、

各校のＰＴＡや教育後援会等から各学校に対し

て、教育環境の充実を図るため多大なる支援を

行っていただいていることは十分認識しており

ます。 

  いずれにいたしましても、各学校の教育環境

の整備に係る予算措置は市の責務でありますの

で、本市の将来を担う子供たちの学校環境、教

育環境のさらなる充実に努めてまいります。 

  以上であります。 

１０番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

下山准一議長 山科正仁君。 

１０番（山科正仁議員） 教育長、答弁ありがと

うございます。まさにそのとおりでありまして、

伝統的に教職員とＰＴＡ、それから地域の住民

というのは協力と信頼関係で成り立って、児童

生徒の環境整備を今まで行ってきておりました。

これが、この学校統合施策によりまして、確か

にこれカリキュラム向上、それから児童生徒の

連携の向上というのは非常にいい効果を生んで

いると思います。ただ、その旧来あった地域住

民の方々との協力とか信頼関係というのが、確

かに希薄化しております。これは現状的に私も

体験しているということであります。 

  これは、教職員の方々だけで対応するのでは

非常に厳しい現実であろうと思います。まして、

今、教職員の働き方改革ということで、時間外
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を抑える、土日は活動しないというふうな方向

性がとられている現代、それ働き方改革を遵守

させるのであれば、もはやＰＴＡと夜間会議す

るとか、土日祝日とかにいろいろなイベントを

やるとか、そういうふうな相互関係の親睦を深

めるなんていうことはかなり厳しい状況になっ

てきております。このことが、いわゆる今まで

慣例化していた学校内、先ほど教育長がおっし

ゃいましたけれども、備品等購入のときに、そ

れを地域からの協力金とか寄附金で賄ってきた

と。この額の減少も意味するわけです。 

  ここで１つ確認したいのですが、過去、市内

各小中学校、10年間ぐらいで結構ですが、この

地域や保護者からの協力金、寄附金の額という

のを把握しておりますか。把握しておりました

ら御提示ください。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 議長、武田信

也。 

下山准一議長 教育次長兼教育総務課長武田信也

君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 ここ数年、10

年くらいで、各学校に教育後援会等から整備し

ていただいたものにつきましては、例えば中学

校の吹奏楽部で使う楽器であるとか、それから

タブレットであるとか、いろいろなものがござ

います。そのほか、子供さんたちが卒業すると

きに、卒業記念としてどんちょうとかいろいろ

な記念品を寄附していただいておりますが、こ

の10年間で幾らぐらいになるかというところは、

申しわけございません、押さえてございません

でした。 

１０番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

下山准一議長 山科正仁君。 

１０番（山科正仁議員） 金額まで出すのは厳し

いかなと思って、今質問させていただきました

けれども、いわゆる物とか、金額に換算すれば

何とか金額ではじき出せるものを確かに寄附い

ただいている、協力していただいている点は間

違いないのかなと思います。この今、恐らく金

額にすれば10年間でいえば相当の金額が寄附額

として上がるんだと思います。これが、市の教

育の関連予算、これ以外に使われてきたと、こ

れが子供たちの教育環境の充実を図ってきたと

いう点は、これは忘れてはならないことだと思

います。私とか、後ろにいる子供たちも、全て

こういう寄附金があってこそ、いろいろな教育

環境がよかったなというふうに感じられるわけ

であります。 

  ただ、これが今後とも減っていくということ

なんです。これを鑑みますと、今後の学校予算

のとり方というのが、先ほどおっしゃいました

校長会からの予算要求、予算のいろいろな折衝

があるんでしょうけれども、その点でもっと市

側とよりよい、より高いすり合わせ、よりよい

交渉が必要ではないかと考えるわけであります。

この点について、今後具体的にどのように進め

ていく方向性がとられるかを伺いたいと思いま

す。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 議長、武田信

也。 

下山准一議長 教育次長兼教育総務課長武田信也

君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 基本的に、先

ほども教育長の答弁にもございましたが、学校

の運営に関するものにつきましては、市のほう、

市の教育委員会のほうで当然整備していくもの

と考えてございます。現在、市の予算規模的に、

教育費の予算規模、過去最大というふうな状況

にもございますが、その状況も考えながらでは、

考慮しながらではございますが、まず第一に考

えていかなければならないのは、今、北辰小学

校のお子さんたちもいらっしゃっていますが、

北辰小学校のお子さんたちも初め、各学校で学

校生活を送っていく子供たちのことを第一に考

えていかなければならないと考えております。 

  その、まず基本的な視点としては、子供さん
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たちの安全と安心、安全にそして安心して学校

生活を送ることができること、そしてきちんと

した学習環境に基づいてしっかりとした学習活

動を行うことができること、この２点が主なと

ころになってくると思いますが、この環境整備

にはかなりの経費がかかってくると思いますが、

そのところはしっかりと年次計画を立てながら、

各学校の状況も踏まえながらではございますが、

まずは子供たちのために、その教育環境の整備

の充実を図ってまいりたいと考えておりますの

で、御理解いただきたいと思います。 

１０番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

下山准一議長 山科正仁君。 

１０番（山科正仁議員） ぜひ、環境整備の面で

は、その地域の負担だけを見込んだような予算

どりではなくて、もしその寄附、協力がなくて

もやっていけるような予算どりを考えていただ

きたいと思います。 

  今後、この統合によってマンモス化といいま

すか、プチマンモス化といいますか、器が大き

くなった学校ができ上がっております。これは、

本当に器が大きくなっただけであって、逆に教

職員さんの守備範囲が広くなってしまったと、

そういう現状を教育委員会としても県の教育委

員会、それから国とか、そのほうにもちゃんと

進言して理解を得てもらいたいと思っておりま

す。つまり、この児童生徒が減っているからと

いって、連動して教職員も減らしていいのかと

いうふうな問題があるわけです。こういう安易

な考えは、児童生徒の教育の機会の充実を奪っ

てしまうと、弊害になると考えております。 

  県内でまず先駆として、我が市は義務教育校、

この運営実績と経験があるのですから、その事

例をしっかり示して県教育委員会に対峙しても

らいたいなと考えるわけですが、教育委員会の

考えを伺います。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

下山准一議長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 ただいま職員の数という

ことでの御質問でございますけれども、大規模

も小規模も子供たちの数に応じて学級数が決ま

ってきます。その学級数に応じて教職員定数の

学級編制及び定数の標準という法律がございま

して、その数、教職員の数が決まっていきます

ので、これについては子供たちのために支援で

きる数は確保できると思っております。あわせ

て、加配ということでも、今義務教育学校でも

統合の加配をいただいております。その他さま

ざまな職種の方の加配もいただいておりますの

で、要望を出しながら充実を図っていきたいと

考えております。 

１０番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

下山准一議長 山科正仁君。 

１０番（山科正仁議員） 今課長が答弁いただき

ましたけれども、現状として萩野学園の例をと

りますけれども、非常に加配では追いつかない

現状が今あるわけでして、実際発達障害の児童

の方もいらっしゃいますし、いろいろなタイプ

の子供たちがいらっしゃいまして、それを含め

た学級を任されている担任の先生とか、とても

授業に手が回らないぐらいの忙しさを受ける日

もあるというふうに伺っております。端的に言

って、法律で定数が決まっているからといって、

その現状も見ないで定数を決めていってしまう

ということは非常に危険だと思いますので、こ

の辺は強く進言していってもらいたいと思いま

す。 

  それでは、最後の質問になります。３番目の

少子高齢化・若者定着施策の方向性について伺

います。 

  残念ながら、市長の公約であって、少子高齢

化・若者の新庄市への定着施策の目玉でありま

した看護師養成所の開設、これが断念されまし

た。市長による行政報告からは約２カ月経過い

たしましたが、市長は今後どのような施策によ

り対策を行っていくのかをお伺いしたいと思い
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ます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 少子高齢化・若者定着施策の方向

性についての御質問でありますが、少子高齢

化・若者定着施策の一つとして、看護師を目指

す若者の地元定着を目的に事業を進めてきたも

のであります。 

  事業を中止したことにつきましては、開校を

期待していた中学生、高校生、その保護者の方、

そして市民の皆様に改めておわび申し上げたい

と思います。また、これまで御支援、御協力い

ただいた関係者の皆様に感謝申し上げたいと思

います。 

  事業は中止となりましたが、人口減少社会へ

の対応や、看護師も含めた地域の若者の地元定

着など、地域が将来にわたって持続可能なまち

であり続けるために、この課題解決に向けてこ

れまで以上に対策を講じていかなければならな

いと感じております。 

  その中でも、人口減少に対応したまちづくり

を重要な課題と捉え、定住・移住といった若年

層を中心とした地元回帰策、また次世代の担い

手を育成するために、子育て支援や教育といっ

た課題などに力を注いでいく方向性を考えてお

ります。 

  地元で看護師を養成する仕組みを構築するこ

とはできませんでしたが、進学により他地域に

転出した学生の地元回帰を図り、また底辺の拡

大のため看護師を目指す中学生、高校生をふや

し、さらに看護学校への進学者をふやすことを

検討しております。 

  議員の皆様からも御意見をいただきながら、

新たな対策の具現化を進めてまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

１０番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

下山准一議長 山科正仁君。 

１０番（山科正仁議員） ありがとうございます。 

  今期の定例会では、看護師養成所関連の課の

廃止、それから開校予定に向けて採用されてい

た職員の方々の各種規定の変更の議案が上がっ

ておりますけれども、今後のその採用されてお

る職員へのケア、その待遇、それをいかにする

のか、この具体的な方向性を伺いたいと思いま

す。 

  また、この断念の経緯というのは、広報しん

じょう11月号に記載されておりました。開校を

やはり心待ちにしていた中高生それから保護者

の方、これはいらっしゃったわけです。この

方々の反響、それからその方々への十分な説明、

その理解を得られる、そういうことはなさった

のかをお伺いいたします。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

下山准一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 看護師養成所につきましては、

これまで令和４年４月の開校を目指して準備し

てきたところでありますけれども、結果断念せ

ざるを得ない状況になりまして、中止と判断し

たところでありました。そして、看護教員の皆

様については、昨年６月の議会の中で給与条例

等を可決いただいて、それに基づきまして募集

し、任用してきたところであります。 

  今後の処遇等につきましてですけれども、今

現在教員の皆様と面談をして、処遇等について

説明させていただいているところであります。

個別の処遇等についてでございますけれども、

個人情報の部分もございますので、具体的に申

し上げることはできないところでありますけれ

ども、現行の条例の中で最大限対応してまいり

たいと考えているところであります。また、新

年度においては、看護師確保の対策の事業に当

たっていただければと考えているところであり

ます。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真
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人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 ただいま議

員からお話のありました中学生、高校生、保護

者についての反響の部分でございますが、10月

以降、市内の高校生と面談してお話をお聞きし

た際は、看護学校が必要だった、奨学金は余り

魅力的ではない、反対している人たちは自分た

ちの目先のことしか考えていない、高校卒業後

も地元に残りたいと思っているが、残れる場所

がないというふうな御意見をいただいたところ

でございます。また、保護者のほうからは、市

単独が反対ならば、最上郡立や民間の力をかり

て設立できないのか、看護学校は絶対に必要で

ある、住みなれた地域で適正な医療を受けられ

なくなる可能性がある、憶測が飛び交っていた、

説明不足が原因では、などの意見をいただいた

ところでございます。 

  あと、個別の説明する予定の部分でございま

すけれども、現在個別の中高生に向けた説明は

行っておりません。５月に管内の中学校、高等

学校からアンケートへの協力をいただきました

ので、10月に各学校宛てに事業中止となった経

過等についての説明文書を送付したところでご

ざいます。説明文書をお送りしましたが、特に

反響等はございませんでした。 

  以上でございます。 

１０番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

下山准一議長 山科正仁君。 

１０番（山科正仁議員） ここで市長の責任云々

追及とか、そういう問題ではないと思います。

我々議員にとっても、承認した責任というのは

あるわけでございまして、いろいろな意味で、

これは同じ轍を踏まないような施策をとってい

かなければならないと思っております。 

  北本町に取得した用地の有効利用についてお

伺いいたします。広報紙の中にも、市長の言葉

で、町なかのにぎわい創出、それから中心市街

地の活性化などに有効活用したいというふうに

上がっております。また、市長のコラム欄も、

市政の課題というのはもうはっきりと浮き彫り

になったと。少子高齢化と人口減少が主である。

今は砂取りゲームのように、徐々にという感じ

で崩れているが、一気にこの後砂が崩れるとき

が来るというふうに述べております。つまり、

市長は先延ばしには絶対できない課題だと捉え

ている、それを強く表明しているなと思います。 

  この、今回看護師養成所開設に関しても、反

対意見に対して背中を向けて石を投げられてき

たわけではないわけです。ちゃんと正面を向い

て、その石を受けとめてきた結果が今日なわけ

です。それであれば、もっと市政の課題を早期

に抑止する、抑制するために抽象的な言葉では

なくて、より具体的なこのビジョンを示して、

臆せず第２、第３の矢を放ってもらいたいと考

えるわけなんです。そのために、今後この土地

の有効活用、その施策を早期に提示すべきであ

ろうかと考えますが、いかがでしょうか。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

下山准一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 取得した際の目的のため

に使用ができなくなりましたので、この当該土

地について今後どういう対応すべきかを検討し

ていく必要があるということは認識しておりま

すが、具体的な検討はこれからになります。さ

まざまな選択肢があるかと思います。例えば、

民間活力の導入であったり、現在ある行政施策

の課題解決のための対応であったり、さまざま

な選択肢等があるとは思いますし、今現在ある

立地条件を考えると、商店街の一部としてどう

捉えてどう考えていくのかという視点も必要で

はないかと考えております。 

  そのため、これらの検討を行うための庁内検

討組織を立ち上げてまいりたいと考えていると

ころです。場合によっては、活用方策を考えて

いく場合の調査なども必要ではないかと考えて

いるところですが、冒頭申し上げましたとおり、



- 41 - 

具体的な検討はこれからでありますので、御理

解いただきたいと思います。 

１０番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

下山准一議長 山科正仁君。 

１０番（山科正仁議員） 検討組織を立ち上げて、

これから検討するということですけれども、先

ほど来申し上げておりますけれども、２カ月間

という時間がもう経過しているということで、

これ民間の会社であればどうでしょうね、会社

を建てようと思って用地を買ったけれども、や

はり工場は建てられなくなりましたといった場

合は、すぐに期間を置かずに次の計画というの

を立てるのではないかなと思われるわけです。

余り長期間にならないように対策を立てていた

だきたいと思います。 

  我々議員としても、私個人としての責任もあ

りましょうけれども、その承認に対する責任の

一環としまして、私なりに用地の利活用案とい

うか、そういうのを考えております。執行部の

ほうだけにどうするんだという責任ではなくて、

私なりにもこういうふうにしたらいいのではな

いかという案がありますので、一つ御提示した

いと思います。 

  11月９日、信金フォーラムで、最上地域を豊

かにする木材利用というのがありました。市長

も行かれましたのでわかると思うんですけれど

も、講師は長野さんという林野庁の木材利用の

課長です。講演内容で、木材を活用した建築物、

この事例紹介がありまして、低コストで強度の

面でも十分担保できると、公共建物への利用が

期待できるということでした。 

  そこで提案でございますけれども、用地にそ

の県産木材を使った木造の建物を建てると。そ

の中に何を入れるかと、いわゆる子育て、わら

すこを入れます。それから高齢者、新庄市の老

人センター、この施設を入れます。施設の融合

のものを考えると。そして、新庄老人センター

は解体してしまって、そこには木造のあずまや、

休憩所ですね、前面の公園で遊んでいる子供た

ち、それから親の方たちの、雨が降ったときの

退避場、それから休憩所とすると。それは、ま

あ浮かぶでしょうけれども、子供がその北本町

の建物の中で遊びながら、その隣で高齢者たち

が一生懸命活動すると、それをお互いに見合っ

て、ほほ笑ましいというか、木造を利用した木

育といいますか、その木材に包まれた環境の中

でのほほ笑ましい姿が見られるのではないかな

と私は思うわけです。一つ案とすれば、そこに

循環バスを乗り入れて、そこで高齢者それから

お子さん、それから親も乗せて、おろしていっ

たり乗せたりするというふうな手段をするとい

うことです。 

  この、じゃあ夢物語かと言われても困ります

ので、財源の手当てとすれば、高齢者に関して

は保険者機能強化推進交付金というのが政府の

2020年の当初予算に入っておりまして、案が出

ておりまして、これは高齢者の介護予防、それ

から自立支援の交付金、これを倍増するという

ふうな案です。目的は言わずと知れた介護費の

抑制です。このメニューの中に、集いの場への

参加比率というのがありまして、集いの場に高

齢者の方が参加したその参加率を見まして、地

方に配分する額を決めるというものであります。

いわゆるその施設があれば、そこに高齢者が集

まっている率を見て配分を決めると、その分の

配分のお金。それから、わらすこ広場の年間の

賃貸料、約2,000万円あります。それを合わせ

て、その支払いに充てればペイできるというふ

うなそろばん、財源に私は考えておりました。 

  私のこれは案でございますので、別に市長の

予算編成権を侵すものではありませんので、参

考にしていただければと思います。 

  それから、この前の萩野学園、生徒の意見発

表会とありまして、そこで児童の声が聞こえて

きました。「新庄市というのはお金がないから、

何もできないんだって」というふうな言葉でし
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た。がっかりしました。こんなことを言わせる

市政であってはならないと私は思います。市長

も、また執行部の方も、あと我々議員も、よく

肝に銘じていかなければならんというふうに感

じた次第であります。市長の御意見があればお

伺いしたいと思いますが、なければ質問を終わ

りたいと思います。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 大変ありがたい御提案ありがとう

ございます。財源まで検討していただいて、高

齢者と子供たちが出会う場がというふうなこと、

参考にさせていただきたいなというふうに思い

ます。 

  地方創生交付金という形で最初取りかかって

おりますので、企画調整課の総合政策課のほう

で、今後の利用について皆さんの意見を慎重に

聞きながら有効活用を図っていきたいというこ

とであります。 

  最後の萩野学園のお子さんの「新庄市ってお

金がないんだって」の次があることは御存じで

したでしょうか。「ないんだって」というのは

うそで、「新庄市は除雪費、流雪溝にしっかり

とやっているということがわかりました」と言

っていたこともつけ足しておきたいと思います。

よろしくお願いします。（「以上です」の声あ

り） 

下山准一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時４８分 休憩 

     午前１０時５８分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

小嶋冨弥議員の質問 

 

 

下山准一議長 次に、小嶋冨弥君。 

   （１５番小嶋冨弥議員登壇） 

１５番（小嶋冨弥議員） 御苦労さまです。 

  今12月定例議会一般質問初日、２番目に質問

いたします、議席番号15番の起新の会の小嶋冨

弥であります。 

  今般お尋ねいたします発言事項は３点であり

ますので、どうぞよろしく御答弁のほどをお願

い申し上げます。 

  改めて申すまでもなく、本年当市は市制施行

70年の節目の年であり、10月19日の記念式典は、

簡素化の中にも意義ある記念式典でありました。

特に、式典のオープニングを飾った新庄演劇研

究会の皆様の松田甚次郎の朗読劇「ふるさと讃

歌 土に叫ぶ人」にはとても感銘を受けました。

そして、今月の４日に県に要望活動をしており

ました４年制の農林系専門大学校の2023年開学

を目指すと、吉村知事の表明の明るい話題も飛

び込んできました。そして、12月４日は山形新

幹線新庄延伸20年目となりました。 

  県内で５番目に誕生した市として、課題等を

克服し、市民や子供たちが希望の持てるまちで

あらねばならないとの思いを持って、通告の順

に従いまして質問いたしますので、重ねてよろ

しくお願い申し上げます。 

  それでは、まず初めに来年度、令和２年度の

予算編成と市政の執行をどのようになされるの

かについてお尋ねいたすものであります。 

  国内の多くの自治体は、少子高齢化が顕著に

進んでおり、当市においても例外でなく、だか

らこそ新庄市が持続可能な社会を維持していく

ための定住人口の促進、安全・安心にしてこの

町で暮らしていきたい、そんな思いの市民が実

現可能なまちづくりになるように望んでおるの

は当然であります。そこで、そのような思いの

市民に寄り添った行政執行に向けた来年度の予

算規模と、また多様な市民ニーズに対しての事
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業展開をお伺いするものであります。 

  私たち議員は、第14回目の議会報告会を12月

２日から３日間、計９カ所で行いました。いろ

いろな角度から意見交換、希望等をお聞きしな

がら報告会を行いました。そこで、改めて市民

ニーズの多様性を感じました。 

  市の広報11月号の市長コラムの中に、「どん

な課題があっても、市民が希望の持てるまちづ

くりが必要だ」とあります。まさに同感の至り

であります。コラムの結びに、「まちづくりは

人づくり。楽しいまち新庄が、人口減少に歯止

めをかけると信じています」と結んでおります。

まさに市民各位も、そのような町になることを

期待しておるのであります。改めて、来年度の

予算編成と市政執行についてのお考えをお伺い

いたすものであります。 

  次に、エコロジーガーデンについてお伺いい

たします。 

  桜、ケヤキ、オオクワなどたくさんの樹木に

囲まれ、独特の雰囲気が漂う空間のあるこの施

設と土地についてであります。面積は約10ヘク

タールであります。平成14年に、旧農林省蚕糸

試験場跡を当市で譲渡し、その年の８月よりエ

コロジーガーデンとして、自然環境を学び、交

流の場として市民に提供してまいりました。ま

た、建物は国の登録有形文化財に登録され、そ

してまた、kitokitoマルシェは交流の場として

評価が高く、農産物、食、生活、買い物等々の

人々の触れ合いを創出しており、大変喜ばしい

ことであると思います。 

  これらは南側エリアの６ヘクタールでありま

して、計画では農業振興、観光交流、景観保存

をうたっておる中で、北側エリアの４ヘクター

ルの活用が計画のままで、手がなされていない

のが現状ではないでしょうか。一時期、菜の花

を植えたりして話題になったときもありますが、

一時しのぎのような事業としか私は思われませ

ん。また、この地にあった若者園芸実践塾事業

のハウスも、ひそやかに撤去されました。 

  そこでであります。今後、この雄大な面積と

すばらしいロケーションの財産を、無用の長物

のようなものでなく、市民に愛され、用途に合

った活用をなされる事業展開をどのように考え

ておるのか、お尋ねいたすものであります。 

  次に、福祉バスについてであります。福祉バ

スは、新庄市の福祉バス運営要綱に、本市の福

祉団体等研修活動を推進するために運行し、そ

のため運営に関して、新庄市自動車管理規定に

定めるもののほかの必要な事項を定めることを

目的とするとあります。また、福祉バスの運営

要領の利用対象には、対象となる事業の定める

要件が３つ規定されております。これらに沿っ

て運営業務を社会福祉協議会に委託しており、

社会福祉団体の活動を支援しておるわけであり

ます。 

  成人福祉課、子育て推進課発行の令和元年

「しんじょうの福祉」によりますと、福祉バス

の運行事業は、利用件数平成28年度70回、平成

29年度63回、平成30年度は90回と記載されてい

ます。この数は多いのか少ないかは問いません

が、利用を希望していた方々の声を聞きますと、

老人クラブの方々からは、規定の15人以上の利

用ではハードルが高い。なぜならば、高齢化社

会といっても老人クラブに入る人が少なく、そ

れぞれの町内会や集落では細々と会を維持して

いくという悩みを抱え、せめて10人以上に緩和

してもらえれば利用しやすいんだというような

切実な希望の思いがあります。また、なぜ土日

に利用できないのでしょうかという強い思いが

聞こえてきます。また、その方々は、ぜいたく

を言うわけではないけれども、現在のバス自体

は疲れており、利用には厳しい状況になってい

ませんでしょうかというような声もございます。

そういった意味でバスの更新時期に来ておるの

ではないでしょうか。そんな意味を込めまして、

以上でこれらについてのお考えをお伺いするも
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のであります。よろしくお願い申し上げます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小嶋議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

  初めに、来年度の予算編成と市政執行につい

ての御質問でありますが、来年度以降の財政の

見通しにつきましては、歳入では市税はほぼ横

ばいで推移するものとして、歳出では少子高齢

化の進展に伴い、社会保障費を初めとした扶助

費が大きく伸びていく見通しとなっております。

また、明倫学園建設事業に伴う公債費や市有施

設等の老朽化に伴う修繕等も、今後大きく伸び

ていくものと予測しております。 

  このため、これまで以上に内部管理経費の節

減や事業の選択と集中を行うとともに、積極的

な自主財源の確保が必要となっております。 

  こうした財政状況ではございますが、市民の

暮らしに直結する課題、要望などに的確に対応

し、安寧な市民生活を確保していくとともに、

超高齢社会や障害者に優しいまちづくりを政策

のキーワードとして念頭に置きながら、本市に

おいての重要課題として挙げられる雪対策、雇

用創出、子育て支援、高齢者支援、医療福祉対

策、教育の充実などに注力してまいりたいと考

えております。特に、子育て支援につきまして

は、競技力向上、健康増進の観点から、小中学

生に対し体育施設の使用料無料化を考えており

ます。 

  これらを踏まえ、ことしの10月に各課より来

年度に向けた主要な事業についての施策評価を

実施し、現在予算編成を進めている状況でござ

いますが、予算編成に当たっては、国県補助金

や有利な市債を活用することはもちろんですが、

事業の優先度や緊急性なども見きわめながら、

必要に応じて一般財源を効果的に投じるなど、

積極的に各種事業を展開してまいりたいと考え

ております。 

  今後とも、市民の要望や負託に的確に応える

べく、最少の経費で最大の効果が得られるよう、

着実な事業の推進を図ってまいりたいと考えて

おりますので、御理解くださるようお願いいた

します。 

  次に、エコロジーガーデンについての御質問

でありますが、エコロジーガーデンについては

平成29年２月に策定した旧農林省蚕糸試験場新

庄支場保存活用計画及び平成30年２月に策定し

た新庄市エコロジーガーデン第４期利用計画に

基づき、平成29年度から蚕室の公開活用を目的

とした耐震改修を行ってきており、第１期分と

して平成30年度に旧第五蚕室、今年度に旧第四

蚕室、来年度に旧第一蚕室の耐震改修工事をも

って、南側の蚕室３棟が終了し、その後は中期

財政計画や文化庁との調整を経て、残りの蚕室

等の改修に着手していきたいと考えております。 

  北側エリアにつきましては、農林課所管時代

に若者園芸実践塾等の利用はあったものの、そ

の後設置目的を達成したため、現在は更地にし

て今後の使用方法について検討を行っていると

ころであります。これまでも、kitokitoマルシ

ェ時の臨時駐車場や菜の花の植栽、ソバの植栽、

本年の夏には上海から小学生を受け入れし、野

菜の収穫体験やグラスそり体験も実施したとこ

ろであります。 

  新庄市エコロジーガーデン第４期利用計画の

北側エリア利用計画図では、子供たちが元気に

駆け回ることのできる遊び場、伝承野菜や果実

などの各種農産物の栽培や収穫を体験する学習

の場、広々とした畑いっぱいに花が咲く彩りの

場の３つの項目を掲げており、毎年少しずつで

ありますが利活用も増加しているところであり

ます。 

  しかしながら、入園者の利便性を考慮した場

合、最低限必要な手洗い場、休憩所などの整備

も今後の課題として捉えているところでもあり
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ますので、来年度以降エコロジーガーデンのフ

ィールドを生かした実施計画の策定に着手して

まいりたいと考えておりますので、御理解と御

協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

  次に、福祉バスについての御質問でございま

すが、福祉バスの目的は、福祉団体等の研修活

動を推進するために運行するもので、事業は市

社会福祉協議会に委託し、同協議会では運転手

１名を雇用しております。運転手の１日の勤務

時間を考慮し、原則として午前８時半から午後

４時半までの利用時間としておりますが、大会

や会議など日程によってはこの時間を超える場

合もあり、相談に応じて時間外の対応をしてい

るところであります。 

  土曜、日曜、祝祭日等の運行につきましては、

原則行っておらず、大きな大会のみに限らせて

いただいております。安全な運行を行うために

も、運転手の勤務環境は重要でありますし、万

が一の事故が起きた場合の対応に時間がかかる

という点など、土日の運行には課題が多いと考

えているところであります。 

  また、利用人数につきましては、団体として

の活動を推進するためのものであり、バスの乗

車定数の半分以上である14人からとしてきたと

ころです。現在最も福祉バスを利用していただ

いている団体が、老人クラブと地域ふれあいサ

ロンでございますが、その現状を見てみますと、

老人クラブの会員数は減少傾向にあり、サロン

では14人未満のところが半数を占めております。

このような状況を踏まえ、利用に必要な最低人

数につきましては、緩和する方向で検討してま

いります。 

  なお、現在利用している福祉バス車両につい

ては、購入後18年を経過し、走行距離は25万キ

ロを超えており、更新について検討の時期と考

えているところです。 

  今後も、利用者の御意見を伺いながら、より

使いやすい、利用してよかったと思われる福祉

バスの運用を検討してまいります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 答弁いただきました。

ありがとうございます。 

  福祉バスのほうからお伺いしたいと思います。

福祉バス、今御答弁いただきますと、バスは25

万キロ使っていて更新の時期であると、かえる

べきだというような前向きの答弁かと思ったん

ですけれども、それはいつということは明言で

きるんですか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

下山准一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 原課と

しましては、市長答弁にありましたように、更

新等の時期と考えているところでございますけ

れども、市の全体での車両の管理、それから更

新のタイミングなども考え合わせる必要がある

と思いますので、その辺は財政課、それから関

係課との協議、調整が必要かと考えております。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 立派な行政答弁だと思

いますけれども、それではね、やはり利用する

方、何で福祉バスがあるんだかということを考

えていただきたいなと思っております。財政課

長さん、今の答弁を聞いていますね。ひとつよ

ろしくお願いします。 

  実は、福祉バスには新庄市福祉バス要領と要

綱がございます。その中で、利用時間は８時半

から４時半ですか、この社会福祉協議会のホー

ムページを見ますと、利用時間は原則として、

市の執行日の午前９時から４時半までですとな

っています。いささかおかしいなと正直思うん

ですけれども、これはどうなんでしょうかね。 



- 46 - 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

下山准一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 利用時

間につきましては、利用団体のほうに関しまし

ては４時半までというふうな御案内で周知して

いるところでございますけれども、運転手のほ

うへの契約上の単価の区分では５時15分までの

運行を１日としておりまして、その時間区分の

中で単価を定めております。その時間を超える

と、少し割り増しの単価ということで契約して

おります。４時半といいますのは、帰ってきて

から運転手がその車両の整備、それから点検を

するのに必要な時間を見込んで、目安として御

案内しているところでございますけれども、そ

の辺につきましては規定の範囲内ではございま

すけれども、柔軟に対応しているところでござ

います。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 私が聞いたのは、８時

半から使えますよというけれども、このホーム

ページに載っているのは朝９時からだというの

がおかしいのではないですかということを聞い

たんです。帰りのことは聞いていません。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

下山准一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 失礼い

たしました。福祉バスのほう、社会福祉協議会

のほうから出発するわけですけれども、集合場

所にその団体等で集合していただく時間の目安

として、その分とっているということでござい

ます。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） これを見ると、要綱を

見ると８時半だけれども、働く人の都合で、集

合場所まで来るまでの間30分をリード時間とし

て見ているというようなことなんでしょうけれ

ども、一般的に考えて、要綱とこのずれがある

ということは、いささかどうだかなということ

を思うんです。やはり使う方は、老人クラブの

方々にしても、非常にありがたい、いいバスだ

と思うんです。これは恐らく新庄市だけではな

くて、ほかの自治体も福祉バスなんていうのは

活用して、いろいろな福祉活動をやっておるわ

けです。これは福祉というのは法律のもとでい

ろいろなことを運営をやっているわけでありま

して、まゆの郷にたまに行ったりすると、ほか

の市町村の方々が福祉バスで結構まゆの郷に来

ているんですね。やっぱりかなりほかの市町村

も、そういった意味で活用を図って、ひとつ地

域の健康なお年寄りを育てているんだなという

ようなことが感じられるものですから、思った

ことなんです。 

  それで、実は福祉バスの利用申し込みは、ま

ず新庄市の社会福祉協議会長を経て、そして最

終的には新庄市の福祉事務所長に提出しなけれ

ばならない。そして、その決定が福祉事務所の

判断が非常に権限といいますか、与えられてい

るんですね、この判断する場合。なぜ申します

かというと、実はある団体、福祉バスの利用を

申し込んだそうです。それで、今回は福祉バス

を使用を認めますよと、しかし今度は認めて利

用することができませんと言われたと私にお話

をされました。何でかなと、今回して次はだめ

だと。だめなもんなら今回もだめだよと、次も

だめだよというようなことになろうかと思いま

す。その利用者団体は、研修をしながら、ある

部分ではリフレッシュする活動もやってきて、

非常によかったなと、なぜ次は使えないのかと

単純な声が聞こえてきました。その基準がどう

いう基準で、今回いいけど今度はだめだと、だ
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めなものなら最初からあなた方はだめだと言わ

なければならないと思うんです、利用者の方に

とっては。非常に不思議だと、おかしいと、こ

れは単純な市民感情と思うんですけれども、こ

れ福祉事務所長のそんたくで決まるんですか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

下山准一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 福祉バ

スの申し込みを受け付ける場面でどういったや

りとりがあったか、ちょっと具体的なことはわ

かりませんけれども、市民の方に不快な思いを

させてしまったということにつきましては本当

におわびしなければならないかと思います。研

修が目的ということでの利用で、利用する段階、

審査の段階で日程等に、あくまで利用していた

だきたいとの思いで日程に少し変更していただ

くとか、研修先を盛り込んでいただくというこ

とはあります。そういったやりとりの中で生じ

たことなのかなということは思いますけれども、

決してそんたくということではございません。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） やはり使ってもらって

幾らのもの、まあルールの中です、規定の中で、

ルールの中で、これは当たり前だと思うけれど

も、そういった意味で、例えば利用したい、こ

の令和元年の「しんじょうの福祉」という冊子、

私どももいただきました。その10ページの中に、

福祉バス運行事業というふうに載っていました。

それで、老人クラブは、先ほど申し上げました

ような数が利用されたと、あとは障害者団体が

平成30年度は13、民生児童委員の方々は９、そ

こで社会福祉団体が15とありますけれども、福

祉団体というのはどのような方々の団体を指し

ているんでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

下山准一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 団体等

の規約を見させていただきまして、その目的と

して主な目的が福祉の向上ということであれば、

その条件はクリアするのかなと思います。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） わかったようなわから

ないような、具体的な団体名ないですから。例

えば、地域でふれあいサロンみたいなサークル

やっている、20人ぐらい出たり入ったり。その

方々が利用したいというときには、例えば福祉

協議会の中で利用する団体の申し込みの中に登

録しなければ福祉バスに乗れないとか、そうい

ったものがあるのでしょうか、ないのでしょう

か。なぜそんなことを私申しますかというと、

やはり利用したい方がどういうふうな手順で利

用したらいいかわからないと、いきなり福祉協

議会のほうに行っても、こういうことだと言っ

てもなかなか使えない。 

  あと、もう一つは老人クラブ、年々減ってい

て、その１団体で15人以上の利用というのはな

かなか厳しいと。せめてというふうなこと、例

えばある大きい団体では、福祉バスを利用して

活動してよかったと、研修に行ってよかったと。

私のところも行きたいというけれども、15人、

10人集まるのはようやくだなと。これではな、

利用の規則がこうですよというと、そうかと納

得はするんだけれども、不公平感が非常に感じ

られるんですよね。ですから、もう少し使いや

すいようなものに改めて、そしていろいろなサ

ークル団体も、私たちは利用したいよと、それ

ならこういうところに、福祉事務所長とかどこ

でもいいから登録してくださいよと、その中で、

そして調整するようなことがあれば、今回はい

いんだけれども今度はだめだということがなく
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なるのではないかなと思うんです。やっぱり、

そういう利用したい方々を一応管理するために、

そういう受け付けするような窓口をつくるよう

な考えはないのでしょうか。もしそういうこと

があれば、皆さんも喜んで使えるかなと思うん

ですけれども、いかがなんでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

下山准一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 利用人

数の、運行の最低人数を10人程度に緩和したい

ということで、今考えておりますけれども、そ

うなりますと、また今以上に利用団体がふえて

くると思います。現状で登録制ということは行

っていないんですけれども、そうなった場合、

例えば６月とか10月とか、今でもほとんど平日

毎日運行しているような状況ですので、調整す

るような必要が生じてくると思います。今現状

では、早い者勝ちになるような感じで申し込み

されているところですけれども、そういったと

ころの不公平感の解消ということにつきまして

も、登録制というのは非常に有効な手法だと思

いますので、検討させていただきたいと思いま

す。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 大変いいお答えをいた

だいたなと思っています。 

  登録制にして、混んでもいいと思うんですよ。

よく体育館とかいろいろなわくわくとかでも半

年に一遍調整会議をやるんですよね。みんなや

っぱりささる、ささるという言葉がいいか悪い

か、利用したい、それだけ市民の皆さんが利用

したいという意思表示があるということは、そ

のものが生かされていることなんでしょうね。

福祉バスを使いたい、規定の中で。だから、幾

ら、いっぱい来っぺやと心配することない、い

っぱい来るだけありがたいと思って、その中で、

皆さんいっぱい来たから、その中で調整会議を

やって活用してもらったほうがずっとすっきり

はっきりすると思うんですよ。私が言ったみた

いに、福祉事務所長のそんたくだと疑われるこ

とない。ぜひやっぱりこういうことをやって、

開かれた、喜ばれた、市民に沿った活用を、な

らば努力してもらえればありがたいなと思って

いますので、よろしくお願い申し上げます。 

  せっかくの機会だから、もう一つだけ。この

福祉バス、10月のあるとき利用した団体が、バ

スが来なかったというようなことが私の耳に入

っていました。所長さんにはそのことが伝わっ

ているんでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

下山准一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 10月１

日のことだったかと思います。その件について

は承知しております。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） それに対して、その関

係者の方々にはどのように対応なされていたん

でしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

下山准一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 バスが

来なかったという件につきましては、担当者の

申し込みが確認されていなかったということで

の私どもの手落ちでしたので、担当者のほうか

らその団体の事務局長のほうにおわびしたとこ

ろでした。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 
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１５番（小嶋冨弥議員） 人間ですからね、ヒュ

ーマンエラーはあると思うんですけれども、大

会だったそうです、山形でね。それで、大会の

時間まで間に合わなくなりそうで、それぞれ利

用した方々が自分の家に帰って、マイカーに分

乗して行ったというような報告がありました。

そういったことも福祉バスの運行に対しては、

私どものほうにもう少し使い勝手がいいように

していただきたいというような声があったもの

ですからお尋ねしたわけですけれども、今のお

話を伺いますと、最大限いろいろな面で頑張っ

ていただくというようなことと私は理解しまし

たので、今後ともよろしくお願い申し上げます。 

  次に、北側のエリア計画について聞きます。

やっぱり計画なされてから、市長も御答弁なさ

れましたけれども、エリア利用計画の中では、

遊ぶ、習う、彩りというようなことがあります。

ずっと北側をもう少し活用、利用したらいいの

ではないかなというようなことで、私も前、何

かの小動物を飼って子供たちの憩いの場とかや

って、あそこの産直のまゆの郷あたりとタイア

ップしながら、あそこの野菜、例えば葉物が売

り物にならなくなったものを、ウサギとか小動

物に、あそこに飼いながら与えるような方策も

いいのではないですかとお願いしたけれども、

なかなか進まないから今回一般質問させてもら

ったんですけれども、立派なフィールドをする

と、手洗い休憩所もつくると、かつて市長は遠

足公園なんかいいのではないかというようなお

話もありました。私も遠足公園なんかいいなと

思って、山形県の児童・学童が来るような、四

季を通じたフィールドをつくるようなことをし

てもらいたいと思うんですけれども、具体的に

はどのようにお考えでしょうか、お願いしたい

と思います。 

荒澤精也商工観光課長 議長、荒澤精也。 

下山准一議長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 エコロジーガーデンの北

側エリアの利活用ということでございますけれ

ども、実際に南側の部分でこれまで登録有形文

化財というふうなことで、優先度の中でそちら

のほうを優先させて、これまで耐震改修工事を

行ったということで、なかなか北側のほうに手

が回らなかったという部分については反省して

いるところでございますが、ただ先ほども市長

の答弁にあったとおり、第４期の利用計画の中

にきちんとその部分ではあずまや、それから水

場、トイレ、ベンチ、また周辺の遊歩道の整備

というふうな部分についても４期の利用計画の

中でうたっているところでございます。 

  実際には、それまで手がつけられなかった部

分もありますので、来年第１期工事の、いわゆ

る旧第五蚕室、旧第四蚕室、旧第一蚕室という

ことで、一通りのまず第１期工事のめどがつく

という部分もありますので、来年の部分につい

ては、北側のエリアの部分で、とりあえずまだ

まだそこの配置図といいますか実施計画図自体

をきちんと定めておりませんので、北側のエリ

アについて、それらあずまやであったり水場で

あったりとか、それから遊歩道のきちんとした

絵図面といいますか実施計画図をきちんと定め

ながら、それらに対するインフラ整備、水道の

引き込みであったりとかという部分についても

検討していくということで、来年度一応その実

施計画図をまずきちんと立てて、いわゆる先ほ

ど来議員さんがおっしゃるとおり、遠足広場で

あったりピクニックができるようなそういった

フィールドの展開というふうなことで、市内外

の皆様方にもきちんと利活用していただきなが

ら、もっとにぎわいを創出していきたいなとい

うふうに思っておるところでございます。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 計画の中で進めるとい

うようなことを聞きました。南側エリア、

kitokitoマルシェなんかすごいですね、私も行
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ってくると感激するくらい、いろいろな若い

方々を中心に来ていますし、ただちょっと気に

なるということを申し上げますと、あの南側の

ケヤキの大きなすごいロケーションのところに

ツリーデッキがあるんですね。きのうもちょっ

と用があって行ったら、ツリーデッキの下には

いろいろな材木、とめをかける道具とかが材料

置き場みたいになっていました。あそこのロケ

ーションは、四季を通じて大変感動する場所で、

例えばインバウンドなんていうことを考えます

と、初冬の雪、白い樹木になって雪があるとい

うロケーションを私たちは普通に思うんですけ

れども、ああいうことを見せればインバウンド

も、新庄市の売りになる一つのロケーションで

はないかなと考えていますけれども、南側のツ

リーデッキというのはどのように考えています

か。あそこ、最初若い方々が、いろいろな人が

来るようにそれぞれ知恵を絞ってつくったと考

えておりますけれども、ロケーションというこ

とから考えれば似合わしくないなと思うんです。

いろいろつくった人の思いもあるでしょうけれ

ども、その辺どのような、今後ともロケーショ

ンを考えた場合お考えになっているんでしょう

か、お答えいただければありがたいと思います。 

荒澤精也商工観光課長 議長、荒澤精也。 

下山准一議長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 南側エリアのツリーデッ

キというふうなことでございますけれども、実

際にエコロジーガーデンの交流拡大プロジェク

ト実行委員会が一応組織しながら、いわゆるあ

そこの交流をいかに拡大するかというふうな部

分で、kitokitoマルシェを先行してやったとき

に、当然お子さん連れの家族が利用されるとい

う部分で、何かここに遊び場があったらいいの

ではないかというふうなことで、その一団体の

方々が、当然この実行委員会の中でも協議しな

がら、こうしたツリーデッキとかあったらいい

よね、ブランコがあったらいいよねというふう

な話になって、されたというふうな部分があり

ます。 

  当然、ロケーションを考えてどうかというの

は、それぞれだと思いますけれども、ただ当然

安全管理についてはきちんと確認しながら使っ

ていただいているというふうなことでございま

すので、今後のロケーションの部分について、

その部分について北側のエリアも含めて今後の

全体のエリアの部分について、今後いわゆる直

営でなくて民間の委託契約みたいな形になるか

どうかもわかりませんけれども、そういった話

もございますので、そこはきちんとした段階で、

そこの広場の活用もしくはそういったロケーシ

ョンの考える部分も必然的に出てくるのかなと

いうふうに思っておるところでございます。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） やっぱり、最初つくっ

た方々の思いもあるわけですので、一方的にと

いうふうにはいかないと思うんですけれども、

トータル的な判断で協議しながらやっていけれ

ばいいのではないかなと。やはり自然を生かし

たもののほうが、来た方々も共感を覚えるので

はないかなという思いですので、ひとつ関係者

ともお話ししながら納得いくようなことでお願

いしたいと思います。 

  予算、具体的な執行、数字はいただけなかっ

たんですけれども、今一生懸命ヒアリングをや

っていると思うんですけれども、概算予算はど

のぐらいになっているんでしょうか、要求とい

うか予算の積み重ねは。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 概算での要求額でございます

が、約205億円ほどとなってございます。 

  以上です。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 
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１５番（小嶋冨弥議員） 予算は入りをはかりて

出ずるを制するというような原則であります。

205億円が各部局から予算が積み上がっている

とお聞きしました。それに対して、先ほどの市

長の答弁では、市税は前年並みだろうというよ

うな予測でお答えいただきました。この205億

円と、市税のそんなに大きな伸びがない中で、

編成のポイントというのはどこに置くのでしょ

うか。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 編成のポイントについてでご

ざいます。来年度に向けまして、これからさら

に予算編成作業を進めていくというふうなこと

になりますけれども、やはり歳入面で引き続き

国県支出金などの財源を極力活用した上で、不

足する分につきましては有利な起債によりまし

て対応していくというふうなことで、財源確保

を図ってまいりたいというふうに考えておりま

す。 

  また、歳出面につきましては、いかに効果的

な事業、施策に重点化して成果を上げていくの

かと、実効性のある事業を行っていくかという

ことが重要でございますので、そういった視点

から予算編成を進めてまいりたいというふうに

考えてございます。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） なかなか潤沢なお金が

あれば、205億円の事業もなるかと思うんです

けれども、そうはいかないというのは私も理解

しておりますけれども、やはり財政課は大変今

厳しいじゃないですか、突き上げも来ているの

ではないでしょうか。その中で最少の経費で最

大の効果を生み出すというような業務で、ひと

つ力を発揮して、なるべく市民の皆さんの負託

に応えていただけるようなことを希望して、私

の一般質問を終わります。 

  御清聴いただきましてありがとうございます。 

下山准一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時４５分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

山科春美議員の質問 

 

 

下山准一議長 次に、山科春美さん。 

   （７番山科春美議員登壇） 

７ 番（山科春美議員） こんにちは。 

  12月定例会３番目の質問をさせていただきま

す、議員番号７番の起新の会の山科春美でござ

います。所属政党は幸福実現党です。５月に市

議にならせていただき、３回目の一般質問です

が、まだまだふなれなところも多くありますが、

市民の皆様の幸福のために一生懸命に頑張って

いきたいと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。 

  それでは、通告に従い質問をさせていただき

ます。 

  最初の質問ですけれども、まち・ひと・しご

と創生総合戦略についてお尋ねします。 

  まち・ひと・しごと創生総合戦略は、2015年

から2019年の５年間の計画として実施されてい

ますが、今年度は第１期総合戦略の最終年度で

あり、現在国及び新庄市でもこれまでの検証が

行われていて、来年度から始まる第２期総合計

画の準備策定中のことと思います。 

  現在、我が国は人口の急激な減少と超高齢化

という、世界的に見ても未体験の大きな課題に

対し、その対策として2015年、平成27年から国

及び地方自治体においてまち・ひと・しごと創
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生総合戦略が実施されており、国全体では国民

希望出生率を1.8人とし、2060年には１億人程

度の人口を維持するということを展望とするた

めに、各地方自治体ごとにそれぞれの特徴を生

かした自立的で持続的な社会を創生することを

目指して、さまざまな事業を展開しております。 

  国の総合戦略では、人口減少を克服し、将来

にわたって成長力を確保し、活力ある日本社会

を維持するために、地方に仕事をつくり安心し

て働けるようにする、地方への新しい人の流れ

をつくる、若い世代の結婚・出産・子育ての希

望をかなえる、時代にあった地域をつくり安心

な暮らしを守るとともに、地域と地域を連携す

る、という４つの基本目標に向けた施策を進め

ています。 

  本市におきましても、最も重要な課題である

少子高齢化問題、人口減少問題を克服すべく、

平成27年からまち・ひと・しごと創生総合戦略

を新庄市総合戦略として実施しておりますが、

新庄市まちづくり総合計画の考えを基本として

行われている本総合戦略は、本市の将来を左右

するとても大切な計画だと思います。新庄市で

は、人口減少を抑制し定住人口の維持を目指す

「ふるさと定住促進プラン」と、人口減少社会

に対応し誰もが元気で住み続けられるまちをつ

くるための「幸せと元気のまちづくり推進プラ

ン」の基本方針を掲げ、さまざまな取り組みを

されてきたことと思います。 

  聞くところによると、第１期の総合戦略の策

定のときに、全国的には準備不足の地方団体が

多く、全国規模の大手コンサルタント業者への

委託任せが強く、住人や地元団体の意見を十分

に反映できなかったという自治体も多いという

ことでしたが、新庄市では地元の公共的団体役

職員または学識経験者も交え、新庄市振興計画

審議会を開催し、何度かの会議がされ、基本方

針や具体的な計画がなされたと聞きました。 

  今年度は、第１期の総合戦略の５年目という

最終年度に当たっており、また同時に令和３年

から始まる第５次新庄市総合計画、新庄市まち

づくり総合計画の策定に向けても、これまでの

達成状況や成果を十分に検証し、来年度から始

まる第２期総合戦略を練り上げる非常に重要な

年度となっていると思います。 

  しかし、人口動態統計によりますと、全国の

合計特殊出生率は2014年、平成26年で1.42、出

生数は約100万4,000人でしたが、2018年には合

計特殊出生率は1.42と横ばい、出生数はこれま

での最低値である92万1,000人となっており、

ここ一、二年で90万人を切るのではないかとい

うふうに予想されております。また、当初東京

一極集中の是正に向けた目標として、2020年に

東京圏から地方への転出・転入を均衡させると

いうことに関しては、事実上不可能な状況にな

っていると思います。最近の東京圏への転入超

過数は、2015年度が11万9,000人でしたが、

2018年度には13万5,600人と逆に増加しており

ます。特に、10代後半から20代の転入超過が顕

著であり、女性の増加も目立っており、残念な

がら総合戦略の成果が出ているようには見えま

せん。住民の方々からも、若い人たちが地元か

ら出たらなかなか戻ってこない、また若い人た

ちが大学卒業後にＵターンするにもよい仕事が

ないとか、そういったさまざまな声が聞かれて

おります。 

  その中で、農林業の担い手の育成機関であり

高等教育機関である専門職大学が新庄市にでき

るということが決まったという、大変喜ばしい

お知らせを聞かせていただきました。４年後の

2023年開校ということですが、農林業の分野で

経営能力の高い人材などを育成する大学という

ことで、全国から学生が新庄、最上の地に学び

に来ることと思います。こういったうれしいニ

ュースも大きな力として、若い世代が地元で学

び、就職し、快適な生活を営み続けられる環境

づくりを含めて、市民が結婚し、安心して子供
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を産み育てられるまちづくりに向けて、雇用の

確保や子育ての支援などを充実していくことが

大切だと考えられます。そのためにも、第２期

総合戦略に向けて、本市の英知を結集して第１

期の総合戦略の十分な検証に基づく新しい視点

での施策をまとめ、実行していくことが重要だ

と思われます。 

  そこで、次の点についてお伺いいたします。 

  １番目は、本市の第１期の総合戦略の期間で

の人口と合計特殊出生率、出生数の推移と今後

の見込みについてお伺いいたします。 

  ２番目としまして、第１期の総合戦略の現在

までの進捗状況と具体的な成果はどうだったの

かということをお伺いいたします。検証はどの

ように行われて、その結果はどうだったのか、

主な施策のＫＰＩ、重要業績評価指標の達成率

なども含めてお聞きできればと思います。 

  ３番目として、第１期の総合戦略で少子高齢

化・人口減少による実際に効果があった施策に

ついて、具体的に説明をお願いしたいです。 

  ４番目として、第２期総合戦略策定の進捗状

況と第１期との違いや、特に力を入れようとし

ている施策についてお伺いいたします。 

  ５つ目として、第２期の新たな視点の取り組

みのところなんですが、「関係人口」「人材を育

て活かす」「民間と協働」「誰もが活躍する地域

社会をつくる」などといったところのこの取り

組みなんですけれども、どのような形で実施さ

れようとしているのかをお伺いいたします。 

  １つ目は、上記の取り組みについての市のお

考えをお伺いいたします。 

  あと、大きな２つ目の質問なんでしたけれど

も、市民活動に対する市の応援についてという

ことでお尋ねいたします。 

  新庄市でもさまざまな市民サークルなどがあ

り、それぞれの強みを生かし、共通の趣味、研

究する仲間とともに活発に活動しておられます。

また、高齢者の方たちにとっても生きがいや活

躍の場となっていて、誇りを持って活動をされ

ているところが多いようです。その活動の集大

成として、日ごろ培った作品を出展する展示会

を年に１回ないし２回とか行うわけですけれど

も、そこにある市民サークルのところに見に行

ったところ、ぜひ市とか県の側の皆さんにも見

に来ていただきたいなとか、また新庄を盛り上

げるためにやっている思いもあるので来ていた

だきたいなという言葉をいただきました。頑張

っている市民の皆様への祝福とねぎらいを込め

て、公人として可能な限り市民の皆さんに寄り

添った形で行動していかなければいけないなと

いうふうに思わせていただきました。 

  そのような声があったということもお伝えさ

せていただきながら、このように市民活動に対

して市としてはどのようなサポートや連携して

いくかを、お考えをお伺いいたします。よろし

くお願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、山科市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  初めに、第１期総合戦略期間における人口の

推移と今後の推移でありますが、第１期総合戦

略策定時の平成27年10月に行われた国勢調査で

は、当新庄市の総人口は３万6,894人でしたが、

令和元年９月末現在の住民基本台帳は３万

5,420人となっており、４年間で1,474人減少し

ております。 

  出生率と死亡数の比較、いわゆる自然増減に

おいては、年平均にして275人死亡者が多く、

また転入・転出の社会増減は、年平均で178人

転出者数が多くなっております。その分人口が

減り続けている状況であります。 

  国立社会保障・人口問題研究所、社人研の推

計では、2045年、令和27年には当市の人口は２

万3,017人まで減少すると予想されております。
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年代別に見ますと、ゼロ歳から14歳までの年少

人口、15歳から64歳までの生産年齢人口ともに

減少傾向にあり、65歳以上の老年人口は増加傾

向にあります。今後2025年、令和７年に老年人

口がピークを迎え、その後は緩やかに減少し、

2045年には総人口の40％以上を老年人口が占め

ると推計されております。 

  次に、第１期新庄市総合戦略の進捗状況と具

体的な成果でございますが、第１期総合戦略で

は人口減少を抑制し、定住人口の維持を目指す

「ふるさと定住促進プラン」と、人口減少社会

に対応し、誰もが元気で住み続けられるまちを

つくる「幸せと元気のまちづくり推進プラン」

を施策の基本的方向性とし、各プランに沿って

事業を展開しております。 

  ふるさと定住促進プランでは、ふるさと回帰

の促進、就業や起業への支援、産業振興、交流

の促進、結婚活動への支援や子育て環境の整備

など、幸せと元気のまちづくり推進プランでは、

冬期間の市民生活の確保、雪と暮らすライフス

タイルの推進、健康づくりの推進、地域コミュ

ニティーの充実などの施策を展開しております。 

  それぞれ各事業に関連する重要事業評価指標

ＫＰＩを設定しており、毎年達成状況について

総合計画審議会委員による外部評価をいただい

ております。各事業の評価では、手法や周知の

あり方について再考を要するものなどもござい

ますが、ＫＰＩの達成に一定の効果があり、事

業の継続が望ましいとの評価を得ております。 

  具体的な成果及び効果のあった施策でござい

ますが、新庄まつりを中心としたさまざまな祭

りやイベントを通じ、新庄市にも外国人旅行者

が数多く訪れるようになりました。これは、当

地域のブランディング情報を発信するとともに、

インバウンドの誘客を推進した結果として、交

流の促進が図られたものと認識しております。

また、空き店舗を活用した創業支援事業により、

新たな仕事が生まれ、徐々にではありますが根

を張り始めております。さらに、ハローワーク

との共催で実施しております合同就職面接会事

業におきましては、昨年度96名の参加中13名が

市内に就職が決まり、仙台市での企業紹介セミ

ナーには、市内の企業18社が出展したほか、高

等教育機関の進路担当の先生も含め、仙台圏在

住の方23名の参加があり、この事業を通して２

名が内定と、若者の地元定着・回帰促進に対す

る意識醸成が図られたものと考えております。 

  次期総合戦略の進捗状況と概要でございます

が、国が策定しております次期総合戦略の基本

方針及び第１期総合戦略の内容を踏まえ、「ふ

るさと定住促進プラン」と「幸せと元気のまち

づくり推進プラン」をベースとして策定する方

向を考えております。現在、第５次総合計画の

策定に取り組んでおりますので、総合計画との

整合性も図りながら、各施策についての検証と

事業の見直しについて検討しております。 

  また、国で示す地方への人、資金の流れの強

化や、民間との協働、誰もが活躍できる地域社

会をつくるなど新たな視点への取り組みにつき

ましては、既に取り組んでいるもの、社会潮流

に即し、これから力を入れていく必要のあるも

のなど、当市の実情を踏まえ、どのような形で

取り入れていけるか、また取り組みの強化を図

っているか検討してまいりたいと考えておりま

すので、御理解くださるようお願い申し上げま

す。 

  市民活動に対する応援体制については、教育

長より答弁させますので、よろしくお願いいた

します。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

下山准一議長 教育長高野 博君。 

高野 博教育長 それでは、市民活動に対する市

の応援体制についてお答えいたします。 

  御質問にありますとおり、新庄市では趣味を

通じたサークルを初め、多くの団体が活動して

おります。中でも、市に社会教育関係団体とし
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て申請いただいている団体は、現在166団体ご

ざいます。このような皆さんの活動を促進する

ため、施設の利便性を高め、活動しやすい場の

提供、また市民プラザまつりやわくわく新庄フ

ェスティバルなど活動の成果を発表する場を設

け、より多くの市民の方に活動を知っていただ

けるよう取り組んでおります。 

  しかしながら、近年は高齢化や会員の減少に

より、活動を休止される場合も多くなっている

ようです。このため、各施設ではさまざまな講

座を企画しながら、受講生によるサークルの立

ち上げ支援を行っており、ここ数年で新しいサ

ークルもふえてきているところです。 

  市民活動は、趣味にとどまらず、新庄のため

に何かやりたいとの思いから活動を継続されて

いらっしゃる方が数多くいらっしゃいますので、

市としましても常日ごろから活動に対する感謝

の思いをお伝えし、より多くの市民の方に周知

できるよう、さまざまな場面で支援を行ってま

いりたいと考えております。 

  以上であります。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 丁寧な御答弁いただき

まして、ありがとうございます。 

  今市長からも答弁いただいたように、本当に

2045年、令和27年には40％の老年人口がふえる

ということですので、本当にやっぱりそれに対

してのいろいろな対策を組んでいかなければい

けないなと思います。 

  また、２番目のＫＰＩ、事業業績評価指標の

ところが、いろいろ審査をしているところ、達

成のほうにも近づいているというお話をいただ

きました。ありがとうございます。 

  あと、３番目なんですけれども、その合同就

職面接会があったということですが、96名参加

のうち13名の方が地元に就職されたということ

で、それもすばらしいなと思います。 

  あと、第２期のところの新たな視点なんです

けれども、本当にやっぱり以前からこの新庄市

で取り組んでいたことも多く、またさらに力を

入れていかなければいけないということでのお

話でしたけれども、ぜひよろしくお願いしたい

と思います。 

  あと、教育長のほうからも答弁いただき、あ

りがとうございます。本当に高齢化ということ

で、活動を中止されているという市民団体、サ

ークルのところもあるんですけれども、やっぱ

り本当にさっき教育長がおっしゃったように、

市民のために何かやりたいというふうな、そう

いった思いで活動されている方も多いので、本

当に丁寧な対応をしていただけたらと思います。 

  再質問ということなんでしたけれども、地方

創生関係交付金は、ハード事業ではなくて人に

かかわる事業に交付金が出されると聞きました

けれども、具体的にどのような事業に使われた

か、その成果はどうなのかを教えていただきた

いと思います。お願いします。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

下山准一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 初めに、答弁内容の中で

合計特殊出生率の推移もということでしたので、

そちらのほうを読んでいませんでしたので、こ

の場で言わせていただきますけれども、新庄市

の場合、平成26年が1.75、平成27年が1.60、平

成28年が1.52、平成29年が1.36、平成30年が

1.58というふうな形になっております。 

  今後の見込みにつきましては、大変推計が難

しくて、それに関する資料もございませんので、

御理解いただければと思います。 

  それでは、地方創生関係交付金についての御

質問ですけれども、ハード事業に使えないとい

うことではございません。看護師養成所につき

ましても、建設につきましても採択を目指した

経緯がございますし、備品の整備につきまして

もハード事業に該当します。実際に市で行った
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事業といたしましては、ふるさと歴史センター

の映像ビジョンの整備や、そばまつりの備品整

備なども行っているところです。基本的にはソ

フト事業が中心となりますけれども、交付金を

活用した事業につきましては、毎年度主要施策

の成果の中で報告させていただいております。 

  ９月議会でお示ししました平成30年度の主要

施策の成果では、大きなプロジェクトとして３

つございまして、ユネスコ無形文化遺産登録を

契機とした「まつりと雪のふるさと新庄～

CoolJapan－SHINJO～」ブランディングプロジ

ェクト、ちょっと長い名前なんですけれども、

この中では航空機内誌を活用した情報発信であ

るとか、外国人観光客誘客キャンペーンなど７

つの事業がぶら下がっているところです。 

  また、人にかかわる事業ということでござい

ますけれども、ほとんどの事業が人とのかかわ

りを前提とした事業として捉えておりますけれ

ども、若者の地元定着・回帰促進プロジェクト

などは、仙台市内において新庄市内の就職を促

す、先ほど答弁のあった内容ですけれども、合

同就職面接会などの取り組みを行った事業です。

また、５つの中学校区を対象に地域づくり協議

会の設立を目指している住民主体の地域づくり

推進事業なども、人とのかかわりの事業と言え

ると思います。 

  現在、次期総合戦略の策定に着手しており、

第１期総合戦略の検証を行っているところでご

ざいますので、その詳細、また成果等につきま

しては、また別な形でお示ししたいと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。

さまざまな取り組みということで、備品とかそ

ういったものにも使われていることで、教えて

いただいてありがとうございます。ぜひ、本当

にこの交付金をよりよいものに使って、また市

民のためになるようにしていただきたいと思い

ます。 

  あと、次の質問なんでしたけれども、ふるさ

と定住促進プランのところで、人材養成とか郷

土愛の育成についてというところがありますけ

れども、11月９日に行われた新庄市教育の日コ

スモスデーにおいて、先ほど山科議員からも発

表があったのでしたけれども、ふるさと発表学

習会があって、市内の小中学校、義務教育学校

の児童生徒の発表がありました。これは本当に

この地元の新庄のよさ、まさに郷土愛を再確認

するためのとてもいい場であって、皆さんがと

てもすばらしい発表をしてくださったと思いま

す。 

  また、その発表会を縁に、萩野学園で行われ

た９年生の総合学習の発表会に参加させていた

だきました。その発表会は、新庄市の活性化に

向けて提言しようという内容で、中学生がいろ

いろな方面から新庄市の課題について考えて、

その活性化のアイデアを出してくださいました。

あるチームでは、新庄市は保育士が減少してい

るということで、特に２カ月から２歳までの子

供を預かる保育士がいないということで、それ

に対してどうしたらいいのかということを真剣

に考えて発表していました。その案なんですけ

れども、新庄市に親子の日を設けて、かむてん

公園などで中学生のボランティアによる、ゼロ

歳から２歳までは読み聞かせとかリズム体操を

させようとか、あと３歳から５歳までは鬼ごっ

ことかしっぽとりをして遊んであげようといっ

たようなことも出ました。また、観光人口をふ

やすための取り組みとか、ふるさと納税の活性

化をするための取り組みなど、本当に中学生の

若い新鮮なすばらしい発想に、本当にすばらし

いなというふうに感激するとともに、新庄のこ

とを一生懸命に考えているんだなというふうに

思いました。 

  また、その授業参観の中での発表でしたけれ
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ども、やっぱりたくさんのアイデアが出て、人

数が少なかったというか、親御さんと、私も参

加させてもらったんですが、あと山科議員も参

加させていただいたんでしたけれども、少ない

なと思いまして、たくさんの方に聞いていただ

きたいなというふうに思いました。 

  こういったアイデア豊富な中学生の考えを聞

き、交流を図るために、市職員とか、また行け

るところで市議会議員はもちろんなんですけれ

ども、課長さんたちも忙しいと思うので、各担

当課から若手職員の方でもいいので、こういっ

た発表があるとき、担当各課から来て聞いても

らうと、生徒たちがとても励みになるのではな

いかなと思いますし、また一生懸命考えたこと

を現場で本当に市役所の職員の方が聞いてくれ

ると思うことによって、さらに郷土愛の育成と

か人材育成につながっていくことと思います。 

  もう一度、人材育成、郷土愛の育成について

の市のお考えを伺いたいと思います。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

下山准一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 人材育成というのは、ま

ちの維持のために不可欠なものでありますし、

郷土愛の育成というのは誇りを持って生きてい

くために大切なものではないかと考えていると

ころです。人材育成といっても多岐にわたりま

す。農業分野であるとか、商業分野、企業など

全ての分野で必要とするものと考えております。 

  総合政策課のほうでは、主に地域づくりに係

る人材育成にかかわっておりますけれども、地

域リーダーの育成のための研修会などを開催さ

せていただいているところです。今年度開催い

たしました新庄未来ワークショップには、議員

も参加していただいて大変感謝しておりますけ

れども、ふるさと学習発表会などと同様に、参

加していただいた市民の方については、これか

らの市を担っていただく貴重な人材であり、こ

れから貴重な人材となっていただく方々である

と思います。 

  また、郷土愛の育成につきましては、小中学

校のほうでも地域を知る学習を取り入れている

と思いますけれども、大切なのはやはり地域を

知るという、地元の方と触れ合うということで

あるかと思います。高校生を対象とするジモト

大学につきましても、進学などでこれから新庄

を離れる方々に新庄を知ってもらうと、地域の

人と一緒に地域を考えてもらうというふうな趣

旨でございますので、地域のことを一緒になっ

て考えていくというのが郷土愛につながってい

くのではないかなと考えているところです。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

下山准一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 市の職員の人材育成の部分で、

郷土愛を含めた点でありますけれども、今実施

している研修としましては、市内の史跡を回っ

て新庄市の歴史を知る研修を毎年実施しており

ます。あと、そのほかに新庄市史ということで、

テーマを決めて講師の方にお願いして、自分の

町の歴史を知ることで知識、教養を深めながら、

そういう研修も取り入れているところでありま

すし、また施策に反映させる点においても、さ

まざまな皆さんの御意見をお聞きしながら施策

のほうに反映するような研修も取り入れていき

たいと考えております。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

下山准一議長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 郷土愛の醸成ということ

で、教育・学校の立場からということで申し上

げます。 

  ふるさと学習については、新庄のよさという

ことで、たくさん学区にいいところがあります

ので、またお祭りとか雪以外のことも学んでい

こうということで、非常に力を入れております。

それで、先ほど議員がおっしゃった教育の日の

発表会については、今年度から新庄市のＰＴＡ

の連絡協議会が主催しまして、学んだことを学
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校ごとに発表していきましょうとなりました。

今年度はその一部を紹介させていただいたとい

うことになります。その中で、萩野学園が後期

の活動で総合的な学習の時間で提言という形で

まとめたものを発表していたということになり

ます。なお、来年度以降も続く予定ですので今

後とも力を入れてまいりたいと思っております。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 御答弁いただき、あり

がとうございます。 

  本当に地域のリーダー育成ということが、人

材育成またその郷土愛の育成につながるという

のは、本当にそのとおりだと思います。また、

市の職員の方にもいろいろな形で施策に反映さ

せるような形で研修をさせているということで

したので、本当にそれもすばらしいなと思いま

す。 

  あと、また来年以降もこういったふるさと発

表会のようなものをされるということですので、

これはすごく本当にいいことだと思いますので、

よろしくお願いいたします。ありがとうござい

ます。 

  また別の質問になるんですけれども、ふるさ

と定住促進プランのところなんですが、婚活支

援、また移住・定住についての質問です。 

  やっぱり人口減少に対する積極的な対応を図

るために、人口減少や定住促進に対する施策を

する部署の創設も考えられるのではないかとい

うことで、この間もちょっとそういった課をつ

くる予定でもあるという話も伺いましたけれど

も、当市の移住・定住についての窓口が総合政

策課にあるということですが、相談受け入れ体

制を整理するための人員の配置が余りできてい

ないとか、余り相談がないといったところも聞

いたのでしたけれども、これから専門職大学が

できるということで、こちらから積極的に新庄

に暮らしませんかといったような形でＰＲなど

をし、移住・定住また婚活などに力を入れてい

くといいななんていうふうに思っております。 

  ことし７月、起新の会での視察で、前もちょ

っとお話ししたんでしたけれども、富山県の南

砺市に行ってまいりました。そこでは、「南砺

市に暮らしません課」、この課は総合政策課と

か、その「課」なんですけれども、ということ

で婚活支援、定住移住対策をワンストップ窓口

の体制で対応する課で、あなたと私を結ぶ赤い

糸プロジェクト、ＡＩＰ48をキャッチフレーズ

に掲げた婚活支援とか、あとまた行政と民間の

おせっかい会員が中心となって、その婚活に関

しては出会いの機会の創出をしているというこ

とで、セミナーの開催等も行っているようです。

また、多くの移住・定住支援施策を整えて、午

前10時から午後７時まで、土日・祝日も運営す

る窓口体制で、移住・定住希望者をフォローア

ップするということで、その南砺で暮らしませ

ん課は市役所から出て、市内のショッピングセ

ンターの中にその課の事務所があるんですけれ

ども、そういった形でやっているところがあり

ました。 

  これからは、本当に人口減少対策課とか、移

住・定住対策課などの部署の創設とかも考えら

れるのではないかと思いますけれども、やはり

本気で人口減少に取り組む姿勢というのを打ち

出されているんですけれども、やっぱり実際に

効果のある対策を実施していくべきだと思いま

すけれども、そういったこの課の制定というか、

そういったところについて市のお考えをお聞き

いたします。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

下山准一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 新しい課の設置という部分で

ありますけれども、今現在、定住促進等につき

ましては総合政策課で取り組んでいるわけです

けれども、まずはその担当している課の中で、

どういうふうに定住促進を進めて、具体的にど
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ういう手法をとるかというところをまず検討し

て実施するのが先かなというふうに感じており

ます。それを踏まえて、今後どういうふうに対

応するかというような視点になってくるかなと

いうふうに捉えております。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。

ぜひよろしくお願いいたします。 

  あと、もう一つなんですけれども、幸せと元

気のまちづくり推進プランのところで、自主防

災組織の推進と地域コミュニティーの充実のた

めのというところに関しての質問なんですけれ

ども、ことしは全国的に災害の多い年で、近年

の台風は本当に大型化して広域化して、本当に

生命、財産、安全を守るというのはすごく重要

なことで、防災対策はもう全国的に急務とされ

ています。過去の災害時に救出された内訳では、

公助の割合がごくわずかで、家族や隣人などの

地域住民の助け合いによる自助、共助で被害を

最小限に抑えているという事実があります。 

  先般、環境課の地域防災室の主催で、市内各

地域でハザードマップ説明会、災害時の避難行

動について、また自主防災組織の設立の勧めの

説明会が行われました。私も参加させていただ

きましたが、とてもわかりやすい説明でした。

でも、区長初め地域住民の出席率が少ないなと

感じました。 

  本市におきまして、現在区長会は212地区で

構成されていると聞いております。その中でも、

長年区長をされている方もおれば、区長の任期

がもう１年から２年というのが３分の１という

ことだそうです。そして、区長の任期が短いと

ころは自主防災組織もできにくいと言われてい

ます。区長のなり手不足ということも起因して

いると思われるので、そういったことも踏まえ

て、第２期総合戦略の新たな視点で、人材を育

て生かすといったところも考えて、地域リーダ

ーをつくって、共助の後押しについても考えて

いかなければいけないなと思います。また、区

長だけではなくて、民生委員とか児童民生委員

のなり手不足も取り沙汰されているようですの

で、第２期の総合戦略にも人材を育て生かすと

いう新たな視点も入れられているようですけれ

ども、このなり手不足といったところでどのよ

うなお考えであるかお聞きしたいと思います。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

下山准一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 区長だけでなく、さまざ

まな役員等のなり手不足につきましては、そう

いう状況にあるということは認識しております。

これまで地域のリーダーだった方が高齢や体調

不良を理由にやめていくと。そのための次のリ

ーダーを育成しているかというと、なかなかそ

ういう状況にもなっていないということで、公

平に輪番制というふうな選択をした町内もある

とお聞きしております。やはり、地域のリーダ

ーの育成というものは大きな課題であると考え

ておりますので、市といたしましても地域リー

ダーの研修会や地域づくり研修会などが一つの

きっかけとなっていくことを期待しております

が、実際のところはちょっと多くの参加者は得

られないという状況もございます。 

  他地域の例を見ますと、女性の参画が多かっ

たり、子供たちなど他世代交流が盛んなところ

が地域づくりの活性化につながっているという

こともお聞きしております。ちょうど今月、５

つの中学校区を対象として区長のブロック研修

会を今現在開催しております。その中で、アド

バイザーとして新潟市の都岐沙羅パートナーズ

センターの方をコーディネーターとして地域の

課題や今後の地域づくりについての意見交換、

さらには今後設立を考えております地域を支え

る協議会のお話や自主防災組織についても説明

させていただいているところです。この５つの

中学校区を対象とする地域を支える協議会の設
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立につきましては、多くの課題があるとは思っ

ておりますけれども、話し合いを続けていく中

で、役員のなり手不足についても地域と一緒に

なって考えてまいりたいと思っております。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

下山准一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 民生委

員、児童委員のなり手不足ということですけれ

ども、新庄市においても全国の傾向とたがわず

深刻な状況となっております。このたび改選と

いうことで、一斉改選が行われまして、12月に

委嘱状をお渡ししたところですけれども、現在

のところ５つの地区で欠員となっているところ

です。働き方の問題で、主力となっていただく

ような60代の方が、まだまだフルタイムで働い

ておられたり、それから地域での問題がすごく

深刻化していて、民生委員は大変だなというよ

うなイメージがあるということで、なかなかな

り手不足ということになっております。 

  民生委員は非常に広い地域を受け持っておら

れますので、新庄市では各地区に健康福祉推進

員を設置しております。その各地区の健康福祉

推進員と連携していただくことで、より細かな

自分の目の届かないようなところの情報を得た

りということで、健康福祉推進員が一つ民生委

員のサポート役になっていただけるような方策

で研修等を進めてまいりたいと思っております。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。 

  地域を支える協議会というのを、これから立

ち上げるということを聞いて、すごくそれが人

手不足の問題を解決できるようになればいいな

と思います。また、その区長のところも、いろ

いろ仕事が多いということなんですが、健康福

祉推進員の方と協力してやっていくということ

だったので、ぜひその区長を支えてやっていた

だきたいなと思います。 

  いろいろ長々と質問させていただきましたけ

れども、少子高齢化、人口減少等のさまざまな

問題は、本当に中長期な視点で取り組む必要が

あると思います。人口の動きは、全国及び地方

さまざまな要素が複合的に関連しているために、

その成否を判断するのは本当に難しいことです

けれども、第２期の総合戦略では、実際に効果

が見える施策も期待したいと思っております。 

  冒頭にも話をさせていただきましたが、４年

後の2023年に専門職大学が開校予定ということ

で、本当に希望あふれるニュースも聞かされま

した。県立の大学ですが、新庄最上１市４町３

村一丸となって、この専門職大学を支えていか

なければいけないと思います。学校ができると

いうことは、交流人口もふえてくると思います。

また、地域のよさを全国に伝えるチャンスでも

あると思います。また、答弁にありましたよう

に、本当に現在もいろいろな施策を精力的に取

り組まれていることと思いますけれども、本当

に大切なのは、市民が一生涯現役で健康で生き

がいを持って生活しながら、また全国的にも住

みたいと思えるような魅力あるまちづくりを目

指すことがとても大切だと思います。そのため

に、第２期総合戦略を実りあるものとして、若

者、高齢者、子育て世代も本当に幸せに暮らし

ていくことができるように、今後も取り組んで

いただきたいと思います。 

  あと、ちょっと時間がなくなってしまったん

でしたけれども、市民サークルの件だったんで

したけれども、私が行ったときに、そうやって

来てくれないということで、来てもらいたいと

いう話だったんでしたけれども、その会のチラ

シをいただきまして、そしてそのチラシを総務

課のほうに持っていかせてもらって、各課のほ

うに多分渡していただいたんですけれども、そ

うしたら、その日のうちに市長がその会に来て
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くださったということですごく喜んでいて、や

っぱり市長が来てくれたんだとすごく喜んでお

られました。やっぱり、この市の職員の方が来

てくれるとか、議員さんが来てくれるとか、市

長が来てくれるとかというのは、やっぱり市民

の方の本当に喜びにもなると思いますので、そ

ういったこの横の調和と、また縦のいろいろな

新庄をよくしていきたいという施策とかいろい

ろあると思うんですが、そういった大きな縦と

横の器があって、新庄市を本当にみんなで、市

民も行政のほうもよくしていきたいと一丸とな

ってやっていけるようにしていけたらと思いま

す。 

  以上で終わらせていただきます。ありがとう

ございます。 

下山准一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時４９分 休憩 

     午後１時５９分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

八鍬長一議員の質問 

 

 

下山准一議長 八鍬長一君。 

   （４番八鍬長一議員登壇） 

４ 番（八鍬長一議員） お疲れの時間帯であり

ますが、よろしくお願い申し上げます。勁草21

の八鍬長一です。 

  通告に従って、一問一答でお伺いしますので、

よろしくお願いします。 

  初めに、行政区域の飛び地解消の問題であり

ます。 

  新庄市の行政面積は222平方キロであります。

県全体からいいますと、わずか山形県全体の

2.4％の面積に３万5,000人の人、そしてその中

には410人の外国人も一緒に生活をしていると

いう状況であります。新庄市が行政の責任を負

うのは、新庄市の行政区域とそこに住む人々、

市民であります。しかし、そこに飛び地の問題

があると、少し厄介な問題が起きてきます。農

地や山林の場合には、そこの該当の町や村に固

定資産税を納付すればそれで済みますが、居住

地の中の飛び地についてはそれでは済みません。 

  具体的な例を挙げたいと思います。新庄市と

大蔵村は、南のほうで隣り合わせておりますけ

れども、本合海の居住区域内に大蔵村の飛び地

が存在します。ある若い夫婦がいまして、昨年

家を建てました。土地がなかったために、やむ

を得ず両親の目の前の土地に家を建てたんです

が、そこは大蔵村の飛び地でありました。大蔵

村に接していての飛び地ではなくて、完全に新

庄市本合海の区域の中に大蔵の飛び地があると

いうことであります。決して大蔵のことを言っ

ているわけではありません、大蔵村は私の好き

な町の一つです。温泉あり、そばあり、棚田あ

り、山菜あり、友人もたくさんいます。そこの

家は、本合海の完全な区域の中なんですが、大

蔵村であります。郵便物は大蔵村の郵便物が来

ます。最初はかなり間違えたようです。 

  公民権は大蔵村です。したがって、新庄市の

人口には数えられておりません。ごみ収集につ

いては、地区の了解を得て、その地区のステー

ションには出しています。さっきも言いました

ように、若い夫婦で子供がいます。今後、いろ

いろな不安な点も生じますので、例えば町内会

の活動の保障とか、それからいずれ子供は保育

所または児童館、学校にも入っていくでしょう。

そういう将来について不安があります。同じ日

本国民として、同じ山形県民としてのそういう

差はないようには進んでいくでしょうが、居住

区域の飛び地については優先的に解消すべきで

はないでしょうか。よろしくお願いします。 
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山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、八鍬市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  行政区域の飛び地についてでありますが、本

市と周辺町村との行政の境界につきましては、

数カ所において飛び地があり、特に本合海地区

には大蔵村の飛び地が多く存在している状況で

す。この飛び地につきましては、歴史的な経緯

を経て現在に至っているわけですが、特に本市

にある大蔵村の飛び地に居住している住民につ

きましては、生活圏は新庄市にありながらも大

蔵村民であるために、本市の行政サービスは受

けられないこととなっております。例えば、町

内会などのコミュニティー、災害時の連絡体制、

ごみの回収、学校などについては、大蔵村が行

政サービスを行う必要があり、また固定資産税

や住民税につきましては大蔵村が課税すること

となっております。そのような状況を踏まえた

上で、大蔵村と連携を図りながら、住民生活に

大きな影響が出ないように種々の対応をしてい

るところであります。 

  飛び地については、本市と大蔵村との間にお

いて、境界変更を行う場合には行政区の面積、

人口、固定資産税や住民税の税収などが変動す

ることとなり、新庄市、大蔵村の双方に影響が

生じる問題であります。このようなことから、

飛び地に居住している場合、行政界を変更する

となると非常に難しい課題があると考えていま

す。相手方の考え方が重要になるところでもあ

りますので、まずは本市にて課題を整理してま

いりたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） ありがとうございまし

た。 

  総論で、今、市長のほうから回答があったん

ですが、やむを得ないと思います。しかし、具

体的にさっき言ったように、そこで生活してい

るわけですから、子供も成長していきます。例

えばですが、保育所または児童館に入るという

ことについてはいかがでしょうか、子育て推進

課長お願いします。それから、学校教育課のほ

うからは、その子供が小学校、大蔵の学校に行

きなさいというのではなくて、ずっとすぐ目の

前にはおじいちゃん、おばあちゃんいるわけで

すから、孫が地元の学校に行ってもらいたい、

親もそう思っていると思いますし、その辺につ

いてちょっと回答いただきたいと思います。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

下山准一議長 子育て推進課長兼福祉事務所長西

田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 現在の

子ども・子育て支援法によりますと、市外に住

所をお持ちの方につきまして、市内の保育所に

入りたいといった御希望の場合は、通常広域入

所といった手続をとります。住んでいるところ

の自治体との協議の上に、あきがあった場合に

当市の保育所に入所するといった場合なんです

けれども、ただ、そうした現在市内の本合海地

区の居住地の中にそういった住所があるといっ

た場合でございますので、そうした場合総合的

に判断して、こちらとしましては新庄市の子供

たちと同じように入所の手続をしたいと考えて

おります。 

  また、児童館・児童センターにつきましては、

児童センター及び児童館の設置及び管理に関す

る条例の中で、１項、２項、２つありますけれ

ども、市内に住所を有する３歳から小学校就学

前までの幼児、それからその他市長が適当と認

める場合とありますので、そうした場合児童

館・児童センターも入所は可能でございます。 

  以上です。 
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髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

下山准一議長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 小学校における就学、通

学についてなんですが、学区については通学区

域制度がございまして、就学を教育委員会が通

知するということになっております。その学区

の指定がございますが、学区外ということにな

りますが、教育委員会ではその学区外の承認基

準というのを設けております。幾つかの基準と

か条件がございまして、それが調えば学区外も

許可しているという状況でございます。 

  本合海の大蔵村の場合ですが、市町村がまた

がっておりますので、特別の事情として区域外

という形になろうかと思います。これについて

は、区域外でも弾力的な運用も可能であります

けれども、手続としましては保護者から管轄の

教育委員会に申請をしまして、管轄での就学を

希望するところに希望の申請をしまして、その

後住所地の教育委員会で協議を依頼します。同

意を得た後、双方の許可を得て学校長、保護者

へ就学学校を通知するというふうな流れになっ

ております。いずれにしても、学区外の承認と

同じような内容となりますので、子供の事情を

十分理解して、その子供のために判断していく

ということが大事かと思っております。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） 今学区外、行政区域外

という扱いにはなりますが、運用上、本人たち

は新庄市民と思って生活していますので、新庄

市民ではないということを余り前面に出さない

で、あわせて同時に先ほど市長がおっしゃった

ような大蔵との協議も進めていただきたいと思

います。 

  ２つ目の質問に移ります。看護専門学校開設

断念に伴う、私は諸課題というふうに整理して

いますけれども、９月議会中の10月７日、突然

の開設断念の市長の発言でありました。医師会

の協力が得られないということを大きな理由に

していますが、ずっと私は断念ということが耳

に入っていまして、11月の半ばに市報を見まし

た。そうしたら「中止」という言葉が多用化さ

れているんです。その意図は何か。多分、市長

の発言の後、庁内の中で今後の対応ということ

での議論があったと思うんですが、そういう中

でその断念がなぜ中止に変わったのか、その意

図は何かということを、まず市長にお尋ねした

いと思います。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 看護師養成所に関する御質問です

が、これまで多くの関係者に支えていただきな

がら取り組んでまいりましたが、一番大切な機

関からの協力が得られなくなり、設置に向けた

取り組みを続けることは困難と判断し、設置を

断念することといたしました。断念と申し上げ

たのは、諦めざるを得なかった私の思いをあら

わしたものであります。事業としては途中でや

めることになりますので、中止という表現が適

当であるとし、市報にてお知らせしたものであ

ります。 

  市としてこれまでの経過、状況を踏まえ、県

より指定を受けるための諸要件の内容、今後の

対応について検討した結果、事業中止を決定し

たものであります。 

  看護師養成所の設置目的である看護師不足の

解消と若者の地元定着については、継続した課

題であり、新たな方策を検討しているところで

あります。また、事業中止に伴う課題について、

先行取得した建設用地については、管理や活用

を検討しており、看護教員の処遇についても、

今現在個別面談を進めているところであります。 

  以上であります。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） 実は、10月７日という
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のは大変忙しい日でありまして、御案内のよう

に明倫学園の契約に伴う着工式の日でありまし

た。８時半から祈願祭がありまして、役所に戻

って９時半過ぎですね、市長と副市長が議長室

においでになって、私どもが会派代表者会議を

していた席で、断念という言葉を耳にしました。

それが大体９時45分ころです。実はそのときに、

医師会のほうから協力できない旨の文書が入っ

てということで、市長は断念ということに転じ

たわけであります。 

  しかし、今から思うと、９時過ぎか９時前後

に文書が入ったにしても、そこから決断して、

そして夕方の臨時課長会議またはマスコミの発

表などもありましたから、随分ぽんぽんという

ふうな段取りが手際よいなというふうに思った

んです。市長、本当はこの難しさについては10

月７日以前から相当思い詰めていたのではない

でしょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 ただいま議

員のほうから、10月７日の時系列的な経緯につ

いてお話があったところなんですけれども、市

としての意思決定過程の部分かと思っておりま

すが、時系列的に申し上げますと、まず初めに、

10月１日に医師会の会長より、医師会としてこ

ういった見解があるので、後ほど文書を提出し

ますというふうなお話をいただいたところでご

ざいます。そのお話を受けまして、市内部で今

後こういった文書が出てくるということを受け

まして、市の内部、市長、副市長、関係課長の

ほうで、まず市の対応について協議したところ

でございます。 

  あと、今議員からお話のありました10月７日

の時系列的な部分については、今お話がありま

したとおり９時５分くらいだったと思いますが、

医師会より文書のほうを受領しました。それを

受けまして、さらに内部で再度意思協議をした

ところでございます。その後、９時40分過ぎの

会派代表者会議等については、今、議員のほう

からお話があったとおりでございますので、10

月７日に全てばたばたと決めたというふうな形

ではございませんので、御理解いただければと

思います。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） 10月１日に内々の情報

が入っていたということですね。それを議会で

言ったということは、明らかにしたということ

です。私が聞きたかったのは、市長が悩んでい

た、そういう思いがあったのではないかという

ところをお聞きしたかったのでした。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 今、課長が答弁したとおりであり

ます。選挙の争点とされたわけでありますけれ

ども、当選した以上はそれを実行するというの

が本来の役割であるというふうにずっと思い続

けておりました。しかし、課長が申したとおり、

10月１日、これまでの経過とは全然真逆の対応

があったというふうなことで、これは非常に重

いものだというふうなことで、担当課、副市長

と今後の協議を図ったところであります。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） そういう中で判断をし

たということですが、先ほど田宮課長のほうか

ら、中止したことによって大変残念がっている

将来入りたい人たちの厳しい意見もあったとい

うことですが、そうでない意見もやっぱり市民

を二分したような争点の政策であったわけでし

て、この断念したにしても相当厳しい意見があ

ります。 

  例えば、これは生の声ですが、「これまで土
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地を買った代金などに多額のお金がかかってい

る。開設のために大切な医師会との交渉などが

進まない中で、なぜ用地取得だけを急いだのか。

そして、買った土地をどうするのか、責任は誰

がとるのか説明してほしい」。30代男性の言葉

であります。 

  そういうことで、市長とすれば平成23年から、

いろいろな内容が変遷しながらも８年間新庄市

の最大の行政課題として、人口減少対策や、そ

れから市長がおっしゃる看護師不足の解消のた

めに人と予算をかけてやってきたわけですから、

断念そして中止したから、これでこの問題が終

わったというふうには私は受けとめておりませ

ん。 

  あと、もう一点、11月の市報では、住民監査

請求にもなりました土地の問題、きょう午前中、

山科議員のほうに答弁があったわけであります

が、4,250万円の土地取得について、その土地

については町なかのにぎわい創出のために使う

というふうに言っていますけれども、御存じの

ように行政の土地取得というのは非常に厳しく

されております。土地取得といいますか財産の

取得ですから、自治法では取得目的を明らかに

しなければならないことになっています。予算

化という手続をとらないで開発基金で取得した

わけでありますから、いずれは買い戻さなけれ

ばなりません。そういう買い戻しの提案もして

いない段階で、この土地をこう使いたいという、

検討にしてもそういう発表は早過ぎるのではな

いか。ある意味では、議会に買い戻し予算の計

上もしていないうちに、そういう方向を示すの

はいかがかというふうに思いますが、お答え願

います。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 このたび土地開発基金で取得

したということの意味につきましては、その際

には目的を持った事業のための用地の先行取得

というふうな目的での取得でございます。今後、

その事業の活用事業が明確になった時点で、予

算化の御提案を申し上げて買い戻ししていくと

いうふうなことになろうかと思います。時期が

早過ぎたのではないかというふうなことですが、

今後その検討をしていくというふうなことでご

ざいますので、御了承いただきたいと思います。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） いずれ買い戻しの予算

の提案は必ずしなければならないわけですから、

そのときに取得目的が何になるかということは

わからないわけですので、その段階で買い戻し

予算は提案すれば通るんだという前提で話を進

めているのはおかしいと思いますし、私は議会

軽視ではないかというふうに思っているから申

し上げたんです。先ほど財政課長答弁しました

から、財政課長で。または副市長ですか。 

伊藤元昭副市長 議長、伊藤元昭。 

下山准一議長 副市長伊藤元昭君。 

伊藤元昭副市長 八鍬議員おっしゃったとおり、

あそこの用地につきましては、先行取得という

形で新庄市土地開発基金で取得をしております。

看護師養成学校の用地ということで取得をして

いるわけですが、残念ながら中止という判断を

したので、その用地については今後いろいろな

方策を考えながら、当然活用していきたいとい

うことですけれども、一般会計、いわゆる歳入

歳出予算に買い戻しとしてするとすれば、その

どういう目的かと、その目的に沿ったようない

わゆる歳出の科目に計上させていただきながら、

当然その設置目的が議員の皆さんの御理解を賜

りながらというのは、これは大前提なわけです

けれども、その辺のことを十分協議をさせてい

ただきながら、その建物の、建物になるかどう

なのかは別にしても、その設置目的に沿った予

算の執行に当然なってくるというふうに考えて

おります。 
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４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） そうしますと、開発基

金で取得するためにとったときの決裁に、取得

目的ということは取得審査委員会もしてありま

すから、それとは全く、全くじゃない、断念し

て中止したわけですから、その取得目的はなく

なったわけですので、今度新たに取得目的が生

ずるということで理解してよろしいですか。 

伊藤元昭副市長 議長、伊藤元昭。 

下山准一議長 副市長伊藤元昭君。 

伊藤元昭副市長 八鍬議員おっしゃっている取得

目的という意味ですけれども、我々は土地開発

基金で現在所有しているわけです、新庄市の。

それはもう新庄市、ある意味では新庄市の土地

なわけですね。ただ、実際事業展開するときに

は、まさしく歳入歳出予算が必要なわけですか

ら、基金は基金として土地を持っている、ある

いは現金で持っているという形ですけれども、

その事業を執行する上では歳入歳出予算に計上

しなければいけないわけです。その計上するに

は、やっぱりこういう目的だということを議会

の皆さんにも十分協議をしながら、当然それに

沿ったようないわゆる款項目に計上させていた

だきたいというふうな考え方でございます。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） そのぐらい何回も言っ

ているというのは、実はさっき言いました断念

がいつの間にか中止になっているということで、

中止の中身はさっき市長から話を聞きましたけ

れども、要するに土地取得についてはいいんだ

ということを理屈づけるために、断念というの

は広辞苑を見ると「一切やめる」ということで

す。それが中止という言葉になっているという

ことに、非常に意図的に感じているわけです。

その辺についてはいかがですか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 先ほど市長

答弁の中で、市長から看護学校の開設を断念と

いうふうな形で申し上げましたけれども、その

後に、断念に伴い看護師養成所開設準備事業は

道半ばで中断せざるを得なくなったという形に

なったため、事業としては中止というふうな表

現で申し上げたところでございます。断念、中

止、表現に違いがございますが、どちらも事業

を実施しないということでありますので、意味

的に相違はないと捉えております。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） 選挙前ですが、中学校

区５カ所に分かれて住民の皆さんを集めて説明

会をして、いろいろな議論がありました。それ

は、開設ということを進めるための説明会であ

ったわけです。今回断念、中止したことによっ

て、同じような住民説明会が必要だと思うんで

すが、市長いかがでしょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 市民説明会

と同様の形で今回事業を中止したことについて

も説明したらどうかというふうなお話かと思い

ます。期待していた方、御協力いただきました

関係機関の方には、大変期待を裏切るような形

となって、大変残念で申しわけないと思ってい

るところなんですが、市長がこれまで市のホー

ムページ、10月７日の記者会見、10月８日の市

議会行政報告、市報11月号での再三にわたりま

す経過とおわびをして、申し上げてきたところ

でございます。また、10月８日の記者会見の翌

日の新聞報道等でも、一定程度経緯については



- 67 - 

説明、周知されているというふうな形で捉えて

おるところでございます。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） この雪雲の下で、さっ

き言ったように３万5,000人の人たちが生活し

ているわけですよね。何か物事を進めるときは

ということであのぐらい、大変忙しい時期では

あったんですけれども、執行部が、そして市民

も忙しい中、自分たちの将来にかかわることで

ありますから足を運んでくれたわけですよね。

断念、中止したからといって、あとはさっと引

いてしまうというのは、市民にとっても、これ、

じゃあ何なんだと、そういう厳しい言葉が私の

耳にも、ほかの議員のほうにも、賛成であった

方、そうでなかった方も含めて一緒に入ってい

るんですが、そうすると、これ以上市民説明に

ついてはする考えはないということですか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 現在、事業

の中止、断念に至った経緯について、市民説明

会を開催するというふうなことは考えておらな

いところでございます。これまで看護学校、看

護師養成所開設準備事業につきましては、議会

等で市民の負託をいただいています議員の皆様

のほうに逐一進捗状況を説明してきたところで

ございます。先ほど申し上げた、いろいろな広

報媒体を使っても説明してきたということで、

現段階では市民説明会の開催は考えておらない

ところでございます。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） それは事務方としての

考え方だと思います。市民は本当に正確な情報

が欲しいんですよね。前にも批判しましたけれ

ども、開設に向けては、私から言わせると都合

のいい説明といいますか、資料とか数字といい

ますか、それしか出してこなかった。そういう

批判も実際あったわけです。そういう点で、市

はやっぱり大変なときこそ、方針転換するんだ

という大事なときこそ、市民に対して本当にこ

ういう事情でこうなったから、しかしそれで全

く私の思いが変わったわけではなくて、人口減

少対策、子育て支援とか、そういうところに今

以上に力を入れていくんだ、そういう姿勢が必

要ではないかと思うんです。市長答弁お願いし

ます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 課長が申し上げたとおり、そのた

めだけの説明会を開催する予定は考えておりま

せん。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） そのためだけのという、

そういうただし書きが入りましたので、私から

は、何か機会あったときにそういうことも、市

長の本音といいますか、幾ら新庄市のトップで

あっても、全て悩まないで仕事を進めているわ

けではないと思うんです。そういうことも含め

て市民に示していけば、もっと理解が得られる

のではないかというふうに思います。 

  次に進みます。さきに発表になりました新庄

市と最上地区の高校再編の問題であります。 

  今市内に３つの高校がございます。新庄北高

校、新庄南高校、新庄神室産業高校の３つです。

いずれの高校にも分校がありまして、金山町、

真室川町、最上町に分校があります。そこに新

庄北高には定時制があります。 

  今、県教育委員会のほうから、せんだって説

明会が地元でということで新庄でもあったそう

ですが、再編、これは人口減少・少子化がその

理由であります。当該の私ども新庄市にとって
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も、将来の新庄市を担っていく若者、そしてま

た今ほとんどが高校に進学します。進学率99％

というふうに理解していますけれども、義務教

育である中学校教育の方向性、力の入れ方、そ

れが変わってくるのではないかというふうに思

います。あわせて、どうも県の考え方を分析し

てみますと、今３つある高校のうち２つにして

いきたいという本音があるのではないかという

ふうに思います。 

  しかしながら、いろいろな客観的情勢を分析

してみますと、陳情したりお願いしたりして何

とか残してくれという、そういう問題ではない

ように私は受けとめております。そういう点で

は、県の情報について市としてはどう受けとめ

ているか。 

  ２つ目は、千数百人の高校生がいるわけです

けれども、どこの場所に高校があるかによって、

町の人通りや、それから町の交通体系、道路体

系が変わっていくわけでありますので、新庄市

のまちづくりにどんな影響があるのか。そうい

う点で、この新庄最上の高校再編について、新

庄市としてどう考え対応していくか。 

  この２点について、まずお聞きいたします。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

下山准一議長 教育長高野 博君。 

高野 博教育長 新庄最上地域の高校再編につい

ての御質問にお答えしたいと思います。 

  １点目の高校の再編に向けた県の情報につき

ましては、県教育委員会の県立高校再編整備基

本計画によりますと、平成26年度から令和６年

度の期間中、県内1,827名、北村山最上地区で

は296名の生徒が減少すると予想されておりま

す。最上地区では、平成22年７月に外部有識者

や地域の教育・産業等関係者による最上地区の

県立高校の再編整備に係る検討会が設置され、

これからの社会の変化、生徒の多様化への対応、

社会で活躍できる人材の育成など、将来を見据

えた最上地区における県立高校のあり方につい

て検討されてきたところであります。 

  また、再編整備計画第２次計画の策定に向け

て、先日10月30日には、私も参加させていただ

きましたけれども、最上地区の県立高校再編整

備に係る地域説明会が市民文化会館で開催され、

現状と課題、再編整備計画の概要、今後の進め

方などの説明がございました。 

  今後につきましては、来年３月に県教育委員

会から年次計画案が示され、最上地区につきま

しても、同じく３月に学級減を含む再編整備計

画案が公表される予定となっております。 

  ２点目の新庄市としての考えにつきましては、

議員御指摘のとおり、市としましても高校再編

はまちづくりに大きな影響を与えるものと考え

ております。生徒数の減少による高校再編につ

きましては、全国的、全県的な課題であります

のでやむを得ないところもございますが、再編

に伴う教員などの学校関係者の減少など、人口

減少に拍車がかかることが想定されるとともに、

閉校となる高校につきましては、施設または跡

地をどのように活用していくかという課題が出

てまいります。 

  具体的な再編整備を進める上で、新庄市内の

高校配置については２校配置、３校配置のどち

らが望ましいかという課題を投げかけられてお

りますが、県の県立高校の再編整備に関する基

本方針では、学級の削減方針が明確に示されて

おりますので、将来的な生徒数の減少を見据え

た検討を行っていく必要があると考えておりま

す。また、これらの動向や県から示される再編

整備計画案を注視しながら、市の政策との整合

性や効果的な事業展開を図るための検討を的確

に行っていく必要があると考えておりますので、

御理解くださいますようよろしくお願いいたし

ます。 

  以上であります。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 
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４ 番（八鍬長一議員） まちづくりについて、

後で総合政策課長のほうからお願いしたいと思

いますが、県の教育委員会では、課題は３つあ

りますということを言っているんですね。その

１つは、新庄市内の高校の配置であります。新

庄市内の高校の配置をどうするか。２つ目は、

３つの分校のあり方。３つの分校とも、定時制

は別にして、50％以下の、元年度の入試では定

数割れしていますので、２年続けて定数割れし

たときには募集を停止するというせっぱ詰まっ

た状況にあります。３つ目は、新庄北高の夜間

部、非常に伝統のある定時制でありますけれど

も、その新庄北高の定時制を昼間、夜間部では

なくて昼間の定時制にするという、そういう考

えがあるようでありますが、やっぱり県の考え

方に受け身でなくて、例えば今の中学生たちが

将来どういう選択をしていくのか、高校につい

ても従来みたいに単に進学校とそうでない実業

高校とに分けるという、そういう時代ではなく

なっているようであります。 

  一例を申し上げます。これは去年の６月に閣

議決定しているんですが、内閣府のあれだと思

うんですが、まち・ひと・しごと創生基本方針

ということです。高等学校が地元市町村、企業

等と連携しなから、高校生に地域課題の解決等

を通じた探究的な学びを提供するカリキュラム

の構築等を行う組織を推進するとともに、進路

決定後の期間を利用したインターンシップの充

実等を通じ、地元の魅力に触れられる取り組み

等を推進し、地元に根差した人材の育成を強化

する。まさに、これからの高校教育はこの方針

で進めるという政府の方針にもなっているわけ

でありますから、その辺を見ながら、私たちは

単に受け身でなくて考えていかなければならな

いのでしょうか。 

  もう一回教育長と、あとまちづくりについて

は相当大きな影響が出ると思いますよね。例え

ば新庄工業高校、あの状態で今どうでしょうか、

東山地区は。お願いします。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

下山准一議長 教育長高野 博君。 

高野 博教育長 まず、先ほど政府の話、探究的

な話は、今やっぱり高校でも地元の新庄北高に

は探究コースという、そういうコースが出てき

て、やっぱりそういう高校を目指さなければい

けないということで、県のほうでもそういう動

きをして、高校の再編の一つの動きとして、そ

ういうふうな学科編成、コースとかそういうふ

うなことを、県でもそこも含めて検討している

わけです。そして、我々もそういうことについ

てのいろいろな支援を行っていきたいと思って

おりますし、あと小中学生にあっての、やっぱ

り私たち、一番、説明会でもいつも思うことは、

今の小学生、中学生より小学生の保護者がもっ

と関心を持ってほしいと。そういうことで、教

育長訪問、各校したときには、小学校の保護者

に対してもっと学校からもＰＲして、そういう

県の動きとかそういうことを知って、進路選択

を子供たちがしっかりできるよう支えてほしい

というふうなお願いをして、各学校でその当時

も、10月30日にも複数の学校の先生方初め、あ

と保護者はどのくらい来ているかはわかりませ

んけれども、そんな動きもあったことも事実で

あります。また、小中学校でやっぱりそういう、

どんな高校が再編されようが、自分の進路をし

っかりと選択できる、このキャリア教育をしっ

かりしていく、そしてそれに見合った学力をし

っかりつけてやっていかなければいけないとい

うことで考えて、小中学校のほうにはこれから

も指導して、そういう高校再編の動きをしっか

りと受けとめて対応していくことは大事という

ふうに捉えております。 

  以上であります。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

下山准一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 議員御指摘のとおり、学
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校の閉鎖というのはまちづくりにかなり大きな

影響を及ぼすことになるかと思います。町の中

にぽかんと大きな土地があくことになれば、そ

れはそれですぐ何々をしましょう、これを建て

ましょうということには、今の現状ならないわ

けですので、検討にも相当の時間が必要になる

と考えているところです。基本的に、公共施設

管理計画の考え方がございますので、そちらの

ほうを踏まえた上で検討してまいりたいと考え

ております。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） いずれにしましても、

対応が遅かったというふうなことがないように、

よろしくお願いしたいと思います。 

  それから、時間の都合上、予告しておりまし

た道の駅と温泉については触れていませんので、

どうか質問の事項については理解していただき

たいと存じます。 

  以上で終わります。 

 

 

散      会 

 

 

下山准一議長 以上で本日の日程を終了いたしま

したので、散会いたします。 

  あす12日午前10時より本会議を開きますので、

御参集願います。 

  きょうは御苦労さまでございました。 

 

     午後２時４９分 散会 
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発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 叶 内 恵 子 

１．（仮）新庄市立看護専門学校設立中止と今後の対応につ
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開      議 

 

 

下山准一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  欠席通告者はありません。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第３号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

下山准一議長 日程第１一般質問。 

  本日の質問者は２名であります。 

  これより２日目の一般質問を行います。 

 

 

叶内恵子議員の質問 

 

 

下山准一議長 最初に、叶内恵子さん。 

   （３番叶内恵子議員登壇） 

３ 番（叶内恵子議員） 議席番号３番、勁草21

の叶内恵子です。 

  通告に従いまして質問いたします。 

  まずは、看護学校開設事業をめぐる市の対応

が余りにも不誠実なために、質問いたします。 

  ９月30日の議会初日、冒頭の所信表明におい

て、市長は「若者流出に歯どめをかける方法は

看護師養成所設立しかない」ととれる発言をし

ました。その言葉には、強力に推進するという

明確な意思を感じました。ところが、そのわず

か１週間後、10月７日に突然、看護学校断念の

表明です。ただ「医師会の協力を得られなかっ

た」というだけの理由に、私は耳を疑い、大変

驚きました。そして、11月号の市報では「諸要

件」という言葉に変わっていますが、医師会の

協力を得られないということが理由だったので

はないでしょうか。なぜ理由が変わったのかな

どについて、質問いたします。 

  さらに、市長が掲げる新庄の医療・福祉の充

実をどのように今後実現していくのかについて

伺います。 

  次に、実質公債費比率について質問いたしま

す。 

  広報しんじょう11月号には、平成30年度の決

算状況と一緒に、市の財政がどのようになって

いるのかを示す財政健全化判断比率の状況を公

表しています。それらの比率のどの数値を見て

も、改善しているのではないかと読み取ること

ができます。その数値が大変改善しているとい

うことは、市民サービスの向上に向けるお金に

は余裕があり、市民のために使われていたかと

思います。しかし、それらの数値が改善してい

るにもかかわらず、市民の中から「市民の福祉

サービスが向上した」という声がなかなか聞こ

えてきません。 

  第４次新庄市振興計画には、「実質公債費比

率は、10年という長期計画を実現するためには

重要である」と目標値に設定されています。こ

の点からすれば、平成30年度決算で目標値であ

る9.5％を達成しているわけですが、この比率

が目標値を達成したことによってどのような健

全な財政基盤を確立したのかについて伺います。 

  また、総務省の財政健全化法に基づく実質公

債費比率の早期健全化基準は25％以下でありま

すが、新庄市の場合は実質公債費比率の数値は

何％であることが適正と考えておいででしょう

か。また、その理由について伺います。 

  そして、実質公債費比率の数値を改善するこ

とによって、住民の福祉の増進、暮らしやすさ、

住みやすさにどのような成果がもたらされてい

るのかについて伺います。 
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  この２点について質問いたします。御答弁お

願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  それでは、叶内市議の御質問にお答えさせて

いただきます。 

  初めに、看護師養成所開設準備事業の中止と

今後の対応についての御質問ですが、昨日の一

般質問でも答弁いたしましたが、新庄市最上郡

医師会より看護師養成所に関する見解としての

文書を受領いたしました。内容につきましては、

「看護師不足は喫緊の問題であり、当初、非常

勤講師の派遣など協力してもよいとの考えでし

たが、９月の医師会理事会の決議により、民意

にそぐわない計画には賛同できず、協力するこ

ともできない。計画の凍結、撤廃を提言する」

との内容であります。 

  これまで多くの関係者に支えていただきなが

ら、地域の看護師不足の解消、若者の地元定着

を目指し、看護師養成所の開設に向けて取り組

んできましたが、一番大切な機関からの協力が

得られなくなり、これ以上開設に向けた取り組

みを続けることは困難と判断し、10月７日に記

者会見を行い、10月８日の決算特別委員会の冒

頭で行政報告させていただきました。 

  また、広報しんじょう11月号では、開設準備

事業の中止に至った経緯等について市民の皆様

にお知らせしたところであります。 

  県から看護師養成所の指定を受けるためには、

関係機関からの同意が必要となるほか、非常勤

講師の確保や実習計画にも大きく影響すること

から、諸要件を調えることが困難になったとい

う趣旨でありますので、理由が変わったという

ことではございません。 

  看護師養成所の開設につきましては、地域の

看護師不足の解消に向けた一つの手法として取

り組んでまいりましたが、医療・福祉の充実に

向けて人材確保対策はその基礎となるものと考

えております。 

  今後も最上地域保健医療対策協議会や最上看

護師確保推進ネットワーク協議会などとの連携

を強めながら、地域の医療・福祉の充実に向け

た取り組みを実施してまいりたいと考えており

ます。 

  続きまして、実質公債費比率についての御質

問ですが、実質公債費比率については地方債の

返済額、いわゆる公債費の大きさをその地方公

共団体の財政規模に対する割合であらわしたも

のとなっております。この比率については、従

来の起債制限比率にかわる新しい比率として起

債制限等を行うこととされたものであります。 

  御質問の目標値についてでありますが、実質

公債費比率や将来負担比率には早期健全化基準

などの地方債を制限する一定の基準はあるもの

の、目標とすべき絶対的な基準が明確には存在

しておりません。令和２年度の目標値は確かに

9.5％と設定しておりますが、世代間の負担を

公平に平準化する観点から言えば、交付税措置

のある有利な地方債を活用することも市政運営

上必要であり、この比率が低ければ低いほどよ

いと言えるものではありません。何％が適正な

のかということになりますが、比率が18％を超

えてしまいますと、地方債許可団体に移行する

こととなりますので、この比率の範囲内を維持

していくことが必要であると考えております。 

  なお、実質公債費比率につきましては、財政

状況の一側面を捉える一つの指標にすぎず、こ

の指標だけをもって財政状況の全てを把握でき

るものではなく、比率が低下したから住民福祉

が増進したと言えるものでもありません。 

  今後とも一つの財政指標だけにとらわれるこ

となく、財政力指数や経常収支比率といった健

全化判断比率以外の財政指標も踏まえ、総合的

に分析を行いながら、健全な財政基盤のもとに
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住民福祉のさらなる向上に努めてまいります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） それでは、再質問をし

てまいりたいと思います。 

  今説明は受けましたが、今回の断念の理由と

いうのが医師会の協力を得られなかったという

ことがそもそも１点になるのではないかと考え

るんですが、前回、６月に質問をさせていただ

いたときに、４月２日に医師会に赴いて情報交

換をして、看護師養成所について理事会で議決

を依頼した、そして後日、新庄市最上郡医師会

から新庄市の看護師養成所について全面的に支

援するという決議をいただいたと答弁をいただ

いております。どういう経過で今回協力できな

いという見解になったのか、その内容について

お話をしているかどうかということを伺います。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 ただいま議

員のほうからお話のありました医師会の部分の

経緯ということでございますが、今お話があっ

たとおり４月２日に理事会のほうに行きまして、

私どものほうで御説明、協力依頼したという形

となっております。それ以降のことにつきまし

ては、これまで議会のほうで逐次関係機関との

状況ということで御報告させていただいてきた

ところでございます。 

  今回、10月７日に文書で見解という形でいた

だいたんですが、私どものほうの理解としまし

ては、それまで医師会としては今議員のほうか

らお話あったとおり協力していただけるという

ような形で認識していたんですが、今回10月７

日にいただいた文書では違った内容になってい

たと。医師会という組織の中でどういった形で

協力から撤回という形になったかというのは、

医師会内部の話という形になりますので、そこ

の協議内容については私どものほうでは把握し

ていないところでございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） これまで、まずお願い

しますと言ってきたわけで、把握できようがで

きまいが、この見解について強力に、どうして

もこの地域に看護師養成所が必要だということ

で進められてきたわけじゃないですか。その中

で、こういう見解が出てきた場合、じゃあ何を

改善すると、どういうふうにしていくと医師会

は協力してもらえるかということについて、お

話しに行かれなかったんですか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 10月７日に

医師会から見解という形での文書をいただいた

んですが、きのうの一般質問の答弁でもお答え

させていただいたんですが、その前段で10月１

日に医師会の会長からこれからこういった文書

を出す予定だというようなお話を聞きました。

その際に、会長のほうと今議員がおっしゃった

ような部分についてお話をさせていただいたん

ですが、医師会として組織の決定があったとい

うような形となったところでございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 医師会が断念を出した

内容によると、今回例えば本計画の凍結、撤廃

を提言すると言っているんですが、医師会との

話し合いの中で、医師会がこういう条件であれ

ば協力は惜しまないよという部分があると思う

んですね。そのことについて、なぜ話し合いで

あったり、医師会の会長でもいいんですけれど
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も、されなかったのかというところが一番疑問

です。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 10月７日の

見解の文書、あと10月１日に医師会会長とお会

いした際は、医師会としてこういった形で組織

決定したというような形で伺ったところでござ

います。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 決定をしたと言います

けれども、でもこれまで賛成を、協力をすると

受けていらしたんですよね。４月２日に医師会

のほうで全面協力するという議決をいただいて

いるわけじゃないですか。これが10月になって、

10月１日までの中で変わったという経緯ですよ

ね。それを納得できますか。これまで協力する

と言っていたのが、10月に入ってできないと言

われたことに対して、執行部のほうはこの看護

師養成所を進めていくことがこの地域の医療・

福祉の向上につながる一つになるわけじゃない

ですか。そして、若者流出をとめるんだという

方策になっているわけじゃないですか。その重

大な、重要な事業を強力に進めていくことを、

選挙のときにも市民の皆さんに約束したわけじ

ゃないですか。そうすると、医師会のほうに説

得、もしくは協力してもらうための条件を提示

して、それを是正して、この撤廃についてもう

一度考えてもらうということができたんじゃな

いかと思うんです。それがなぜできなかったの

かな、なぜしなかったのかなと、そこをとても

多くの市民の皆さんは疑問に思っているわけな

んです。そちらのほうをもう少し明確に、これ

が来たからしなかった、であればその事業を今

まで、何年からですかね、平成23年からですか

ね、進めてきたこれまでのかけた費用にしても

税金なわけです。そういったものが全て無駄に

なるわけじゃないですか。それについての説明

がないわけなんですよ。その説明を求めたいん

ですけれども、この市報に載った内容だけでは

納得がいくものではないですね。そのことにつ

いて、執行部、市役所というのはどういうふう

に考えているのかなというのが率直な質問なん

です。そちらをもう少しわかりやすく答えてい

ただくことができますでしょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 医師会のほ

うについては、これまで随時状況のほうは説明

してきたところでございます。そういったこと

を踏まえて、医師会という独立した組織のほう

で意思決定したというような結果になったとい

うことで捉えているところでございます。 

  あと、説明の部分につきましては、昨日の一

般質問の答弁でもお話しいたしましたが、これ

までいろいろな機会を捉えて説明してきたとい

うような形で捉えているところでございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 市がいろいろなところ

で質問してきたと捉えているという考えと、市

民側からするといろんなところで説明してきた

というふうに捉えていない、この乖離がすごく

大きくあります。 

  12月３日に「看護学校を考える市民の会」と

いうところが新聞折り込みでチラシを出してお

ります。その中で述べていることが、11月１日

に公開質問状を市と医師会のほうに同じ内容で

提出したということなんですね。聞くところに

よりますと、文書での回答を求めたんですが、

担当課長から電話で断ってきたということでし
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た。例えば県に住民が質問した場合、できない

ことであってもできない理由を述べて文書で回

答をしています。市の施策に異議を唱える住民

団体には対応するなという指示があったんでし

ょうか。それとも何か答えるとまずいことがあ

るのでしょうか。少なくとも誠意ある対応とは

思えません。市長は、４期目の当選に当たって

「謙虚に市政を進めていかなければならない」

と述べてくださっています。こうした市民への

対応というのは謙虚な姿勢とは言えないのでは

ないかという声が上がっておりますが、この文

書に対して、質問に対して、こういう対応をし

たということをわかりやすく説明をしていただ

きたいと思っております。 

下山准一議長 叶内恵子さんに申し上げます。た

だいまの質問は通告内容から外れておりますの

で、質問の際はそのことを踏まえて、質問の趣

旨を明確にして発言してください。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） どの部分が外れている

でしょうか。 

下山准一議長 通告内容には、考える会云々の文

言は入っておりませんし、一方的な形での質問

になっていると思います。 

３ 番（叶内恵子議員） 市民は、その質問に対

して答えてくれないというのは、断念した中と

のかかわりというのが、どうして断念したのか

ということを知りたかったわけなんです。 

下山准一議長 そうすると、考える会の件とはか

かわりなく、あなたのほうで断念の理由を聞け

ばいいわけですから。 

３ 番（叶内恵子議員） はい、わかりました。 

  では、医師会の協力を得るために何を改善し

ていくと医師会のほうから賛同が得られたと考

えていらっしゃるんでしょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 先ほど来か

らお答えさせていただいておりますけれども、

医師会として独自の組織としての決定がなされ

たというような形で考えているところでござい

ます。私どもとしましては、４月以降、これま

での状況等を医師会のほうに説明してきました

ので、それを踏まえて医師会のほうで総合的に

判断したというような形で考えております。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 医者も、市民の健康を

守るということを大前提の仕事にしていると思

います。それは行政から頼まれる必要もなく、

使命として仕事をしていると思うんですね。そ

の中で、その業務を、健康を守っていくために

看護師が不足していたというふうにしているの

が一つ大きい理由があるわけで、求めているこ

とに対して決定だから進められなかった。でも、

その決定をどうやったら、行政のほうでこの大

事業をしようとしていたことを、何が足りなく

て、何が医師会の理解を得られなくて進めてい

けなかったのかということについて、内部で何

か検討をされましたでしょうか。どういうふう

にしていったらよかったんだろうと、どういう

ふうに提案していったら理解を、協力を得られ

ていったのだろうということについて、検証等

をされましたでしょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 関係機関で

あります医師会との経過につきましては、これ

まで議会のほうに状況報告ということでしてき

たところでございますが、その際は医師会とし

ましては予算案が可決されない状況ではその次



- 79 - 

の段階のステップに行けないというようなお話

をいただいておりましたので、私どもは予算成

立に向けてこれまで取り組んできたというよう

な形でございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） では、医師会は予算案

が通ったら完全に協力するということを約束し

ていたということの理解でいいということです

ね。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 今回の10月

７日の見解の文書をいただく前につきましては、

私どものほうではそのような形で捉えていたと

ころでございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） そのように捉えてきた

と今おっしゃるわけですけれども、これまで医

師会のほうで協力するということについて正式

に何らか文書であったりというのは、文書をこ

ちらで出して、その文書に対して正式に答えを

もらってきたという経緯はこれまであったんで

しょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 私どものほ

うで５月16日に医師会のほうに協力の文書を提

出したところでございますが、それにつきまし

ては医師会という組織のほうに必ず回答の文書

をいただきたいというような形では申し上げて

こなかったところです。先ほど来、関係機関で

あります医師会の状況をこれまで議会のほうで

報告させていただいたということで申し上げて

きましたが、全ては文書、あるいは確約、ある

いは約束というような形ではなくて、お互いの

信頼関係の中で行ってきたものの状況を報告さ

せていただいたという形でございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） お互いの確約だけで進

めてきていい仕事、事業ではないと思います。

これは市税、税金が投入されている事業なわけ

です。 

  今回、医師会が賛同できないということで反

対をしたわけなんですが……、済みません、ち

ょっと準備していた内容と大変隔たりが出てし

まいまして……。 

  ５月16日付の医師会の協力依頼の文書に、文

書を出したのに文書での回答というのをどうし

て取りつけようとしなかったんでしょうか。正

式な内容をちゃんととっているならば、今回こ

ういうふうな形にはならなかったんじゃないで

しょうか。医師会が理由でやめるということに

つながっていかなかったのではないかと思うん

ですが、どうして文書を出されて文書で回答し

てくださいというふうな形をとらなかったのか

ということを伺います。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 私どもは医

師会のほうに協力要請を依頼する立場でござい

ますので、あとは医師会の判断のほうで回答、

文書を渡す云々ということは、回答文書を提出

するか提出しないかというのは医師会の組織の

決定になるというような形で捉えてきたところ

でございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 
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３ 番（叶内恵子議員） ５月16日に市が出した

文書を見ますと、文書で回答してくださいとい

う内容になっていませんよね。あとは、協力し

てくださいという内容にもなっていないと見受

けたんですが、その文書をもって協力してくだ

さいということをどうして言えるのかなと思う

んですが、いかがでしょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 ５月16日に

提出した文書につきましては、協力の依頼とい

うような形で医師会のほうに提出させていただ

いたところでございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 済みません、ちょっと

資料を持ってきてもいいでしょうか。 

  ５月16日、このタイトルを見ると「開設に向

けた協力の依頼について」ということになって

います。医師会の協力支援がなくては進まない

ものと考えていますと。４月の理事会において

説明をしたけれども、締めくくりのところで

「協力をお願いします」という文章にだけはな

っているんですが、どんな協力をしてほしいの

か、あとは具体的にどういう協力をして、市に

対して今後こういうふうに計画をしていくこと

に対して回答をここで求めなければならなかっ

たのかなと。ただこれは文書を医師会に対して

協力してくださいと依頼として出しただけにす

ぎないという捉え方ができるかと思います。そ

れに対して、じゃあどういう協力をしてもらえ

るのか、いつまで回答をもらえますかというこ

とをこの段階でなぜ確約的にできなかったんで

しょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議員のお考

えはお考えとして今伺ったところでございます

が、先ほど来からお答えさせていただいており

ますように、私どもとしては回答を出す、出さ

ないというのは医師会の組織決定のほうに任せ

たところでございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） そうしますと、今回看

護師学校を進められなかった、中止せざるを得

なかったというのは、医師会の責任だというこ

とで完結をしてよろしいということでしょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 これまで市

議会、10月８日の行政報告、あと市報11月号で

も経緯については説明してきておりますが、今

議員がおっしゃったようなことは一言も発して

いないところでございます。医師会の協力を得

られないという部分は、これまで行政報告、市

報11月号で触れさせていただいておりますが、

それ自体も大きな理由の一つではありますが、

それにより県の指定要件の全てに影響が波及し

ていくことも包含した形での諸要件を調えるこ

とが困難になったということで、矮小化を避け

た表現で御説明させていただいたところでござ

います。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） そうしますと、進めら

れなかったところを是正して、修正をすると、

進められたということだと思うんです。じゃあ

どの部分が難しかったのか、どの部分が進めら

れない大きな壁となったのか、そのところをも
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う少し詳しく説明いただきたいと思います。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 諸要件を調

えることが困難になったというような形の表現

で、市報11月号では説明させていただいたとこ

ろでございます。その内容につきましては、こ

れまでも議会のほうに御説明してきたところで

はございますが、県の指定要件としては大きく

６つございます。１つ目が看護教員の採用、２

つ目がカリキュラムの作成、３つ目が実習施設

の確保、４つ目が財政計画、５つ目が学生確保

の見込み、６つ目が関係団体の同意というよう

な形になっておりますが、医師会のこのたびの

見解は関係団体の同意に影響するというような

形で判断したところでありますが、関係団体の

同意以外の指定要件のほうにも間接的に波及、

影響していくというような形で捉えたところで

ございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） その間接的に影響を及

ぼしていくと捉えた部分というのは、具体的に

どの部分だったんでしょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 県の指定要

件であります看護教員の採用、カリキュラムの

作成、実習施設の確保、財政計画、学生確保の

見込み、こういったものに間接的に波及、影響

していくというような形で捉えておりますが、

それぞれ個別に申し上げますといろいろな項目

がございますので、例えばカリキュラムの部分

で言えば、医師会の協力を得られないという形

になると、国のほうのカリキュラムの部分では

もうカリキュラム自体決まっていますので、別

な形で対応しなければならないというような形

も出てきますし、看護教員につきましても医師

会のほうには非常勤講師というような形でお願

いしたいなというようなことでは考えていたと

ころなんですけれども、そういった部分につい

て協力が得られないということであれば、影響

が波及していく部分があると捉えているところ

でございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 具体的にそのカリキュ

ラムは、今中心となってカリキュラムを作成し

ている先生方となり得る職員の方々がつくられ

てきたかと思うんです。そのカリキュラムの中

で、医師会の先生方が非常勤講師としてどのく

らい関与してもらえるのかということについて、

もうちょっと具体的に医師会の先生方とお話し

されたんでしょうか。そして、この科目につい

ては医師会の先生方が、例えば内科のこの先生

はこのカリキュラムについて教えられます、も

しかしたら産婦人科についてはこの先生が教え

られます、そういったことの話し合いまでされ

たんでしょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 これまでの

議会の中でも、その部分のお話については答弁

させていただいておりますが、先ほどお話し申

し上げたとおり、医師会のほうでは予算が可決

してから具体的な話を詰めていきたいというよ

うなお話をいただいていたところでございます。

あわせまして、私どものほうとしましても、カ

リキュラムがある程度固まってからこういった

授業項目については医師会のほうに担っていた
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だきたいというようなことのお話をこれからし

ようと思っていたところでございますので、今

議員からお話があった部分についてはそういっ

た状況でございました。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 予算が可決する、しな

いというのは、行政のほうはこのことをすごく

やっぱり事業を進めていく上で重要視するんで

すけれども、カリキュラムのことであったり、

実際の教育の現場ということを進めていく場合、

そのカリキュラムを充実させていくことが最初

に前提にあると。それは私の考えになるかと思

うんですが、事業を進めていく上で予算、お金

の部分はもちろんですけれども、どういう生徒

に来ていただいて、どんな看護師を育てていく

のかということが、学校をつくっていくにはす

ごく重要なことで、そうしますと必ずやらなけ

ればいけないカリキュラムの中で新庄最上の医

師会の先生方がどのカリキュラムにどんなふう

に講師として入ってもらえるのかということを

事前にお話しして、どのくらいの協力を得られ

るのかということは早い段階でやってこなけれ

ばならなかったことだと思うんです。 

  なぜかというと、指定要件について、その項

目は全国一律で決まっていることじゃないです

か。決まっていることがわかっているわけです

よね。そうすると、厚生労働省でカリキュラム

を見直すという作業を今年度やっていますけれ

ども、それで変わってくる部分もあったとして

も、基本的な部分の強化というのはわかってい

るわけで、それに対してじゃあどの程度まで医

師会の先生方が外部講師として協力してもらえ

るのかということは、もうちょっと早い段階で

できたのではないかと単純に、シンプルに思う

わけなんです。 

  平成23年からずっとこの構想を温められてき

て、議会のほうにも提示があって、すごい長い

期間があるわけですよ。その中で、どのくらい

協力してもらえるのか、何人の先生に協力して

もらえるのかということは、話し合いを重ねる

ことができてきたのではないかと思うんです。 

  そういった部分について、本当にシンプルに

免許の申請のあり方とその申請内容を踏まえて、

だけでも思うんですが、そういった話し合いを、

協力をすると医師会は言ってきたわけですから、

どういう教科についてどういう形で協力するの

かということをなぜ話してこられなかったのか

なというのがシンプルに疑問なんです。今まで

も説明してきましたとおっしゃいますけれども、

具体的にどういった協力を依頼するのかという

ことまでは、文書を見てもやっぱり触れてはい

ないんですよね。看護学校をするので協力をお

願いしますと、看護学校をするのでこの部分に

ついて講師としてお願いします、じゃあその講

師としてどういう教科をお願いできるのかとい

うことにつながってくると思うんです。先生も

やっぱり専門分野じゃなければ教えられないと

思うんですね。もしかしたら勉強し直さないと

教えられないという現状もあるかもしれないん

です。そういった相手方の状況にも立った協力

の仕方ということが必要だと思うんですが、こ

の文章からはちょっとそれは見えないなと。協

力依頼からは。 

  そのことについては、私も質問をしていなか

ったと思うんです。なので、そのことについて

はどういうふうに内部で考えて、協力依頼を具

体的にしなかったのか、あるいは今後やろうと

思ってきた、でもそれじゃ遅いわけですよね。

だって開校が最初は令和３年と言っていたわけ

で、その後国のせいで令和４年に延ばしたわけ

じゃないですか、カリキュラムのせいで。でも、

その間というのはすごく短くて、もしかしたら

講師としてもう一回勉強し直さなきゃいけない

という状況になった場合にすごいやっぱり、

日々の業務をしながらそういった勉強もしなけ
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ればいけないとなった場合、大事な看護師を育

てるために中途半端なことを教えられないじゃ

ないですか。そうすると、もっと早い段階で具

体的な協力依頼というのができたと思うんです

よね。それをなぜしてこなかったのか。このい

ろんな文面からは、何を協力するのかというこ

とに対しては全く見えてこないんですね。そち

らはどう考えてきたのかを伺います。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 医師会のほ

うには、非常勤講師、実習施設の受け入れ等に

つきまして協力を要請したいなというような形

で考えておりましたが、今いろいろ議員からお

話ありました非常勤講師、カリキュラムの件に

ついては、カリキュラムがはっきり定まった段

階で非常勤講師のほうを依頼したいと考えてお

りましたので、５月16日の文書云々、あるいは

その後の経過云々につきましては、これまで議

会のほうに報告させていただいた内容と同じで

ございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） カリキュラムができて、

そして医師会のほうに講師としてお願いします

といった場合に、できないとなった場合はどう

いうふうに是正していくつもりだったんですか

ね。その科目について教えられる先生は内部に

いませんとなった場合、どのようにしていこう

としていたんでしょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 仮定のお話

になっているのかなと思っておりますが、もし

医師会との関係がそういった状況になったとす

れば、その段階で判断させていただきたいなと

いう形で考えております。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 医師会からの文書、先

ほど市長もかいつまんでおっしゃったので、私

も医師会の見解というのをちょっと読ませてい

ただきます。 

  「当地域にとって、看護師不足は喫緊の問題

となっています。このため、新庄市が看護師養

成所を設立するという話が持ち上がってきたと

きに、当医師会としては公益に資すると考え、

講師派遣などに協力してもよいと考えていまし

た。しかし、計画内容が明らかになるにつれ、

年間8,000万円もの赤字、人口減による生徒募

集の困難、養成所予定敷地の不適切さなど、多

くの問題が出てきました。さらに、市のさきの

市長選挙では看護師養成所反対票が約半数を占

め、市民は看護師養成所を要望しているとは思

われない状況です。こうしたことを鑑み、当医

師会理事会は９月理事会において次のことを決

議いたしました。１つ、赤字経営が明らかであ

り、かつ生徒募集困難など、継続に難があり、

さらに民意にそぐわない計画には賛同できず、

また協力することもできない。２つ、市民の税

金が無駄に使われることは看過できないため、

本計画の凍結、撤廃を提言する」という内容に

なっているわけです。 

  この医師会が見解を出してくれた内容を払拭

できれば、医師会は協力をしたのではないので

しょうか。その努力というのは、なぜされなか

ったんでしょうか。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 議長、田宮

真人。 

下山准一議長 看護師養成所開設準備課長田宮真

人君。 

田宮真人看護師養成所開設準備課長 今、医師会
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の文書の中でいろいろな項目について御指摘さ

れていたというような形となっておりましたが、

その部分については我々取り組んできたという

ような形では認識しておりますが、結果的には

こちらの見解は医師会という独立した組織の決

定というような形で捉えたところでございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 以上です。 

下山准一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時５１分 休憩 

     午前１１時００分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  代表監査委員大場隆司君より欠席届が出てお

りますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

佐藤悦子議員の質問 

 

 

下山准一議長 次に、佐藤悦子さん。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 日本共産党を代表いた

しまして、質問いたします。 

  最初に、小中一貫、そして学校統廃合は問題

が多いのでやめるべきではないかということに

ついてお聞きします。 

  新庄市では、３つの小学校と１つの中学校を

統合した萩野学園に続いて、明倫学区小中一貫

校建設を進めています。さらに、新庄小中学校

を施設一体型の一貫校の建設計画も公表してい

ます。また、本合海小、升形小、八向中につい

て、学校統廃合の方向に向かおうともしている

ように思います。 

  その計画の中心は、小中一貫教育校づくり・

学校統廃合計画です。子供の数が減ったからと

いうのが大きな理由になっていますが、学校の

規模の大小と教育内容の充実は必ずしも比例す

るものではありません。複式、少人数学級でも

教育研究、教育実践によって一人一人の子供に

豊かな学力を保障してきているのではないでし

ょうか。見解をお伺いいたします。 

  ②として、複式解消のために市独自で教員を

配置できると聞いております。新庄市ではその

考えはないか、お聞きします。 

  ③として、小学校は地域づくりの核となって

います。地域に小学校がなくなることによる地

域の自治力の低下があるのではないでしょうか。 

  ④として、小中一貫校の教育効果はあったと

言えるでしょうか。中１ギャップ、中１の不登

校は減ったと言えるでしょうか。高学年として

の意識、中学生としての自覚を持たせられてい

るでしょうか。小学校文化と中学校文化の潰し

合いになって、それぞれの発達段階を保障した

教育実践がしにくくなることによる窮屈さは、

大変な問題ではないでしょうか。 

  ⑤として、教員の多忙、長時間労働が大問題

となっております。超過勤務の比較はどうでし

ょうか。 

  大きな２つ目の質問は、気候変動、温暖化防

止対策についてです。 

  国連の気候変動に関する政府間パネル（ＩＰ

ＣＣ）は、地球温暖化がこのまま進めば、今世

紀末には海面上昇が1.1メートル、世界の漁獲

量が最大で24.1％減少すると予測しています。

現在でも記録的な猛暑、暴風雨、竜巻、干ばつ

などが起き、新庄市も災害が起き、多くの人々

の暮らし、命を脅かしています。まさに気候変

動、温暖化防止対策は待ったなしの状況だと考

えます。 

  そこで、①として温室効果ガスの削減のため

に、ごみの焼却量を減少させねばならないと思

います。ごみの総排出量、焼却量は、新庄市は
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減少させるようにできているでしょうか。 

  ②として、事業系廃棄物の自治体への焼却処

理の押しつけ阻止の運動を進めるべきではない

でしょうか。徹底分別をさせ、資源化させるべ

きではないでしょうか。 

  ③として、あらゆる施設に冷たい水道やお茶

まではいいかどうかわかりませんが、とにかく

冷たい水道ですね、こういうものを飲める装置

を置いて、自動販売機を減らし、ペットボトル

を使わない運動を進めるべきではないかと思い

ますが、いかがでしょうか。 

  ④として、森林皆伐による豪雨・土砂流出災

害の危険が増しているように感じます。皆伐で

はなく、間引いてやるような間伐へ、そして植

林の責任を負わせるべきではないかと思います

が、いかがでしょうか。 

  ⑤として、市民とともに再生可能エネルギー

の促進施策を進めるべきではないかと思います

が、お考えをお聞かせください。 

  大きな３つ目の質問は、少子化・人口減少に

対する対策についてです。 

  ①として、市立看護学校推進の市長の狙いは

人口減少対策だと市長はおっしゃっておりまし

た。「人口減少を抑えるため、若い女性に地元

に残ってもらう」を大事な施策だと強く言って

いたのが思い出されます。しかし、賃金の低い

不安定な職場環境が多い現状があります。これ

では学校があっても地元に就職する人が少なく

なってしまいます。 

  地域の人口減少を食いとめるために重要なの

は、全国一律の最低賃金にすること、しかもそ

の金額を暮らせるような賃金に大幅な引き上げ

をさせるということが全国的に必要なことでは

ないでしょうか。そのことが新庄市の若い人た

ちが安心して暮らせて、仕事にもつくことがで

きる、必ずついていくことができる、そのこと

ではないでしょうか。そのためには、中小企業

への支援を大幅にふやす必要があります。そし

て、暮らせる賃金というのは最低時給1,500円

です。1,500円あって初めて１人でアパートに

住んだり、ここでは車が必要だったりしますが、

それも含めて暮らせる賃金なんです。今の700

円台では、はっきり言って生活保護以下とも言

われております。この最低時給1,500円に上げ

るよう、市長としてあらゆる機会を捉えて進め

られるようにすることが重要ではないか。これ

が私は少子化・人口減少に対する対策として、

市長の姿勢として、非常に大事な点だと考えて

おります。 

  ②は、類似団体と比較して新庄市の市職員数

は100名以上不足しているのではないかという

ことです。また、平成15年と平成30年を比較し

て、職員１人当たりの事務事業数が1.83倍にな

ると担当課からお聞きしました。その一つ一つ

の事務も、法律改正が進んで複雑化しておりま

す。その結果、市職員の病休数も増加している

のではないでしょうか。看護師学校を優先する

余り、市職員や市民に多大な負担をかけてきた

のではないでしょうか。市民福祉充実の、市民

に優しい市役所にしていくべきだと思います。

そのために、市職員を女性の正規職員を中心に

大幅にふやす立場が必要ではないでしょうか。

女性の正規職員化こそ、安心して子供を産み育

てる経済的な土台ではないか。市長の考えをお

聞きします。 

  ③として、看護師養成所推進の支出は、中止

と言っただけでは消えません。市長の責任のと

り方として、市長報酬の半減及び退職金の返上

などでこの金額を捻出するように努力するべき

ではないでしょうか。 

  よろしくお願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきますが、小中一貫校等に関
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する答弁については教育長に最後にさせますの

で、よろしくお願いいたします。 

  初めに、御質問の気候変動、温暖化防止対策

についてお答えさせていただきます。 

  １点目のごみの排出量、焼却量についてでご

ざいますが、本市の廃棄物処理の現況としまし

て、生活系一般廃棄物、事業系一般廃棄物とも

に減少している状況でございます。廃棄物が搬

入され、エコプラザもがみ、リサイクルプラザ

もがみで処理される量は、可燃ごみ、不燃ごみ、

資源物として、ペットボトルを合わせると平成

26年度１万4,133トン、平成30年度は１万3,581

トンの搬入量で、約４％の減量となっており、

年々減少傾向にあります。特に新庄最上定住自

立圏形成ごみ減量化対策推進協議会で家庭系ご

みの分別表の統一、事業系一般廃棄物ガイドラ

インを作成し、事業者への説明会の実施、収集

事業者の方への周知を行ってきたことが、減少

した要因となっております。 

  今後も引き続きごみの排出抑制やリサイクル

推進運動について、市報、ごみ分別カレンダー

を利用し、減量化に向けた啓発活動を推進して

まいります。 

  次に、２点目の事業系廃棄物の焼却処理につ

いてでございます。 

  令和元年５月20日付通知のありました廃プラ

スチック類等に係る処理の円滑化等についての

ことと思いますが、この通知では平成29年度末

から中国を初めとする海外による廃プラスチッ

ク輸入禁止措置により、国内で廃プラスチック

類の処理に支障が出ている産業廃棄物について、

一般廃棄物処理施設で処理できるよう、技術的

助言の通知がありました。 

  施設を所管する最上広域市町村圏事務組合エ

コプラザもがみでは、処理能力に余力がなく、

受け入れできないと回答しているところでござ

いますので、御承知おきいただきたいと思いま

す。 

  ３点目の各施設へのウオーターサーバー等の

設置で自動販売機、ペットボトルを使わない運

動を進めるべきとの御質問でございますが、機

器の設置につきましては一部の施設利用者の方

の利便性は向上するかもしれませんが、初期投

資や維持管理、設置により使用する電力や紙コ

ップなどの経費を増加させることが予想されま

す。 

  ペットボトルのみならず、廃プラスチックの

減量化につきましては、市民皆様がマイボトル、

エコバッグを持参するなど、すぐにできること

からごみの減量化に努めていただけるよう啓発

を行ってまいります。 

  ４点目の森林伐採についてでございますが、

伐採については森林法第10条の８に規定されて

いるとおり、森林所有者は事前に伐採届の提出

義務が課せられ、届け出なしでの伐採は禁じら

れております。さらに、届け出内容には伐採後

の造林の方法、期間及び樹種などの要件を記載

しなければならず、植える・育てる・取る・利

用するという森林資源環境サイクルが確立され

ていると考えております。 

  土砂流出についてですが、昨年の８月に起き

た豪雨災害時に、森林伐採後の土地が崩れたと

の報告はございませんでした。多くの伐採地は、

灌木や地被類で覆われており、土砂流出まで至

らなかったと考えております。 

  ５点目の再生可能エネルギーの促進施策につ

いてでございます。 

  再生可能エネルギーにつきましては多種多様

にございますが、特に家庭での利用者が多い太

陽光発電は日光の当たる場所であれば発電がで

きる一方、気候条件により発電出力が左右され

ることや、日没後は発電できないこと、また事

業者用、家庭用とも導入コストが高いと言われ

ています。 

  本市としましては、地域の特性に合致し、ま

た継続して利用できる再生可能エネルギーの利
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用を推進する考えであります。 

  市民の方々への広報も重要でありますので、

本市地球温暖化対策協議会と連携し、啓発活動

に努めてまいります。 

  最後になりますが、地域や家庭における「も

ったいない」と思う心を育て、日ごろから実践

できるごみの減量化、資源化の推進を行うこと

が、地球温暖化対策や気候変動対策につながり

ます。市民の皆様に御理解いただけるよう周知

してまいりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  次に、少子化・人口減少に対する御質問であ

りますが、最低賃金制度は労働者に賃金の最低

額を保障することにより、労働条件の改善や労

働者の生活の安定を目的としたセーフティーネ

ット機能を果たす制度であり、最低賃金の額は

地域における労働者の生計費及び賃金並びに通

常の事業の賃金支払い能力を総合的に勘案して

決定することとされ、今年10月発効の山形県最

低賃金は790円で、他の14県とともに全国で一

番低い金額でした。 

  御提案のありました全国一律にした大幅な最

低賃金額の引き上げについては、地域ごとの実

情を勘案するという現行制度上、難しいと認識

しております。 

  また、賃金の額を上げることができるように

中小企業への支援を大幅にふやすべきとの御提

案につきましても、市として実施することは困

難であると考えております。 

  市では、現在、商談会など出展支援事業費補

助金や新製品開発支援事業費補助金などの助成

制度や、人材育成推進確保対策協議会において

関係機関と連携した企業の人材育成や人材確保

の支援など、企業の経営力向上を目的とした支

援策を実施しております。今後、これらの施策

を継続、また拡充を図ることで、企業が自発的

に賃上げすることができる環境整備につなげて

まいりたいと考えております。 

  次に、職員数などについての御質問でござい

ます。 

  議員御指摘のとおり、市町村を取り巻く環境

については大きく変化しており、少子化・人口

減少社会にどう対応していくか、そして新たな

行政需要への対応など、行政に期待される業務

は増加傾向にあります。 

  一方、本市においては、行財政改革大綱を定

め、長年改革に取り組んでおり、行政サービス

の提供主体の多様化などを進め、社会教育施設

や火葬場など20施設では指定管理者制度を活用

し、保育所についても民間へ移管するなど、民

間のアイデアを生かしながら施設を運営してい

るところであります。 

  これらの手法を活用することで、職員数につ

いては平成20年の347人から、平成31年４月１

日には279人と、11年間で68人の減と効率的な

行政運営に努めているところであります。 

  総務省が公表している類似団体職員数の状況

ですが、新庄市が属する区分は人口５万人未満、

産業構造２次、３次が90％未満かつ産業構造３

次が55％以上のグループに入りますが、このグ

ループの127団体中、一般行政の職員数で上位

から９番目に少ない職員数となっております。 

  次に、市民の福祉を充実させるために、また

優しい市役所をつくるために、女性の正規職員

をふやしてはどうかとの御質問でありますが、

市民の福祉を向上させることなどは最重要視す

べき事項と考えております。これらを女性職員

が優先して担うべきものとは考えておらず、女

性職員も男性職員においても、ともに市民目線

に立った行政サービスを提供してまいりたいと

考えております。 

  今後におきましても、職員の人材育成を図り

ながら、職場での健康管理にも注意しつつ、さ

まざまな行政ニーズに対応してまいります。 

  最後に、看護師養成所の開設につきましては、

これまで令和４年４月の開校を目指し、昨年の
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６月議会において看護教員職の給料表を定める

給与条例を可決・成立したことを受け、今年度

の職員採用に向け募集を開始し、看護師養成所

開設準備課の設置につきましても、ことし２月

の臨時会において御可決いただき、準備を進め

てきたところでありました。 

  自宅から通学できる看護師養成所を開設する

ことで、看護師免許を持った人材を育て、新庄

最上地域の医療・福祉の自立を目指してまいり

ましたが、断念せざるを得ない状況になり、事

業の中止と判断したところであります。 

  市長の責任という質問でございますが、土地

の取得につきましても昨年の９月議会において

本町地内の候補地取得を前提とした補正予算の

議案を上程し、御可決いただきましたが、建設

スケジュールの変更により、交付税措置のある

有利な地方債を活用することができなくなった

ことから、土地開発基金により先行取得したと

ころでございます。 

  この土地の取得、看護師養成所開設準備課の

設置、看護教員の採用などを含め、いずれも新

庄市議会で御可決いただいた内容を執行したも

のでありますので、議会が審議・可決した内容

の履行であることを御理解いただきたいと思い

ます。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

  最後に教育長から答弁させますので、よろし

くお願いいたします。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

下山准一議長 教育長高野 博君。 

高野 博教育長 小中一貫・学校統廃合は問題が

多いのでやめるべきということについてであり

ますが、議員御指摘のとおり、現在は萩野学園

に続いて明倫学園の令和３年４月開校を目指し

て粛々と準備を進めている状況であります。 

  また、本市の教育の柱として、小中一貫教育

の推進を掲げ、９年間の継続した指導により、

個を大事にする情操豊かな人間性あふれる新庄

人を育む教育を実現していくことを目指してお

りますが、その基本的な柱をもとに、平成30年

３月策定の新庄市立学校施設整備計画において、

今後の学校施設の整備に当たっては各中学校区

において小中一貫教育校として整備していくこ

とを基本に進めていくこととしております。 

  なお、八向中学校区につきましては、構成３

校の小規模義務教育学校や新庄中学校区義務教

育学校への合併、そして新庄中学校区及び日新

中学校区義務教育学校への分割合併の３つの案

を示しながらも、その方向づけへの協議が広く

当該地域の住民を含めて相応の時間が必要と考

えられることから、八向中学校区の３校につき

ましては主にその長寿命化を図っていく計画と

しております。 

  通常学級において、複式学級がある八向中学

校区の教育活動につきましては、３校共通の研

究テーマを設定するとともに、９年間で目指す

子供の姿を共有し、一貫した方針で研究や実践

を進めております。一人一人の思いや考えを大

切にしながら、子供同士の対話や協働的な活動

を重視した事業づくりを推進し、少人数のよさ

を十分に生かした指導をしております。 

  教員の配置の基準となる学級編制については、

「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定

数の標準に関する法律」に基づき、１学級当た

りの上限児童生徒数に応じて学級数が算定され、

この児童生徒数や学級数に応じた教職員が各校

に配置されることになります。 

  複式学級については、小学校１学年を含まな

い２つの学年で16名までが上限となっており、

今年度、市内の小学校では複数の学校で複式指

導を行っておりますが、市独自の教員の配置は

行っておりません。 

  次に、地域づくりの核となっている小学校が

なくなることによって、地域の自治力低下につ

ながるのではないかという点につきましては、

これまでの小学校にかかわる行事や活動がなく
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なり、これまでより大きな枠組みでの人とのか

かわりなどが出てまいりますが、このことを契

機として地域での話し合いが進められ、新たな

枠組みの地域住民の仲間意識や結束力が高まる

ことも期待されます。地域での目的意識を見出

し、主体的に活動していくことが、新たな地域

と学校との連携・協力へと発展していくものと

考えております。 

  小中一貫校の教育効果につきましては、開校

５年目となります萩野学園においてさまざまな

成果が報告されております。主な内容として、

４・３・２のブロック制による中１ギャップの

解消、９年間の縦のつながりを重視した異年齢

交流による社会性の向上、中期ブロックからの

教科担任制による専門性を生かした教育の充実

などが挙げられております。 

  義務教育学校のよさである９年間を見通した

教育課程を編成することにより、これまでの小

学校と中学校の教育文化を統合させながら、連

続性と一貫性のある教育活動が行われておりま

す。 

  次に、義務教育学校における教員の多忙、時

間外勤務の他校との比較についてでありますが、

10月と11月の出退勤時刻については小中学校と

比較して時間外勤務が多いという結果は見られ

ませんでした。また、学校からも小中学校と比

較し、特に多忙化はないと聞いております。 

  なお、時間外勤務が多かった教職員について

は、義務教育学校ならではの理由ではなく、校

務分掌や入試事務などの理由が主なものでした。 

  開校した年は、新しい学校ということで多忙

なときもあったかと思いますし、現在も４・

３・２のブロック制できめ細やかな指導をして

いくことにより、教職員同士の情報共有等、打

ち合わせなどに時間がかかる場合があることも

事実です。今年度は、国や県の加配として学校

統合加配など、短時間勤務を含め７名、萩野学

園に配置しております。また、市からは個別学

習指導員を３名配置し、児童生徒の支援をして

おります。さらに、教頭３名、教務主任３名の

職員を初め、担任、担任外を含めて多くの教職

員がチームとして学校運営にかかわっておりま

すので、今後も効率よく業務を進め、時間外勤

務を減らしていくよう努めてまいります。 

  以上であります。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 教育長のほうから１番

について、少人数のよさを十分に生かした教育

をしているということで、大変ありがたいこと

だと感じています。 

  しかし、全体的には実は少子化、子供が減っ

ているということで、学校統廃合が加速されて

いるような気がいたします。小規模校では切磋

琢磨ができないとか、複式学級になると学力が

低下するとか、一部の教育委員会で流布されて

いると聞いております。当市ではそうではない

ということですね。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

下山准一議長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 小規模の学力ということ

についてでございますけれども、小規模といい

ますと学年１名、２名のところもありますが、

１桁のところもございます。一概に小規模だか

ら学力が高いとか低いとかということは、学校

比較ではなかなか言えないのかなと思っており

ます。 

  いずれにしても、その学級に応じて学力をつ

けていくということは認識しているところでご

ざいます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） もっと大きな見方で、

岩手県教育委員会が2018年、複式学級の児童の

学力は、全県平均と比較したところ２年連続で

複式学級の児童のほうが学力が高いということ
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を見出しております。正答率の比較では、国語

が1.1％、算数では4.5％、理科は2.4％、社会

は2.5％と、それぞれ複式学級のほうが高かっ

た。特に算数の差が大きかったようです。 

  また、もっと大きな団体的に調べた結果です

が、文部科学省の全国学力調査で好成績をおさ

めた事例というのでも、全学年単級の小規模中

学校、生徒数約60名、2009年の調べですが、僻

地指定１級という学校で、正答率が国語、数学

ともに全国平均を上回っております。とりわけ

活用を調べるＢ問題で著しいことが示されてい

ます。この当該校の正答率は、国語で9.3％、

数学では17.9％も全国平均を上回っていました。 

  不登校の出現率やいじめの発生率は、小規模

校では少ないと言われています。そして、大規

模校では増加傾向にあると言われ、小規模校対

大規模校での差が拡大していると言われており

ます。 

  地域の子供は地域で育てるという考え方こそ

大事ではないでしょうか。学校は、地域の文化

センターであり、災害時の避難所でもあります。 

  個々に応じた丁寧な指導ができるという小規

模校のよさを生かし、最大化するために、例え

ばテレビ会議システムを使った遠隔授業の導入、

あるいは複式学級の指導のあり方についての教

員研究で後押しする、こういったことも必要か

と思いますが、どう考えておられるでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

下山准一議長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 小規模校の学習について

でございますけれども、学力については恐らく

議員おっしゃるように目が届くということと、

それから複式学級の場合は間接学習といって自

分で学習を進める時間もございますので、学び

方という点については非常に伸びていくのかな

と思っているところでございます。 

  新庄市の場合についても、研修会を設けてお

ります。昨年度は東北の僻地の研究会というこ

とで、八向学区でも３校ですばらしい実践をし

ていただきました。また、私どもの学校訪問で

も、複式の指導の仕方ということについて今後

も指導しながら、研修を深めてまいりたいと思

っております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） １の③に関してですが、

萩野学園ということで、小学校がなくなった地

域の人口減少が加速しているように感じますが、

その点についてどう把握しているでしょうか。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

下山准一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 小学校がなくなったこと

による人口減少については、こちらのほうでは

把握していないところです。議員おっしゃって

いることは、小学校がなくなることによってこ

れまでの枠組みの関係性という点から見れば懸

念されるところがあるということだと思います

けれども、まずは将来を見据えて、子供たちに

とってどのような教育環境がいいのかというこ

とを第一に考えていくことが必要で、そして地

域や保護者の方に支えていただくという関係性

であると思いますので、地域におきましても新

たな枠組みの中で今後の地域づくりを考えてい

くべきだと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 小学校を失った地域に

子育て世帯が戻ることは難しいとも言われ、過

疎化が加速され、地方創生どころではなくなっ

てしまう傾向があるのではないかと思いますが、

再度お願いします。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

下山准一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 人口減少傾向ということ

自体がそういう状況をもたらしていくというこ

とでありますので、その中でどうやって今後維
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持していくかということを考えることが必要か

と思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 現在、萩野学園として

は、学年２学級を予定されていたけれども１学

級になり、現在の教室の広さ、設備には児童生

徒が入り切れない。無理に統廃合を進めた責任

は私はあるというふうに感じます。市独自に２

学級にできるよう、教員の配置などもやっても

いいのではないかと思いますが、どう考えるで

しょうか。 

  2006年の市町村立学校教職員給与負担法改正

で、市が教職員給与を負担して、独自に任用す

ることができるようになったと聞いていますが、

そういう意味でも、どうでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

下山准一議長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 現在ある義務教育学校に

ついての職員の配置ということでございますけ

れども、先ほど答弁にもありましたように、現

在の学校では加配を含め担任と担任外と言われ

る職員を多数配置しております。その他、市か

らもさまざまな職種として児童生徒の支援に当

たっております。教頭、教務主任の数から見て

も、かなり恵まれている教職員なのかなと思っ

ているところでありますので、特に今の義務教

育学校のために配置をするということは考えて

はございません。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） しかし、教室に入り切

れないような施設、設備の不十分さでは、指導

が非常にしにくくなっているような気がします。

そういう意味では、教室をせっかくつくってし

まったのを壊すわけにもいきませんから、２学

級にしてでも、少人数にして配置するというこ

とも考えるべきではないかと私は思いますので、

そこも要望ということで、残念ながらそれは引

いておきます。 

  次に、地域力を高めるためには首長や教育長

の住民増という施策が重要と考えます。例えば

児童生徒が少なくなっている地域に対する増加

させる施策として、小規模特認校制度とか山村

留学制度とか、こういったことをやっている自

治体が出て、それが功を奏して子供たちがふえ、

子育て世帯がそこに住み、ふえているという自

治体が生まれております。そういったことは検

討はどうでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

下山准一議長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 児童生徒数ということに

つきましては、新庄市も課題だと思っておりま

す。それで、子供たちの適正な学習の集団も含

めて、特色ある教育ということで小中一貫教育

を全学区で行っているところであります。 

  全国的に他県からの入学を認めるということ

で申請して、実績があるところも承知しており

ますが、今のところ参考にさせていただいて、

検討はまだしていない状況でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 義務教育完全無償化を

行って、住民がふえ、学校を活性化させている

自治体もあります。学校統廃合では人口減を進

めるだけではないかと思います。そういう立場

で、首長、教育長として私は考えていただきた

いということもつけ加えさせていただきます。 

  今、小中一貫教育で子供に特色ある教育とい

うふうに言っていますが、小中一貫校導入の理

由として中１ギャップの解消、つまり中学校文

化が小学校と異なり、中学でいじめや不登校が

ふえるので、段差を滑らかにするために一貫校

にするということで、新庄市も小中一貫校づく

りにいっているわけです。ところが、2014年の

国立教育政策研究所から出された「「中１ギャ
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ップ」の真実」という文書には、中１ギャップ

には科学的根拠はないとされております。以来、

ほとんどの自治体では使われなくなったと言わ

れております。御存じでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

下山准一議長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 国立教育政策研究所で出

している生徒指導関係の資料のことかと思いま

すが、確かに「「中１ギャップ」の真実」とい

うことで、これは根拠がないということではあ

りますけれども、中身によりますと教員の研修

の計画の内容でございまして、つまり体制とか

建物が原因で不登校とか問題が起きているので

はなくて、教員が小学校から連続して中学校を

見ていくということが大事なんだということが

趣旨だったように思っております。今回、全国

サミットの資料もちょっと見たんですが、中１

ギャップという言葉はまだ使っている自治体も

ありましたので、今後、このギャップというこ

とについてはどちらかというと、当然４・３・

２のブロックで言いますと解消されますので、

むしろ課題についてはギャップというよりも９

年生のゴールの姿とか、そのあたりに課題も変

わってきておりますので、いろいろ参考にしな

がら推進していきたいなと考えております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 中１ギャップには科学

的根拠がないと、文部科学省の国立教育政策研

究所で出している文書で、中１ギャップという

のは科学的に裏づけられたものではありません

というふうに言っておりまして、今後、私は新

庄市ではこれは実は使うべきものではないと考

えます。 

  また、小中学校の文化の違いが中学生の問題

行動になっているというロジックは通用しなく

なっています。小中学校を接続するために考案

された４・３・２制のカリキュラムも、効果が

必ずしも実証されているわけではありません。

新たに浮上したデメリットとして、一貫校の６

年生問題があります。ちょっと小さくて大変失

礼なんですけれども、２つ資料がありますが、

一貫校の場合、６年生の子供の自信が落ちてお

ります。こちらは対教師関係、子供の意識比較、

小学校６年生、これは施設一体型の小中一貫校

ですが、がくっと落ちております。６年生の対

教師関係が非常に意識が落ちている。施設分離

の連携校というのは高いんですが、今の沼田、

明倫みたいなのが施設分離型だと思いますが、

そういうふうに小学校は小学校、中学校は中学

校で育てたほうが対教師関係、子供の意識は６

年生の段階でも低くならないんです。６年生が

大事にされているんですね。４・３・２体制で

は問題があるということです。 

  数百名規模の施設一体型の４つの小中一貫校

に勤務する教員にアンケートをとった結果があ

ります。そこには、小中接続部の問題がありま

す。「小学校６年生を最高学年として位置づけ

て指導できない」「萎縮させてしまう」という

ことです。そして、７年生の担任からは、「中

学生としての自覚を持たせる指導が難しい」

「中１の担任としてこんなに苦労するのは初め

てだ」という状況で、中だるみするということ

です。これは非常にもったいないことです。 

  各学校を回っている通級指導の先生が「一貫

校の子供は幼い」と指摘しているというのは、

重いものがあると思います。 

  中学校の定期テスト、50分授業、制服、教科

担任が５年生から、そして自由に遊ぶ場所、時

間が制限される、子供たちが窮屈な思いをして

いるという心配の声があります。中学生にとっ

ては、部活の時間が制限されるという問題もあ

ります。小学生の授業中だからと、中学校のテ

スト中に小学生の喧騒が気になったり、小中合

同行事になりますと中学生が出番や役割が減り、

不完全燃焼になるようです。行事の中で育てて
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きた自主性や自主的能力は保障できなくなると

言われております。 

  最後に、多忙に関係してですが、教員アンケ

ートによれば、一般校より多忙でないと答えた

教員はゼロでした。「非常に多忙」「ある程度多

忙」がほとんどでした。会議が多い・長い、中

身は先ほど教育長から答えていただいた中身で

す。そして、「施設一体型の小中一貫校をふや

すべきだ」と答えた教員はゼロでした。子供た

ちにとっても、教員にとっても、よいこととは

思えない、これが教員の思いであるようです。 

  小中一貫教育の狙いは、教育予算の削減、教

員の統制、教育方法の画一化、行政による教育

介入というのが本質ではないかと思いますが、

いかがでしょうか。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

下山准一議長 教育長高野 博君。 

高野 博教育長 今、佐藤議員のほうからいろい

ろと小中一貫校の義務教育学校のいろんな課題

を、いろんな統計をもとにお話しいただきまし

たけれども、その資料も一つの事実としてある

ことだと思いますが、いろんな意味で９年生の

姿があることで、いろいろ先生方が先が見える、

子供たちもゴールの姿が見える中で、どんな姿

で自分はこれから学んでいかなければいけない、

どういう姿で指導していかなければいけないか

ということが、分離しているよりわかるわけで

す。そういうことの成果ということを、もう少

し見ていただきたいなと私は思います。欠点を、

いろいろ問題があるから、それは今萩野学園で

もいろいろ考えて、いろいろ今中だるみとかな

んかの話がありましたけれども、そのためにど

うするかということを学校では新たな手を、い

ろんなことを手だてして、いろいろ工夫してい

るわけです。 

  私が本当に萩野学園にしてよかったなと思う

ことは、市民音楽祭で８・９年生の合唱を聞か

せていただきました。あんなすばらしい歌声が

できる８・９年生の姿を見たときに、やってよ

かったなと率直に思いました。そういうことを、

ぜひ佐藤議員初め議員の皆さんに義務教育学校

の子供たちの姿を、よくなった姿を逆に見てい

ただいて、これから明倫学園がスタートするこ

とを後押ししていただければありがたいなと思

います。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 私は明倫のこれからを

考えて、デメリットという部分をどう最小化す

るか、真剣に考えていただきたいと思います。

そして、新庄小中一貫校はやめるべきだと思い

ます。 

  それから、最後に、時間がなくなって大変済

みませんでした。ごみのことも取り上げたかっ

たのですが、残念ながら終わります。 

下山准一議長 以上で今期定例会の一般質問を終

了いたします。 

 

 

散      会 

 

 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の本会議は、あす12月13日から12

月17日まで休会したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

今期定例会の本会議を12月13日から12月17日ま

で休会し、12月18日午前10時から本会議を再開

いたしますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午前１１時５１分 散会 
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令和元年１２月定例会会議録（第４号） 

 

 

令和元年１２月１８日 水曜日 午前１０時００分開議 

議 長 下 山 准 一     副議長 新 田 道 尋 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   庄  司  里  香  議員 

  ３番   叶  内  恵  子  議員     ４番   八  鍬  長  一  議員 

  ５番   今  田  浩  徳  議員     ６番   押  切  明  弘  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ９番   佐  藤  文  一  議員 

 １０番   山  科  正  仁  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   奥  山  省  三  議員    １３番   下  山  准  一  議員 

 １４番   石  川  正  志  議員    １５番   小  嶋  冨  弥  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １８番   小  野  周  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠     員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 小 松   孝  総 合 政 策 課 長 関   宏 之 

財 政 課 長 平 向 真 也  税 務 課 長 加 藤   功 

市 民 課 長 荒 田 明 子  環 境 課 長 森   正 一 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 亀 井 博 人  看 護 師 養 成 所 
開 設 準 備 課 長 田 宮 真 人 

農 林 課 長 三 浦 重 実  商 工 観 光 課 長 荒 澤 精 也 

都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二  上 下 水 道 課 長 奥 山 茂 樹 

会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 𠮷 田 浩 志  教 育 長 高 野   博 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 武 田 信 也  学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一 

社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀  監 査 委 員 大 場 隆 司 
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監 査 委 員     
事 務 局 長 山 科 雅 寛  選挙管理委員会 

委 員 長 矢 作 勝 彦 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 小 関   孝  農 業 委 員 会   

会 長 職 務 代 理 今 田 則 雄 

農 業 委 員 会   
事 務 局 長 津 藤 隆 浩    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 小 松 真 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

議 事 日 程 （第４号） 

令和元年１２月１８日 水曜日 午前１０時００分開議 

 

   （総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

日程第 １ 議案第７７号新庄市課設置条例の一部を改正する条例について 

日程第 ２ 議案第７８号新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 

日程第 ３ 議案第７９号新庄市職員恩給条例を廃止する条例について 

日程第 ４ 議案第８０号新庄市民文化会館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第 ５ 議案第８１号新庄市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第 ６ 議案第８２号新庄市地域ふれあい交流広場設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について 

日程第 ７ 議案第８３号新庄市生涯学習センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

日程第 ８ 議案第８４号新庄市雪の里情報館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

日程第 ９ 議案第８５号新庄市体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第１０ 議案第９０号新庄市都市公園条例の一部を改正する条例について 

日程第１１ 議案第９３号新庄市民文化会館の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１２ 議案第９４号雪の里情報館の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１３ 議案第９５号新庄市山屋セミナーハウスの管理を行わせる指定管理者の指定について 

 

   （産業厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

日程第１４ 議案第８６号新庄市火葬場設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第１５ 議案第８７号新庄市わらすこ広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

日程第１６ 議案第８８号新庄市農村環境改善センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について 
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日程第１７ 議案第８９号新庄市昭和活性化センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

について 

日程第１８ 議案第９１号新庄市新庄駅前ふれあい広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例について 

日程第１９ 議案第９２号新庄市新庄駅東口交通広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について 

日程第２０ 議案第９６号新庄市水道事業の設置等に関する条例等の一部を改正する条例について 

日程第２１ 議案第９７号新庄市水道給水条例の一部を改正する条例について 

日程第２２ 請願第５号住みよいまちづくりの請願 

日程第２３ 請願第６号次期食料・農業・農村基本計画に関する請願 

 

   （質疑、討論、採決） 

日程第２４ 議案第６８号令和元年度新庄市一般会計補正予算（第３号） 

日程第２５ 議案第６９号令和元年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２６ 議案第７０号令和元年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２７ 議案第７１号令和元年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２８ 議案第７２号令和元年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第２９ 議案第７３号令和元年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第３０ 議案第７４号令和元年度新庄市水道事業会計補正予算（第３号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第４号）のほか 

日程第３１ 議案第１０３号新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 

日程第３２ 議案第９８号令和元年度新庄市一般会計補正予算（第４号） 

日程第３３ 議案第９９号令和元年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第３４ 議案第１００号令和元年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第３５ 議案第１０１号令和元年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第３６ 議案第１０２号令和元年度新庄市水道事業会計補正予算（第４号） 

日程第３７ 議会案第６号次期食料・農業・農村基本計画に関する意見書の提出について
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開      議 

 

 

下山准一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  欠席通告者はありません。 

  なお、農業委員会会長が欠席のため、会長職

務代理今田則雄君が出席しておりますので、御

了承願います。 

  それでは、これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第４号）によって進めます。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

下山准一議長 日程第１議案第77号新庄市課設置

条例の一部を改正する条例についてから日程第

13議案第95号新庄市山屋セミナーハウスの管理

を行わせる指定管理者の指定についてまでの13

件を一括議題といたします。 

  本件に関し、総務文教常任委員長の報告を求

めます。 

  総務文教常任委員長山科正仁君。 

   （山科正仁総務文教常任委員長登壇） 

山科正仁総務文教常任委員長 皆さん、おはよう

ございます。 

  私から、総務文教常任委員会の審査の経過と

結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案13件

であります。 

  審査のため、12月９日午前10時より、議員協

議会室において、委員８名全員出席のもとに担

当課の職員の出席を求め審査を行いました。 

  初めに、議案第77号新庄市課設置条例の一部

を改正する条例については、総務課から補足説

明を受けた後審査を行いました。 

  審査に入り、委員から質疑はなく、採決の結

果、議案第77号については全員異議なく原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  続いて、議案第78号新庄市一般職の職員の給

与に関する条例等の一部を改正する条例につい

ては、総務課から補足説明を受けた後、審査を

行いました。 

  審査に入り、委員から、看護教員職について

おられる本人は納得しているのかとの質疑があ

りました。 

  総務課からは、今後の処遇等について現行条

例の中で最大限対応していくという説明は面談

を行った上でさせていただいているとの説明が

ありました。 

  また、他の委員から、４人の看護師教職員の

方々には議会決議までしてこのような結果にな

り申しわけない気持ちでいっぱいである。それ

を踏まえて４名の方々の意に沿った形で進めて

もらいたい。その点十二分に配慮してもらいた

いとの質疑があり、総務課からは、条例に基づ

いて募集をして任用をしてきたが、結果として

教員として活躍できる場の実現ができなかった

ということについては本当に申しわけないと感

じている。教員の皆様には条例等の中で最大限

対応していきたいと考えている。今後、新しい

看護職の確保対策事業に向けて御協力をいただ

ければと考えているとの説明がありました。 

  その他、このたびの条例廃止は今後の教訓に

してもらいたいなどの意見がありましたが、採

決の結果、議案第78号については全員異議なく

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第79号新庄市職員恩給条例を廃止

する条例については、総務課から補足説明を受

けた後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員からの質疑はなく、採決の

結果、議案第79号については全員異議なく原案

のとおり可決すべきものと決しました。 
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  続いて、議案第80号から議案第85号及び議案

第90号の議案７件でありますが、社会教育課よ

り使用料改定に伴う影響額についての補足説明

を受けた後、審査を行いました。 

  議案第80号新庄市民文化会館設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例については、

審査に入り、委員から、文化会館の幕の工事は

使用料に影響するのかとの質疑がありました。 

  社会教育課からは、文化会館の大ホールのつ

り物の更新ということで工事をしているが、使

用料には直接影響しないとの説明がありました。 

  また、他の委員から、使用料の増額により利

用人数が減る可能性についてどう考えているか

との質疑がありました。 

  社会教育課から、使用料の見直しで現行より

上がる部分、下がる部分もあるが、舞台面の使

用など、利用者の声を反映した上でこのたびの

改正をしているとの説明がありました。 

  その他受益者負担についての質疑等ありまし

たが、採決の結果、議案第80号については賛成

多数で原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

  次に、議案第81号新庄市公民館設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例については、

審査に入り、委員からの質疑はなく、採決の結

果、議案第81号については賛成多数で原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第82号新庄市地域ふれあい交流広

場設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例については、審査に入り、委員からの質疑

はなく、採決の結果、全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第83号新庄市生涯学習センター設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

については、審査に入り、委員からの質疑はな

く、採決の結果、議案第83号については賛成多

数で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第84号新庄市雪の里情報館設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いては、審査に入り、委員からの質疑はなく、

採決の結果、全員異議なく原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

  議案第85号新庄市体育施設設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例については、審

査に入り、委員から、小学生、中学生が無料、

高校生が半額になることで、指定管理者の運営

に影響すると思われるが、その対応についての

考えはどうかとの質疑がありました。 

  社会教育課からは、小中学生無料、高校生半

額で指定管理者の利用料金の減収が見込まれる

ため、利用料金として指定管理料から差し引く

金額と同様の考えで補塡するとの説明がありま

した。 

  また、他の委員から、無料化の方向性は非常

によい判断で大変評価するが、今後の一般の

方々の減免についてはどうかとの質疑がありま

した。 

  社会教育課からは、一般の方々の減免につい

てもスポーツの振興の中で検討するとの説明が

ありました。 

  その他利用料増による利用者への影響につい

ての質疑等ありましたが、採決の結果、議案第

85号については賛成多数で原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

  議案第90号新庄市都市公園条例の一部を改正

する条例については、審査に入り、委員から、

あじさいステージの管理はどうするのかとの質

疑がありました。 

  都市整備課からは、公園の有料施設としては

使わないが、施設としては公園の各遊具と同じ

ような扱いで日常的な管理を行うとの説明があ

りました。 

  また、他の委員から、あじさいステージは財

産としてなくす考えはないのかとの質疑があり

ました。 

  都市整備課からは、今すぐ取り壊しをする計
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画はない。今後、公園の整備維持の計画の中で

方向性を見出していきたいとの説明がありまし

た。 

  その他あじさいステージの現状等についての

質疑等ありましたが、採決の結果、議案第90号

については賛成多数で原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

  次に、議案第93号新庄市民文化会館の管理を

行わせる指定管理者の指定については、社会教

育課から補足説明を受けた後、審査を行いまし

た。 

  審査に入り、委員から、指定管理者の応募要

綱についてサウンディング型市場調査等により、

業者が参入したくなる要綱に変えるという考え

はどうかとの質疑がありました。 

  社会教育課からは、社会教育、文化振興のニ

ーズが指定管理者制度創設当時と変わってきて

いる。従来どおりの適正に運営管理する視点に

プラスアルファの部分が今後必要であり、その

部分の検討は必要と考えているとの説明があり

ました。 

  また、他の委員から、市民からの声をどのよ

うな形で把握し、指定管理者に伝え改善してい

るのかとの質疑がありました。 

  社会教育課からは、市民の皆様からいただい

た声については、指定管理者に伝え、改善する

部分は改善していくとの説明がありました。 

  他の委員から、駐車場の管理について原課と

指定管理者との話し合いはどうかとの質疑があ

りました。 

  社会教育課からは、中学校行事、公的行事の

中で調整をしながら会館の利用のないときには

使っていただいている状況はある。文化会館だ

けではなく、他の施設も含め駐車場の考え方な

ど市民ニーズに合わせた施設運営を考えたいと

の説明がありました。 

  その他審査基準の見直しの必要性やＮＰＯ法

人の定款等についての質疑、市民に寄り添った

施設管理運営等についての意見がありましたが、

採決の結果、議案第93号については全員異議な

く原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第94号雪の里情報館の管理を行わ

せる指定管理者の指定については、社会教育課

から補足説明を受けた後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員から、今回、指定管理者が

新しくなるが、選定委員会で出された特記する

コメントは何かとの質疑がありました。 

  社会教育課からは、雪の里情報館で今抱えて

いる課題は、資料の整理が重要なポイントであ

り、そこを理解したプレゼンであった等のコメ

ントがあった。また、このたびの雪の里情報館

の応募の仕様書の中に、司書の常駐を入れてお

り、資料整理、資料管理の考え方の部分で差が

出たと思うとの説明がありました。 

  また、委員から、プレゼンテーション時間の

現状と今後についてはどうかとの質疑がありま

した。 

  社会教育課からは、15分間の事業計画の説明

等の後、15分間の質疑を行っている。15分間で

は少し短いとの意見もあるために、指定管理の

選定項目、評価項目も含め新たな選定の仕方に

ついて検討を加えていきたいとの説明がありま

した。 

  その他、現地説明会に参加した団体や応募し

た団体等についての質疑等がありましたが、採

決の結果、議案第94号については全員異議なく

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第95号新庄市山屋セミナーハウス

の管理を行わせる指定管理者の指定については、

社会教育課から補足説明を受けた後、審査を行

いました。 

  審査に入り、委員から、選定理由の中で地域

コミュニティーの推進の核、地域特性を生かし

た事業計画とあるが、どのようなことかとの質

疑がありました。 

  社会教育課からは、山屋小学校を母体とした
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施設で、施設運営でも地域の方々から協力をい

ただき運営している施設である、尽力いただい

ているとの選定委員会の中での発言があったと

の説明がありました。 

  また、他の委員から、灯油流出事故の経緯は

との質疑がありました。 

  社会教育課からは、施設の修繕、土壌や水質

の調査及び油分除去、水質保全としての対応し

た経費は、今後の予算部分を含めると2,515万

4,320円ほどになるとの説明がありました。 

  また、委員より、事故に対しての収束宣言が

できる状況かとの質疑がありました。 

  社会教育課からは、河川等への流出対策とし

ては規模を縮小しても問題はないとしているが、

専門的な知識のある方との話から、もう少し時

間をとり様子を見たいとの説明がありました。 

  また、委員より、選定委員会では過去を見な

がら評価しなければと思うが、事故に対して厳

しい意見はなかったのかとの質疑がありました。 

  社会教育課からは、起こしたことに対する反

省を生かして今後の未来に向かって施設をしっ

かり運営していけるのではないかという意見と、

危機管理が全くなっていない、意識を変えなけ

ればならないという意見の両方をいただいたと

の説明がありました。 

  また、委員より、市は約2,500万円支出して

いるが、団体の留保資金、預金等は幾らあるの

かとの質疑がありました。 

  社会教育課からは、団体の会計については、

こちらに提出するものではなく、確認をしてい

ないが、指定管理上の決算で幾ら余剰金が出た

かということの報告は受けている。また、団体

からは通常の利用時よりも余計に灯油を詰めた

3,100リットル相当分の額の灯油料金を市に支

払うとの申し出を受けているとの説明がありま

した。 

  また、別の委員から、今回の選定委員会では

危機管理対応はどのように評価されたのかとの

質疑がありました。 

  社会教育課からは、選定委員会では灯油流出

事故に対し問題点を指摘した委員と、事故があ

ったから今後の危機管理対応をこれまで以上に

図っていくといった意見両方があったが、今後

の施設運営に対して期待する意見のほうが大き

かったためにこのような点数になったと考える

との説明がありました。 

  また、別の委員からは、選定委員会における

評価基準で最低限とらなければならない点数の

規定はあるのかとの質疑がありました。 

  社会教育課からは、審査基準においてこの点

数以下は選ばないとはしていない。上位のほう

を候補者として選定しているとの説明がありま

した。 

  その他、指定管理者の内部資金の把握、選定

委員会における審査経過や団体の評価などにつ

いての質疑はありましたが、採決の結果、議案

第95号については賛成少数で否決すべきものと

決しました。 

  以上で総務文教常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果についての報告を終わ

ります。よろしくお願いいたします。 

下山准一議長 ただいまの総務文教常任委員長の

報告に対し質疑に入ります。 

  初めに、議案第77号新庄市課設置条例の一部

を改正する条例について質疑に入ります。質疑

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第77号新庄市課設置条例の一部を改正す

る条例については、委員長の報告のとおり決す

ることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第77号は委員長の報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第78号新庄市一般職の職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条例について

質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第78号新庄市一般職の職員の給与に関す

る条例等の一部を改正する条例については、委

員長報告のとおりに決することに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第78号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第79号新庄市職員恩給条例を廃止

する条例について質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第79号新庄市職員恩給条例を廃止する条

例については、委員長報告のとおりに決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第79号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第80号新庄市民文化会館設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例につい

て質疑に入ります。質疑ありませんか。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 委員長報告の中で、現

在、運営をしている指定管理者が使用者からこ

の料金の体系について声を聞いたという委員長

報告があったと思います。基本料金を見ると、

時間帯で９時から12時までは比較すると安くな

り、午後１時から５時までの一番使う時間帯が

比較すると高くなり、夜間になっていくとまた

安くなっていくという金額設定になっているん

ですが、この使用者の声はどのように聞いて集

めたのか、そして、一定の条件のもとにアンケ

ート等をとったのかどうなのか、そういった質

疑があったのかどうなのかを伺います。 

山科正仁総務文教常任委員長 議長、山科正仁。 

下山准一議長 総務文教常任委員長山科正仁君。 

山科正仁総務文教常任委員長 そのような質疑は

ございませんでした。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 賛成、反対。 

１ 番（佐藤悦子議員） 原案に反対です。 

下山准一議長 討論の発言を許します。原案に反

対討論として佐藤悦子さん。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 議案第80号新庄市民文

化会館設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例について反対討論を行います。 

  社会教育施設の利用料のことで、ほかにもほ

かの社会教育施設に、あるいは社会体育施設に

も関係する内容になると思いますが、評価する

点としては少人数、あるいは時間に応じて安く

している部分もあるというところは評価したい

し、下げたところもあったというところは大変

評価したいというところだと思っています。 

  反対の理由ですけれども、利用料の値上げの

部分です。この理由として受益者負担、そして

人件費までコストと見るという考え方、もう一

つは、消費税が10％に上げられたことによる利

用料の値上げというこの２つです。 

  この利用料の値上げはどういうことをもたら

すのかと考えますと、消費税増税によって市民

の消費がＮＨＫニュースによれば７％も下がっ

たという報道がありました。これを考えますと、

市民の活動が弱められることになる、利用しに

くくなるということになり、市民が出歩いたり、

話し合ったり、いろんな趣味をやったり、そう

いった活動が弱められることになるということ

です。 

  そういうことを新庄市で進めてよいのかとい

うことがこの利用料値上げは問われているんだ

と思います。そういう意味で、この議案第80号

の値上げの部分については認めるわけにはいか

ないと、こういうふうに考えます。 

  ほかの自治体を見れば、こういう社会教育施

設の利用料がゼロというお話もあると聞いてお

ります。これは税金で運営しているし、税金で

やっているからという立場に立てば、そういう

こともあるんだと私は思います。それが市民の

活動をしやすくする行政のあり方だろうと思い

ます。 

  民間であれば、やはりそれを建設費や運営料

など全て使用料としていただかなければ、それ

を回すことができないということがあるかもし

れませんが、これは、この公共施設は税金で建

てたり、税金で運営したりするものであります

ので、基本的には本当は無料であるというのが

一番正しいやり方だろうと私は思います。それ

が市民活動を高め、市民の行政活動にかかわる

ことで高まっていく、そういうふうに私は考え

ます。 

  そういう意味で、第80号に反対だし、第81号、

第83号、第84号について反対します。そして、

体育施設については、小中学生は無料、高校生

は、 

下山准一議長 済みません、ただいまは第80号に

ついての反対討論でありますので、そのほかの

ことはできませんので、よろしくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） わかりました。以上で

す。 

下山准一議長 ほかに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに討論なしと認めます。よっ

て、討論を終結し、直ちに採決したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  反対討論がありましたので、電子表決システ

ムにより採決いたします。議案第80号新庄市民
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文化会館設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例については、委員長の報告のとおり

決することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反

対の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

下山准一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  表決の結果は、賛成14票、反対２票、賛成多

数であります。よって、議案第80号は委員長の

報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第81号新庄市公民館設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例について質

疑に入ります。質疑ありませんか。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 公民館というのは、住

民のために実際の生活に即する教育、学術及び

文化に関する各種の事業を行い、もって住民の

教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、

生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与するた

めにあるというふうになっています。 

  こういう観点から見た場合、考えた場合、今

回の公民館、八向について、また萩野について、

また全体的な金額というものが、また時間帯に

よって上がり下がりということをしております。 

  この公民館の目的に立ってこの賃料というの

を考える質疑があったのか、また各公民館の設

置者のほうで、今回、金額が上がる、下がると

いうことについて文化会館と同じように使用者

にアンケートをとるなり、声を聞くということ

があったのかどうなのか、そういった質疑があ

ったのかどうなのかを伺います。 

山科正仁総務文教常任委員長 議長、山科正仁。 

下山准一議長 総務文教常任委員長山科正仁君。 

山科正仁総務文教常任委員長 先ほどの報告のと

おり、本件については質疑はございませんでし

た。以上です。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第81号新庄市公民館設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例については、委員

長報告のとおりに決することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第81号について、委員長の報告のとおり

決することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反

対の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

下山准一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  表決の結果は、賛成13票、反対２票、棄権１

票、賛成多数であります。よって、議案第81号

は委員長報告のとおり可決されました。 

  次、議案第82号新庄市地域ふれあい交流広場

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 
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  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第82号新庄市地域ふれあい交流広場設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついては、委員長報告のとおりに決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第82号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第83号新庄市生涯学習センター設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

について質疑に入ります。質疑ありませんか。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 生涯学習センターの使

用料につきましても、時間帯によって改正前と

改正後で総額にしてもちょっと大きく変わるか

なと。安くなるところは安くなるんだけれども、

一番使う時間帯がやはり金額のほうがかなり大

きくなるというふうに見ておりますが、質疑の

中で生涯学習の推進及び市民の生活、文化の振

興、社会福祉の増進ということがこの生涯学習

センターの設置の目的であります。料金が上が

ることで生涯学習の推進がどのように図られて

いくのか。また、社会福祉が増進するのかどう

か、使いづらくならないのかどうなのか。また、

生涯学習センターのほうで市民の声を聞いたの

かどうなのか、そういった質疑があったのかど

うなのかを伺います。 

山科正仁総務文教常任委員長 議長、山科正仁。 

下山准一議長 総務文教常任委員長山科正仁君。 

山科正仁総務文教常任委員長 本議案に関する件

に関しても、先ほど申し上げたとおり質疑はご

ざいませんでした。以上です。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第83号新庄市生涯学習センター設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例につい

ては、委員長報告のとおりに決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第83号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

下山准一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成14票、反対２票、賛成多

数であります。よって、議案第83号は委員長報

告のとおり可決されました。 

  次に、議案第84号新庄市雪の里情報館設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いて質疑に入ります。質疑ありませんか。 
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３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 雪の里情報館も非常に

市として雪の文化を伝え、そして守っていくと

いう意味で非常に重要な施設になっています。

また、こちらの使用料につきましても、時間帯

によって一番市民の方が使うと思われる時間帯

が高くなり、そして安くなりという状態になっ

ております。この雪の里情報館を使う市民の方

は多様でありまして、展示物であったり、また

勉強であったりさまざまでありますが、今、指

定管理となっている設置者のほうから、使用す

る市民に対しましてアンケートをとったり、そ

ういった声を聞いたりということがあったのか

どうなのか、そういった質疑があったのかどう

なのか伺います。 

山科正仁総務文教常任委員長 議長、山科正仁。 

下山准一議長 総務文教常任委員長山科正仁君。 

山科正仁総務文教常任委員長 本議案に関しても

先ほど報告のとおり質疑はございませんでした。

以上です。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第84号新庄市雪の里情報館設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例については、

委員長報告のとおりに決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第84号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

下山准一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成14票、反対２票、賛成多

数であります。よって、議案第84号は委員長報

告のとおり可決されました。 

  次に、議案第85号新庄市体育施設設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例について

質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 賛成、反対どちらですか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 原案に反対です。 

下山准一議長 討論の発言を許します。原案に反

対討論として佐藤悦子さん。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 議案第85号新庄市体育

施設設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例について反対討論を行います。 

  これは、小学校、中学校は利用料を無料にし、

それから高校生については半額にするというす

ばらしい画期的な提案になっております。これ

は、関係者及び議員各位の提案に沿ったもので

大変よかったと思っております。 

  反対の理由ですが、一般を見たときに、例え

ばプール、一般300円が320円、スキー、スキー
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場のリフト券だと思いますが、シーズン券が

2,000円アップというような形で、一般が値上

げになっております。値上げの理由は、受益者

負担、あるいは人件費までコストと見る、それ

から消費税増税分というような理由になると思

いますが、これは健康増進という点から本当は

一般の方々も大いに利用していただき、健康増

進を図っていただきたいというのがこの施設の

狙いだと思いますが、そこが上がることによっ

て利用が２回が１回になるかもしれない。その

ように利用が減る、人が２人が１人になるかも

しれない。利用を抑えることになってしまうと

思います。お金によって、お金がない人はその

ように利用できなくなっていくわけです。 

  そうではなくて、基本的には無料にし、どう

ぞ利用してくださいというのが、こういう社会

体育施設の本来のあり方だろうと思います。本

当はその方向に値下げするようなやり方で大い

に利用していただきたいということが市民の健

康増進につながると思うのです。 

  その市民の活動を弱めていくこういう利用料

の値上げについては賛成するわけにはいかない

と私は思います。そういう意味で議案第90号に

ついても、市民プールが入っていますので、反

対します。 

下山准一議長 佐藤悦子さんに申し上げますが、

これは一つ一つの議案に対する反対討論であり

ますので、ほかのやつと一緒にするようなこと

はしないでください。 

  ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに討論なしと認めます。よっ

て、討論を終結し、直ちに採決したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  反対討論がありますので、電子表決システム

により採決いたします。 

  議案第85号新庄市体育施設設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例については、委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君は賛

成のボタンを、反対の諸君は反対のボタンを押

してください。 

   （電子表決） 

下山准一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成14票、反対２票、賛成多

数であります。よって、議案第85号は委員長報

告のとおり可決されました。 

  次に、議案第90号新庄市都市公園条例の一部

を改正する条例について質疑に入ります。質疑

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第90号新庄市都市公園条例の一部を改正

する条例については、委員長報告のとおり決す

ることに御異議ありませんか。 

   （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第90号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君は反対のボタンを押してください。 
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   （電子表決） 

下山准一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成15票、反対１票、賛成多

数であります。よって、議案第90号は委員長報

告のとおり可決されました。 

  次に、議案第93号新庄市民文化会館の管理を

行わせる指定管理者の指定について質疑に入り

ます。質疑ありませんか。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 質疑の中で、定款につ

いて触れた部分があったかと思います。この定

款についての質疑の中で、通常法人であったり、

団体であったりというのは定款を備えるのが当

たり前です。それは皆さんも御存じだと思うん

ですが、市が今回のこの指定管理を申請するに

当たって、なぜ定款の添付が義務づけられてい

るのか、市としてなぜ提出をさせるのか。そし

て、その法人において定款とはどのような位置

づけがあるのかということをどう捉えているの

かといった、そういった質疑があったのかどう

なのか、その点について伺います。 

山科正仁総務文教常任委員長 議長、山科正仁。 

下山准一議長 総務文教常任委員長山科正仁君。 

山科正仁総務文教常任委員長 定款に関してのお

答えをいたします。 

  担当課からは返答としましては、指定管理者

の選考の段階では指定管理者になるかどうかは

まだわからない状態であり、市側として定款に

きちんと入れろとは言っていないということで、

定款を義務づけてはいないというふうな意見を

いただいております。以上です。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） しかし、実際に今回議

題に上がっております特定非営利法人芸術文化

振興市民ネット新庄は、実際に指定管理を受け

ているところであります。そして、いつからと

いいますと、平成26年からでしょうかね、受け

ているかと思います。そうしますと、通常であ

れば、ＮＰＯ法人というのは定款自体がその団

体のミッションになります。 

  そのミッションの中に指定管理を既に受けて

いるところであるならば、そういった記述を条

項の中に３条であったり、５条であったりとい

う定款の中に入れ込んでいくということが通常

あるべき姿であるかと思います。それはなぜか

というと、その団体としての話し合い、役員会

含めて話し合って決めていく、それがミッショ

ンだからです。そういったことについて質疑は

なかったのか、再度伺います。 

山科正仁総務文教常任委員長 議長、山科正仁。 

下山准一議長 総務文教常任委員長山科正仁君。 

山科正仁総務文教常任委員長 繰り返しになりま

すが、その定款にうたうかどうかという必要性

については団体法人の判断になると、裁量のほ

うに属するというふうな返答をもらっておりま

して、なお、行政側からもし今後必要であれば

市として指導することになるというふうな返答

をいただいております。以上です。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 
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  議案第93号新庄市民文化会館の管理を行わせ

る指定管理者の指定については、委員長報告の

とおりに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第93号は委員長の報告のとおり

可決されました。 

  次に、議案第94号雪の里情報館の管理を行わ

せる指定管理者の指定について質疑に入ります。

質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第94号雪の里情報館の管理を行わせる指

定管理者の指定については、委員長報告のとお

りに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第94号は委員長の報告のとおり

可決されました。 

  次に、議案第95号新庄市山屋セミナーハウス

の管理を行わせる指定管理者の指定について質

疑に入ります。質疑ありませんか。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） ２点についてお尋ねし

ます。 

  １点目は、油流出事故の問題でありますが、

たまたま指定管理者の審議という段階でこのこ

とが審議の中にも大きく取り上げられたようで

あります。支出総額が2,500万円ということで、

市の施設全体が老朽化していて、既にさきに長

寿命化計画というものも計画されていますけれ

ども、その一つの象徴だと思うんですね。そう

いう点で、今回の油流出事故についての責任問

題についてまでは議論にならなかったでしょう

か、それが１点。 

  ２点目は、市街地にある、まちの中にある施

設と違って、特に山屋セミナーハウスは小学校

の跡地利用ということで地域の中核となって、

そういうまとまりになっている施設です。一方

では、指定管理者ということで、地元の人たち

が積極的にそういう施設を管理していくという

前向きな姿勢があったから指定管理者の申請を

しているわけですから、市民協働というそうい

う立場からも地域のそういう意欲をそぐべきで

はないんではないかというふうに私は思うんで

すが、そういう議論にはなったでしょうか。こ

の２点についてお願いします。 

山科正仁総務文教常任委員長 議長、山科正仁。 

下山准一議長 総務文教常任委員長山科正仁君。 

山科正仁総務文教常任委員長 ２点の質疑に関し

てお答えいたしますが、１点目ですけれども、

いわゆる灯油流出事故に関する指摘ということ

で、責任問題の指摘はあったかということでご

ざいますが、今回は本件におきましては金額的

な面、それから灯油代の補塡という面だけを強

調されまして、責任問題というのは言及はして

おりません。 

  あと、その団体が選定委員として、その責任

を踏まえながらの今後の継続性についての質疑

はありましたが、それについても選定委員会と

しての意見をいただいただけであります。以上

です。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 
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３ 番（叶内恵子議員） 委員長報告の中で危機

管理を求める質疑があったと。その危機管理な

んですが、今、この議題に上がっている山屋有

志会が指定管理を受けたのが平成25年度からに

なっていると思います。建物を引き渡しされる

際、今回の灯油事故になってしまうその管とい

うのは、市のほうから仕様書であったり、どう

いうふうに管理をするであったり、いつ設置を

してどのくらいで腐食が起きてくるだろうか、

劣化するだろうか、交換が必要だろうかという

ことについて、きちっとした仕様書をちゃんと

交えて指定管理を出していくということが本来

の危機管理だと思います。そういった点につい

て、当初の段階でそういった危機管理が市側に

もきちっとあったのかどうなのか、そういった

ことについての質疑があったのかどうかを伺い

ます。 

山科正仁総務文教常任委員長 議長、山科正仁。 

下山准一議長 総務文教常任委員長山科正仁君。 

山科正仁総務文教常任委員長 本案件については

そのような質疑はありませんでした。 

  ただ、ずっと行われている協議会においては

質疑ありましたが、今回についてはありません。

以上です。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

下山准一議長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時５６分 休憩 

     午前１０時５７分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  議案第95号新庄市山屋セミナーハウスの管理

を行わせる指定管理者の指定についての採決は

電子表決システムにより行います。 

  議案第95号について委員長の報告は否決であ

りますが、議案第95号については、原案のとお

り決することに賛成の諸君は賛成のボタンを、

反対の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

下山准一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成３票、反対13票で賛成少

数であります。よって、議案第95号は否決され

ました。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午前１０時５８分 休憩 

     午前１１時０７分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

産業厚生常任委員長報告 

 

 

下山准一議長 日程第14議案第86号新庄市火葬場

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例についてから日程第23請願第６号次期食料・

農業・農村基本計画に関する請願までの議案８

件及び請願２件を一括議題といたします。 

  本件に関し、産業厚生常任委員長の報告を求

めます。 
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  産業厚生常任委員長今田浩徳君。 

   （今田浩徳産業厚生常任委員長登壇） 

今田浩徳産業厚生常任委員長 それでは、私のほ

うから、産業厚生常任委員会の報告をさせてい

ただきます。 

  産業厚生常任委員会の審査の経過と結果につ

いて御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案８件、

請願２件です。 

  審査のため、12月10日午前10時より、議員協

議会室において委員８名出席のもと審査を行い

ました。 

  初めに、議案第86号新庄市火葬場設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例について

は、環境課の議案となりますので、環境課職員

の出席を求め審査を行いました。 

  審査に入り、委員からは、使用料が引き上げ

られている部分があるので、サービスを受ける

方々からの声を聴取し、将来的に抜本的な料金

の見直しの際に生かしていただきたいと思うが、

どうかとの質疑があり、環境課からは、意見は

大変貴重なものなので、次回に向けて声は広く

受けとめていきたいとの説明がありました。 

  別の委員からは、世帯の収入などに合わせ使

用料を設定している自治体もある。収入によっ

て変えていくという考えはなかったかとの質疑

がありました。 

  環境課からは、炉を使用するということと、

火葬場における作業は同じであるという考え方

のもと、火葬料金は一律とした。世帯収入など

で判定する場合、所得証明の提出など、利用す

る方にさまざまな手間がかかると考えるとの説

明がありました。 

  また、別の委員からは、使用料が大幅な改定

になる。利用者の方から対応を理解してもらえ

るようにお願いしたいがどうかとの質疑があり、

環境課からは、十分な広報に努めたいとの説明

がありました。 

  その他、火葬場の維持管理費についてなどの

質疑がありましたが、採決の結果、議案第86号

については賛成多数で原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

  続いて、議案第87号新庄市わらすこ広場の設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

については、子育て推進課の議案となりますの

で、子育て推進課の職員の出席を求め、補足説

明を受けた後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員からは、日々雇用職員を配

置して管理していると推察する。このたび使用

料を無料化するが、職員の負担軽減や経費削減

を図れるのか、管理体制についてどのように考

えているかとの質疑がありました。 

  子育て推進課からは、日々雇用職員を２名採

用しており、使用料の受け付けのほか、駐車場

料金の受け付け、遊具の点検なども行っていた

だいている。子供の安全の観点から変わらずや

っていきたいと思っているとの説明がありまし

た。 

  別の委員からは、アンケートをとり、無料が

よいというニーズに合わせて無料化するのは大

変喜ばしいことだが、利用者数の目標値などが

あるのか。今後、政策を転換して切りかえる分

岐点は収入では見られないので、人数によるこ

とになると思うがどうかとの質疑がありました。 

  子育て推進課からは、使用料の無料化により

すぐに利用者がふえるとは考えていない。子育

て支援はさまざまな政策が絡まっている。わら

すこ広場の無料化については、より使いやすく

遊びに来てほしいというところで考えた。利用

人数の目標値などは事務事業評価の中で示して

いきたいとの説明がありました。 

  そのほか、場所にこだわらない新たな子供の

遊び場の検討についてや安全性の担保について

などの質疑がありましたが、採決の結果、議案

第87号については賛成多数で原案のとおり可決

すべきものと決しました。 
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  続いて、議案第88号から議案第89号までの議

案２件は、農林課の議案となりますので、農林

課の職員の出席を求め、審査を行いました。 

  初めに、議案第88号新庄市農村環境改善セン

ター設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例について審査を行いました。 

  審査に入り、委員から、農村環境改善センタ

ーの利用者はほぼスポーツ少年団である。また、

体育施設については中学生以下が無料になると

いう案が出されている。利用者の公平性を担保

するためには、ある程度減免措置を講ずる必要

があると思うがどうかとの質疑があり、農林課

からは、条例には使用料の減免、免除ができる

とある。施設利用のバランスを考えれば、施行

については他の施設の減免、免除内容と同様の

規則を定めたい。特に、小中学生のスポーツ振

興やジュニアの育成など、広く施設の利用拡大

を図りたいとの説明がありました。 

  別の委員からは、減免基準について条例に入

れることもできたのではないかとの質疑があり、

農林課からは、今現在は、スポーツ少年団がよ

り多く利用している。また、多目的ホールは体

育館であるという利用者側からの観点もあるが、

施設の設置目的は、農業経営の研修やスポーツ

などを通じた地域の連帯感を高めることにある

ことから、条例まで改正するという考えではな

く、減免規定を設けたほうがいいと判断したと

の説明がありました。 

  そのほか、施設の今後の維持管理や指定管理

についてなどの質疑がありましたが、採決の結

果、議案第88号については賛成多数で原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第89号新庄市昭和活性化センター

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について審査を行いました。 

  審査に入り、委員からの質疑はなく、採決の

結果、議案第89号については賛成多数で原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  続いて、議案第91号から議案第92号までの議

案２件は、都市整備課の議案となりますので、

都市整備課の職員の出席を求め、審査を行いま

した。 

  初めに、議案第91号新庄市新庄駅前ふれあい

広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例については、審査に入り、委員からの

質疑はなく、採決の結果、議案第91号について

は全員異議なく原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

  次に、議案第92号新庄市地域ふれあい交流広

場設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例については、審査に入り、委員からの質疑

はなく、採決の結果、全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  続いて、議案第96号から議案第97号までの議

案２件は、上下水道課の議案となりますので、

上下水道課の職員の出席を求め、審査を行いま

した。 

  初めに、議案第96号新庄市水道事業の設置等

に関する条例等の一部を改正する条例について

は、補足説明を受けた後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員からは、独立採算制のもと

での利用者負担が今後増してくるということは

ないかとの質疑があり、上下水道課からは、下

水道運営審議会への諮問、答申により、現在の

下水道料金については令和３年度までとし、そ

れ以降に改めて検討するとしている。令和２年

度からの地方公営企業法の適用により、経営・

資産などがより正確に把握でき、今後の収支や

長期的な整備計画がわかりやすくなるので、令

和２年度の決算、貸借対照表、損益計算書など

の財務諸表が出た段階で判断したいとの説明が

ありました。 

  別の委員からは、職員の配置や処遇に関して

変化はあるのかとの質疑がありました。総務課

からは、新庄市職員定数条例は職員の上限を定

めており、実際の定員数の管理は定員管理計画
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で行っている。地方公営企業法適用職員がふえ

ることになるが、人事上の取り扱いについては

服務や給与も含め一般の職員に倣う形なので、

実質は同じという対応をとらせていただいてい

るとの回答がありました。 

  そのほか、専門的な知見のある職員の採用に

ついてなどの質疑はありましたが、採決の結果、

全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

  次に、議案第97号新庄市水道給水条例の一部

を改正する条例については、補足説明を受けた

後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員からは、指定業者の更新と

あるが、何年ごとなのか、そのたびに講座や法

令の変更された内容について伝える機会を設け

るのかとの質疑があり、上下水道課からは、更

新の期間は５年で、更新手数料を１万円とした

いという案である。更新をする際には、工事事

業者の方から指定給水工事事業者の代表者など

が講習会などを受講しているかどうかや主任技

術者が研修会を受講しているかどうかなど、営

業内容なども含めた聞き取りを行う。指定更新

するかどうかの判断の材料にもなるので、こう

いうことが明らかになれば、水道利用者の利便

性も向上すると考えるとの説明がありました。 

  別の委員からは、本議案の改正は、さきに財

政課より示された使用料、手数料の一斉改正と

は別のものと理解していいかとの質疑があり、

上下水道課からは、全く別物である。水道法の

改正を受けてその審査に係る手数料として、時

間当たりの単価や実際に事務を行う上で要する

時間、テキスト代などを積算して手数料を算定

したものであるとの説明がありました。 

  そのほか、開閉栓の手数料の縮減についてや

適格していない事業者への対応についてなどの

質疑がありましたが、採決の結果、全員異議な

く原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、請願第５号住みよいまちづくりの請願

については、説明員として都市整備課職員の出

席を求め、審査を行いました。 

  審査に入り、委員からは、市営住宅の長寿命

化の全体的な計画とこのたびの請願事項である

街灯ＬＥＤ化などの設置に関する基本的な考え

方を示してほしいとの質疑があり、都市整備課

からは、市の長寿命化計画の中で、団地全体で

の維持管理について修繕の計画を作成している。

現在、国の補助金などを活用した建物の高断熱

化を実施しているが、それに加えて、屋根の防

水の改修、排水関係の修繕も計画的に進めたい

と考えている。街灯のＬＥＤ化についても、各

団地から要請があり、順次計画的に進める準備

をしているとの説明がありました。 

  別の委員からは、街灯補助の申請用紙が市長

から届いているにもかかわらず、いきなり小桧

室団地は除外だと言われたなどとあるが、事実

はどうだったのかとの質疑があり、都市整備課

からは、ＬＥＤ化については、環境課を通じて

全ての区長に連絡がいっているもので、それが

小桧室団地の区長にも届いたということである。

今回、その補助を受けてＬＥＤ化をしたいとい

う話があったのも事実である。 

  ただし、市の施設であるため、市で整備計画

を立てて整備していくという話をしているとの

説明がありました。 

  また、別の委員からは、窓口に来られたとき

の対応の仕方はどうだったのかとの質疑があり、

都市整備課からは、説明が不十分ではなかった

とは言えず、反省している部分もある。今後、

行き違いがないように説明の仕方などもう一度

職員も十分に注意しながら説明していきたいと

の説明がありました。 

  そのほか、請願の内容確認などありましたが、

採決の結果、賛成少数で不採択すべきものと決

しました。 

  最後に、請願第６号次期食料・農業・農村基

本計画に関する請願については、請願の紹介議
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員と説明員として農林課の職員の出席を求め、

紹介議員からの趣旨説明を伺い、審査を行いま

した。 

  審査に入り、委員からは、新庄、最上、山形

県内全市町村に同じ内容の請願が出ているもの

と思われるがどうかとの質疑があり、農林課か

らは、新庄市にはＪＡ新庄市から請願が提出さ

れたが、ＪＡおいしいもがみは各管内の町村に

対して請願書を提出している状況である。県内

についても同じような対応だと考えているとの

説明がありました。 

  別の委員からは、これまでの農業政策を見る

と、農家が弱体化していくことにつながってい

ると思っていた。意見書を出してほしいと出て

きたことはすごく有用なことだと思うとの意見

があり、採決した結果、請願第６号については

全員異議なく採択すべきものと決しました。 

  以上で産業厚生常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果についての報告を終わ

ります。よろしくお願いします。 

  済みません、議案の読み違えがありました。

議案第92号新庄市新庄駅前東口交通広場の設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例で

した。訂正をお願いいたします。 

下山准一議長 それでは、ただいまの産業厚生常

任委員長の報告に対し質疑に入ります。 

  初めに、議案第86号新庄市火葬場設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例について

質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第86号新庄市火葬場設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例については、委員

長報告のとおりに決することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第86号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

下山准一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成14票、反対２票、賛成多

数であります。よって、議案第86号は委員長報

告のとおり可決されました。 

  次に、議案第87号新庄市わらすこ広場の設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついて質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第87号新庄市わらすこ広場の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例について
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は、委員長報告のとおりに決することに御異議

ありませんか。 

   （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第87号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

下山准一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成15票、反対１票、賛成多

数であります。よって、議案第87号は委員長報

告のとおり可決されました。 

  次に、議案第88号新庄市農村環境改善センタ

ー設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例について質疑に入ります。質疑ありません

か。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 委員長の報告の確認で

すけれども、小中学生は免除、あるいは高校生

は半額というスポーツ関係の体育施設の、市の

施設の条例で減額免除というのが出されたわけ

ですが、このたびは減免規定の中にその立場で

入れるという内容で、確認でよろしいんでしょ

うか。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 議長、今田浩徳。 

下山准一議長 産業厚生常任委員長今田浩徳君。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 そのとおりであり

ます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 もう少しはっきり意思表示してく

ださい。佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） その点は大変よかった

と思います。一般についてはどうやら値上げに

なるという問題のようですが、どうですか。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 議長、今田浩徳。 

下山准一議長 産業厚生常任委員長今田浩徳君。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 その点につきまし

ては協議されませんでした。 

下山准一議長 よろしいですか。（「はい」の声あ

り）ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第88号新庄市農村環境改善センター設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついては、委員長報告のとおりに決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第88号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

下山准一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成13票、反対３票で賛成多

数であります。よって、議案第88号は委員長報

告のとおり可決されました。 

  次に、議案第89号新庄市昭和活性化センター
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設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 先ほどと同じことをお

聞きしますが、小中学生免除、高校生は半額と

いうこの姿勢で来て、減免規定をつくるという

点について、昭和活性化センターも同じです

か。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 議長、今田浩徳。 

下山准一議長 産業厚生常任委員長今田浩徳君。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 委員会の中では協

議にはなりませんでした。 

下山准一議長 よろしいですか。ほかにありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第89号新庄市昭和活性化センター設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いては、委員長報告のとおりに決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第89号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

下山准一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成13票、反対３票、賛成多

数であります。よって、議案第89号は委員長報

告のとおり可決されました。 

  次に、議案第91号新庄市新庄駅前ふれあい広

場の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例について質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第91号新庄市新庄駅前ふれあい広場の設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

については、委員長報告のとおりに決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第91号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第92号新庄市新庄駅東口交通広場

の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例について質疑に入ります。質疑ありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 
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  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第92号新庄市新庄駅東口交通広場の設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついては、委員長報告のとおりに決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第92号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第96号新庄市水道事業の設置等に

関する条例等の一部を改正する条例について質

疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第96号新庄市水道事業の設置等に関する

条例等の一部を改正する条例については、委員

長報告のとおりに決することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第96号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第97号新庄市水道給水条例の一部

を改正する条例について質疑に入ります。質疑

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第97号新庄市水道給水条例の一部を改正

する条例については、委員長報告のとおりに決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第97号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、請願第５号住みよいまちづくりの請願

について質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 請願の趣旨の請願事項

の３点については、市民への説明、行き違いが

ないよう丁寧な説明が必要だと職員の担当課長

から確認をもらっているという点は大変よかっ

たと思っています。 

  それから、もう一つ、この請願事項である市

の責任で通路の除雪をやっていただきたいとい

う、これについて話はどうなったのかお願いし

ます。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 議長、今田浩徳。 
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下山准一議長 産業厚生常任委員長今田浩徳君。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 除雪についての協

議はなされていませんでした。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 通路の除雪をやってほ

しいという声は、前の小桧室のあの集会所で議

会報告会をやったときにそういう声も聞いて、

議会としてこれはぜひ生活道なりなんなりで、

市の責任で通路は除雪すべきだということで要

望を出したわけです。しかし、実際、住民の区

長、この請願を出した方からお聞きすると、な

っていないんだというお話で、大変負担が重い

というか、困っているんだという話をまたこの

請願を出す前にお話をお聞きしたわけです。 

  そういう意味で、このたびの市の市営住宅と

いうのは、その通路も含めて市の持ち物なんで

す。市が名義を持っているところだと思うんで

す。そういうところを市営住宅の皆さんに使っ

ていただくということを考えたら、市の責任で

通路だけは除雪するというのが当たり前でない

かと私は思うのです。 

  そういう意味で、もし通路の除雪について審

議がなかったというままこのような結果を出す

としたら、私は出していただいた住民の願いに

沿った議会運営になっていないんではないかと

思うんですが、その点どうだったでしょうか。

どうお考えでしょうか。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 議長、今田浩徳。 

下山准一議長 産業厚生常任委員長今田浩徳君。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 除雪というところ

での協議はなされていませんが、６つの団地の

中の管理人からの６名をお願いし、その方々か

ら１年の中でさまざまな問題を出してもらうと

いうお話は、説明は受けました。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） ６つの団体から市営住

宅の代表を出していただいて、それぞれのとこ

ろから出た要望を市で受けて対応していくとい

う真摯な立場でやっているという話は感じられ

ます。でも、それでもこのたび協議の中であっ

たように、市の市民への説明が十分でなかった

がためにこの請願が出されたと反省していると

いう担当課の話があったように聞いておりま

す。 

  そういう意味では、市民への説明が、特にこ

の方、請願者は区長でありますから、一番の代

表なわけです。その区長を大事にして、やはり

行き違いがないように、そして十分、その市道、

市道ではないんですけれども、市の持ち物であ

る通路、道路、これはやはり市の責任でやると

いう立場でやってほしいという切実な願いにつ

いて話し合われないまま、この結果を出すとい

うのは、私は市民への責任を果たしているか、

議員として市民の代表と言えるのか、私は市民

の代表として受けた、私は紹介議員です。市民

の立場に立って全面的にやってほしいという、

これは市民の切実な願いとしてやれと、やって

いただきたいんだという立場で採択すべきだと、

私は住民の立場に立ったら思うんですが、どう

でしょうか。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 議長、今田浩徳。 

下山准一議長 産業厚生常任委員長今田浩徳君。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 そのような話は協

議されませんでした。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時４５分 休憩 

     午前１１時４６分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  請願第５号住みよいまちづくりの請願につい

て、委員長報告は不採択でありますが、請願第

５号については、原案のとおり採択することに

賛成の諸君は賛成のボタンを、反対の諸君は反

対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

下山准一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成３票、反対13票、賛成少

数であります。よって、請願第５号は不採択と

することに決しました。 

  次に、請願第６号次期食料・農業・農村基本

計画に関する請願について質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） この請願について、請

願の全体的には地域の農業を守るために支援し

ていただきたいというこの趣旨については反対

ではありません。しかし、文章の中に問題があ

ると私は感じております。 

  １つは、飽食を迎えてという内容ですが、本

当に日本国、今の我が国が飽食と言えるだろう

かと思います。20％の貧困層がおります。その

日の食べ物に困る人もおられます。国民全体に

飽食の時代を迎えてというのは、当てはまらな

いと思うんです。削除したほうがよかったので

はないかと思いますが、このことについての話

はあったか、１点目お聞きします。 

  ２点目は、ＴＰＰ11、日ＥＵ・ＥＰＡについ

て、肯定的に表現しておられるように感じます。

当然のものとして受け入れておられる姿勢が感

じられます。また、日米貿易協定も含めて輸入

がふやされる内容なんです。食料の輸入です。

そういう意味で、それが今、新庄市の農業が価

格が下がったりして苦しくさせられている大き

な最大の原因ではないかと私は思いますが、そ

ういった点について審議はあったのかお聞きし

ます。 

  ３つ目に、スマート農業と労働力確保対策で、

外国人材の受け入れということなどを進めてお

りますが、これも肯定的に、無批判に進めてい

る内容となっております。これはスマート農業

で言えば、確かに技術革新とか、機械化などで

労働力を省けるという点では悪くはないことが

ありますが、一方で、高い機械を買えなければ

続けられなくなるというか、買わせられるとい

うか、農業経営が破壊されるようなことにもつ

ながるというのがあると思われます。こういう

問題点があるという点です。 

  それから、外国人材の受け入れ、無批判に受

け入れというのは問題があるかと思っています。

外国人材の受け入れが拡大されておりますが、

ひどい労働条件でパスポートも取り上げるとか、

あるいは低賃金で受け入れられ、逃げているよ

うな外国人の労働者が出ている問題もあります

し、こういった問題を改善する立場でなければ

いけない、これを無批判に農業のところに広げ

ていいのかという点などが私は問題点として指

摘しなければいけない内容だと思うんですが、

そういった審議はあったでしょうか。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 議長、今田浩徳。 

下山准一議長 産業厚生常任委員長今田浩徳君。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 今の内容での質疑、

協議はございませんでした。 

下山准一議長 よろしいですか。ほかにありませ
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んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第６号次期食料・農業・農村基本計画に

関する請願について、委員長報告のとおり採択

することに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

請願第６号は委員長報告のとおり採択すること

に決しました。 

 

 

日程第２４議案第６８号令和元年

度新庄市一般会計補正予算（第３

号） 

 

 

下山准一議長 日程第24議案第68号令和元年度新

庄市一般会計補正予算（第３号）を議題といた

します。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） ページ８の15の４目で、

森林・林業再生基盤づくり交付金、これは支出

のほうにも15ページの６の１にも同じ内容が出

ております。実施主体が先送りという最初の説

明がありましたが、実施主体がどのような方で、

どのような内容をしようとしていたのか。今後

の見通しはあるかということを１つ目にお聞き

します。 

  ２つ目は、ページ８の15、５目住宅リフォー

ム総合支援事業費補助金がマイナス272万円と

なっていますが、どうしてこういうふうになっ

たのかお願いします。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 それでは、お答えをいたしま

す。 

  森林・林業再生基盤づくり交付金５億5,305

万5,000円の減額となっておりますけれども、

事業実施主体は、協和木材株式会社ということ

になっております。その目的でございますけれ

ども、木材加工、流通施設等の整備ということ

でございます。この森林・林業再生基盤づくり

交付金につきましては、県から市を通しての間

接補助金であります。 

  このたび県より林野庁の補助事業採択に向け

施設の増設計画を進めてきましたが、今年度は

採択には至らなかった。今後、事業を見直し、

さらに整備内容を充実させ、国の動向を注視し

つつ事業を進めたいので、本件事業を延期する

旨の連絡がございました。このたび減額補正を

するものでございます。よろしくお願いいたし

ます。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

下山准一議長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 住宅リフォーム総合支援

事業費の減額につきましてお答えいたします。 

  この補助金につきましては、県の補助金を活

用した市の事業として運用しているところでご

ざいますが、県への補助要望の段階で配分が

2,700万円までしか配分されなかったというこ

とで、県の配分に合わせた減額ということにな
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っております。以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） わかりました。 

  住宅リフォーム総合支援事業費補助金は、県

の配分が減ったからという残念なことから減っ

たということですが、ぜひ県のほうには拡充を

求めていただきたいし、それから、さらに空き

家のリフォームなどに使えるように改善も進め

る必要はないか。また、市独自で屋根のペンキ

塗りとか、畳がえなどにも使えるように市独自

の補助なども地元の業者の仕事になるという点

から拡充を検討すべきだと思うんですが、どう

ですか。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

下山准一議長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 補助金の要件の拡充、ま

た補助金の要望額、配分額の増額の要望という

ことで御意見をいただいたところでございます。

空き家の活用につきましての要件につきまして

は、現在も運用できているところでございます

ので、御承知おきいただきたいと思います。 

  また、畳がえやペンキの塗りかえなどにつき

ましても一定の要件を満たすものと一緒に活用

するということで、運用も可能となっておりま

すので、こちらにつきましても御理解いただき

たいと思っております。 

  県への配分につきましては、県内の市町村に

おきましても新庄市の配分は結構大きなところ

ということで理解しておりますが、現在、配分

していただいている中で、おおむね要望者の方

をお断りすることなく運用できていることも御

理解いただければと思っております。 

  なお、要望につきましても、改めて要望はし

ていきたいと考えております。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 一定の要件と一緒なら

可能というこの住宅リフォーム総合支援事業費

補助金ですが、ほかの要件が入らなくても、最

近も屋根のペンキ塗りができないために家がそ

じてしまって、全部屋根を張りかえなければい

けないなんていうところまで追い詰められ、し

かし金はないみたいな話で苦しんでおられる市

民がいました。 

  そういう意味では、ペンキ屋さんのお話など

を聞くと、せめてペンキ塗りをやっていれば家

はそじたり、穴があいたりしないから、ペンキ

塗りだけでもやったほうがいいんだよなという

話もありまして、別の要件というとまた金がか

かるし、ペンキだけでも屋根に塗れば家の長寿

命化に役立つという提案もあったし、そういう

業者を支援し、さらに市民がペンキ、屋根だけ

でも塗るかみたいな気持ちに一日も早く、悪く

なって張りかえまでいかない前になれるように

考えてやる必要があるのではないか。 

  単独でそれだけでも、あるいは畳がえだけで

も、やはり住んでいて何か気持ちよく健康に暮

らせることになるわけでありますから、畳だけ

でもかえられる、それは畳業者にとっては非常

に仕事しやすくなるわけで、そういったやり方

で市内の小さな建設にかかわっている業者の皆

さんの仕事をふやす、そして市民にも喜ばれる

ということで、市独自の補助もほかの市町村は

あるようですので、県と一緒の要件で合わせて

いなくても、それだけでも使えるというふうに

設定する必要はないか、そういう声はないか、

どうでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

下山准一議長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 現在の要件につきまして

は、議員おっしゃるとおり、県の要綱に沿った

形での運用ということになっておりますので、

今現在のところ、市単独の要件を満たすような

形での運用まではしていないところでございま

す。 
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  また、本補助金の主たる目的といたしまして

は、施設の維持管理ということではなくて、住

宅の性能の向上ということを第一の目的として

考えておりますので、その辺を御理解いただけ

ればと考えております。以上です。 

下山准一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午後０時００分 休憩 

     午後１時００分 開議 

 

下山准一議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

  午前中に引き続き議案第68号について質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 20ページの10款教育費

５項11目社会体育費のスポーツコミュニティ推

進事業費のところですけれども、365万2,000円

の減額となっておりますが、これは地域おこし

協力隊を確保するためのお金だったと思います

が、応募はしてもらえなかったのでしょうか。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

下山准一議長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 この地域おこし協力隊に

つきましては、お問い合わせが二、三件ありま

して、一度１名の方が新庄までお見えになって

事業内容とかをいろいろお話ししたところでご

ざいますけれども、やはり地域おこし協力隊と

して３年間ということがあります。３年後の自

分の姿がちょっと思い描くことができないなど

と応募予定の方がおっしゃられまして、今回辞

退になったというような経緯があるかと思いま

す。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 地域おこし協力隊は、

若者の定住促進を図る上で有効な施策だと思い

ますが、地域おこし協力隊は来年度も応募する

予定でしょうか。また、来ていただけるように

工夫する必要があると思いますけれども、どの

ようにされますか。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

下山准一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 地域おこし協力隊につい

ては、来年度も募集したいと考えております。

現在、想定しているのは３名を募集したいと考

えております。具体的な募集は、来年１月以降

募集するという形になりますけれども、今現在

はホームページを活用したり、地域おこし協力

隊のサイトがありますので、そちらに載せてい

ただくというふうな形で募集しておりますけれ

ども、過去にはビデオを作成して発信したとい

うふうな例もございますので、地域おこし協力

隊の募集人数によりまして、今後、さまざまな

手法は考えていかなければいけないと考えてお

ります。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。

ぜひいろいろ工夫していただきまして、定住促

進にもつながるということですので、よろしく

お願いいたします。終わります。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 何点か質問いたします。 

  最初に、８ページの10款１項１目地方交付税

なんですが、確認です。現在、既にこちら今回

普通交付税の部分の増額ということなんですが、

既に普通交付税については確定をしているかと

思います。確定額が幾らであったのか、また今

回補正をすることによって、残額といいますか、

その表現がちょっと的確かはわからないんです

が、幾ら自由に一般財源として使うことができ
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るのかということが、まず１点です。 

  そして、次が９ページの19款１項１目繰越金

なんですが、こちらの繰越金については、平成

30年度の決算で行った繰越金、純剰余金といい

ますか、こちらの繰越金が総額という形の補正

でよろしかったかどうなのかです。 

  次に、９ページの21款市債１項９目臨時財政

対策債なんですが、こちらについては、補正の

ほうでは44億円でありました。今回732万5,000

円の補正ということで、こちらの金額としてど

ういった費用にこれは充てられていくのかとい

うことを伺います。 

  次に、歳出の部分で、10ページ、２款１項７

目企画費の地域づくり支援事業費、地域おこし

協力隊起業支援補助金ということで100万円の

減額になっております。当初ではこちら200万

円で、この制度から考えますと、３年間終わり、

そして新庄で定着をする、もしくはそのための

起業の準備金というか、協力金ということの考

え方であったかなと思います。もしくは今まで

自分がやってきた事業を継続して新庄市に定着

をして行っていくという考え方のもとに、この

補助金というものが支払われていくのではない

かと思っているんですが、こちらが減額になっ

た理由を伺います。 

  そして、次が20ページ、10款教育費５項11目

の、こちらもスポーツコミュニティ推進事業費、

今、ほかの議員から質問もありましたが、これ

も地域おこし協力隊の募集にかかったというこ

とですが、応募が１人あったが、３年後の姿を

思い描けなかったということで断念をしたとい

う、応募にはならなかったということなんです

が、今回、このスポーツコミュニティ推進事業

ということで、ホームページにも載ってありま

すが、この仕事については、そもそもスポーツ

について、応募する方が専門的な知識であった

り、経験というものが必要なのか必要でないの

か、そういったことを伺います。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 最初に交付税の部分でござい

ますけれども、確定額としましては、普通交付

税の確定額でございますが、令和元年度の交付

決算額ということで37億6,026万8,000円という

ことで、決算額としましては見込んでございま

す。今回の補正によりまして、残額といいます

か、今後どのくらい残っているのか、予算化で

きるのかということでございますけれども、１

億8,102万5,000円でございます。 

  それから、２点目の繰越金につきましては、

前年度繰越金ということで、平成30年度の実質

収支額が繰越金になるわけでございますが、こ

ちら９億3,016万3,000円というふうなことであ

りますけれども、こちら残りの財源としまして

は、今回補正後の額としましては、残額がゼロ

になると、全て歳入に充てているというふうな

ことでございます。 

  それから、臨時財政対策債の充当先でござい

ますが、今回の補正予算の全般の、特に充当先

という特定のものはなくて、全体の中で調整さ

せて使わせていただいているというふうな状況

でございます。以上です。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

下山准一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 10ページの地域おこし協

力隊起業支援補助金200万円からなぜ100万円に

減額したのかというふうな理由でございます。

当初、地域おこし協力隊は最長３年という任期

になっておりますけれども、当初、令和元年度

に退任する予定の２名が起業したいというふう

な意向を示しておりましたので、200万円を予

算措置させていただいたんですけれども、実際

のところ今年度２名の方が起業計画書を提出し

たんですけれども、１名の方の内容が起業及び

定住につながるような内容ではなかったため、

対象とならず、なおかつ御本人が８月末をもっ
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て地域おこし協力隊を退任されたということで、

今後、活用する見込みがないということで減額

させていただくものでございます。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

下山准一議長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 20ページの社会体育費の

中のスポーツコミュニティ推進事業の地域おこ

し協力隊の件でございますけれども、専門的な

知識や資格については、この応募に当たりまし

て特に求めるものはないような状況で募集をか

けたところでございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 失礼しました。先ほど

の発言で臨時財政対策債を44億円と申し上げま

したことを訂正いたしまして、４億4,000万円

でありました。失礼します。 

  最初に、地方交付税については、残り、残り

という言い方が適切かはわかりませんが、今後、

計上、一般財源として活用できる金額がまずは

１億8,102万5,000円となっているということで、

このちょっと確認をさせていただきたかったも

のですから、質問いたしました。 

  繰越金についてなんですが、今のところは前

年度からの繰り越しということで、実質収支の

部分の繰り越しであって、残額についてはもう

あとゼロ円だということなんですが、新庄市の

この規模に対して、この昨年の数字ではありま

すが、実質収支比率が今回補正をした９億

3,000万円という金額が9.8％でありました。 

  この9.8％なんですが、新庄市の規模として

実際は何％であることが望ましいと財政課のほ

うは見ているのか、その財政計画の中で繰越金

については３％の目標があるのかないのか、そ

ちらのほうを伺いたいということと、実質公債

費比率につきましては、予算の中の全体で使っ

ていくということで、これは経常的費用に使わ

れていくということなんですが、今現在、この

令和元年度のこの発行額によって相当額、この

中で総額が幾らになっていて、市債、公債費に

占める割合がどの程度になっているのかという

ことを伺いたいと思います。 

  次に、地域おこし協力隊の２款１項７目につ

いては、年度途中で１名がやめられたと、辞退

された、退職されたということで、この方がか

かわっていた事業というのが、当初予算の中で

あった地域活性化事業ということだったのかな

と思うんですが、この事業はどんなふうに進ん

でいって、またどんなふうになっていたのか。 

  また、この事業を例えば３年の間で中断する

ということで、そこにかかわった方たちがあれ

ば、事業が中途で終わって何らか不都合が生じ

ているだったり、困り事があるだったり、そう

いったことがあるのかないのか、そのことを伺

いたいということ。 

  そして、スポーツコミュニティ推進事業につ

いては、先ほどほかの議員からもあったように、

地域おこし協力隊の制度というのが、都市部か

ら決められたところの、都市部から不利な地域

という言い方は変ですけれども、こういう田舎

に募集して来るということなんですけれども、

今回来ていただいて、そして面談等をされたと

いうことなんですけれども、それをもう少し、

お試し地域おこし協力隊という制度があるかと

思うんですね。 

  募集をかけて、そして２泊３日とかで来るこ

とができて、そして新庄市の中でどんな事業を

求めていて、どういったことをやれるのか、可

能性があるのか、将来定住につなげていくこと

ができるのか。そういったことを来てもらう方

に試していける制度があるんですが、こちらの

その制度というのは、特別交付税で上限100万

円ということで活用することができるかなと思

うんですが、この部分についても活用していく

べきなのではないかなと思うんですが、そうい

った点についてどのように考えているのか伺い
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たいです。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 最初に、前年度繰越金の部分

でございます。実質収支比率の適正値というこ

とでございますけれども、特に適正値という形

で我々のほうで受け取っているものではござい

ません。確かに平成30年度の実質収支が非常に

多くなり過ぎたというふうなことでございます

けれども、こちらについては、やはり歳入のほ

うでかために見込んでいるということもありま

すし、市税などで実際に予算以上に収入があっ

たというふうなことで保留財源が生じたものと

いうことでございます。 

  また、歳出の面におきましては、予算の執行

段階におきまして、入札により契約差金が生じ

たりと、あるいは事務改善や効率化の努力の結

果ということもございます。また、当初見込ん

でいた事業の規模が実施できなかったというこ

とで、実質収支が生じてしまったという面もご

ざいますので、確かに予算編成上はこういった

ことのないように留意しながら編成していく必

要があるというふうに考えてございます。 

  それから、２点目の御質問は、臨時財政対策

債の割合ということでよろしかったでしょうか。

平成30年度の決算値で申しますと、約70億円近

い、69億1,300万円という額でございまして、

市債残高の約５割近くを占めているというふう

な状況でございます。５割です。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

下山准一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 ８月末で退任された、地

域活性化事業というふうな位置づけをしており

ましたけれども、もともとは看護師養成所にか

かわりたいということで来られたんですけれど

も、そちらのほうがなかなか停滞ぎみだったも

のですから、地域づくりのほうに自分でやりた

いという方向性を見出して取り組んで、さまざ

まな仕掛けを行っていたと思います。御本人の

考え方ではいろいろなところにかかわって、実

施するのは地域の方だよというふうな考え方で

進めたようですので、その中で例えば新庄・最

上文化政策推進会議というのを立ち上げてさま

ざまな講演会を開催したり、例えば山ブドウワ

イン、そちらのほうにもかかわっていてさまざ

まにかかわっておりますけれども、その後、そ

の組織自体がどういうふうな形で存続している

かということの詳細については確認しておりま

せん。 

  なおかつ不都合がなかったのかということに

つきましては、不都合があったということ自体

は確認していないところです。 

  また、２点目の地域おこし協力隊のお試し制

度を活用するのかしないのかというふうな御質

問だと思うんですけれども、今現在は、そのお

試し制度というところまで活用する考えはござ

いません。どちらかというと、こちらのほうに

来ていただいてやることを見つけていただきた

い、そして定住につなげていただきたいという

ふうな考え方で進めております。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） まず、繰越金なんです

が、特に財政運営計画の中にあって適正とする

そのパーセンテージというものは特にないとい

うか、特に考えていないということかと思うん

ですが、経験則的に全国的な自治体の状況によ

りますと、３％から５％が望ましいというふう

にされています。その枠というのが地域ごとの

状況によるということで、３％から５％。 

  そして、これを新庄市の財政、この繰越金の

状況に当てはめてみますと、例えば平成23年度、

7.5％、平成24年度、8.1％、平成25年度、

5.6％、平成26年度は適正2.9％、平成27年度、

5.8％、平成28年度もその範囲内4.8％、平成29

年度、7.3％、また平成30年度が9.8％、こちら
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を例えば５％というところで数字に変えていく

と、それぞれ平成23年度であれば２億4,000万

円、平成24年度であれば２億9,000万円強です

ね。そして、平成25年度は5,800万円程度、平

成26年度は適正であったと。平成27年度は

7,500万円程度、そして平成29年度２億1,600万

円程度というふうに５％を目安にして考えてい

った場合、このぐらいの金額が一般財源として

使えるのかなと。 

  そうしますと、その目標の設定をしていくと

いうことが非常に実は大事なのではないかなと。

そして、新庄市で必要とされている農業振興で

あったり、あとは産業振興であったり、市の人

材の確保であったり、そういった人件費であっ

たりというところに向けられるのではないかな

と思うんですが、その財政運営をしていく上で、

いや、いろんなことが起こるから、そのパーセ

ンテージを持たないほうがいいんだとするのか、

いや、そういうのはちょっと見込みながらやは

り全体最適という形になっていくような形でパ

ーセンテージを見込めていったほうがいいのだ

というふうな考え方を持ってもらったほうが、

私はいいのではないかと思っているんですが、

これまでこういったことを財政運営していく中

で考えたことがあったのかなかったのか、そう

いったことを伺います。 

  また、臨時財政対策債は、平成30年度につい

ては約70億円、そして、市債残高の５割になっ

ているということで、大変大きい数字になって

いると思います。どうしても地方交付税の構造

上でこれがなければ経常経費を賄っていくこと

ができないんだという考えもあるかと思うんで

すが、そろそろこれが増大していくことで、本

来ストックとして市債を発行していかなきゃい

けない事業について、公債費が圧迫されること

でできなくなっていく、難しくなっていくんじ

ゃないかということも懸念されるわけです。 

  そうすると、この臨時財政対策債についての

やはり市としての考え方というのは、後年度措

置されるといいましても、その後年度措置され

ている金額を見ると、絶対的に追いついていか

ないのが実情かと思います。そういったことも

踏まえてどういうふうに考えているのか、話し

合われていることがあるのかどうなのか、その

点を伺いたいということです。 

  あとは、地域おこし協力隊のスポーツコミュ

ニティ推進事業ということについては、国の特

別交付税でお試し地域おこし協力隊ということ

を後で支払われるということになると思うんで

すが、できるというその制度をやはり活用して、

その地域おこし協力隊もその人の人生があるわ

けで、３年終わってやっぱりちょっとだめだっ

たわとなるのか、それとも３年間の活動を経て、

やっぱりここで根を生やしてやってみようとす

るのか、そういった人生設計を考えていく必要

も非常にあるなと思っております。 

  今のところはお試しのその事業を活用すると

いうことは考えがないということなんですが、

今後、やはり必要なのではないか。全国的な動

向を見ると、もう既に平成30年度で1,061団体

がこの取り組みをしているとなると、どうして

も人の奪い合いがもう始まっているのは、重々

担当課は承知しているかと思います。新庄市の

よさをより地域おこし協力隊で募集してくださ

る人にアピールしていくという機会ということ

も必要なんではないかなと考えています。再度

いかがでしょうか。 

伊藤元昭副市長 議長、伊藤元昭。 

下山准一議長 副市長伊藤元昭君。 

伊藤元昭副市長 非常に叶内議員大変勉強されて

おりまして、財政についての御質問は非常に詳

しく御質問されるわけですが、実質収支比率、

物の本では３％から５％が適正ではないかなん

て書いてあるのも確かに承知しているところで

ございます。 

  先ほどずっとこの四、五年の実質収支比率の
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中で、とりわけ平成30年度決算においては9.8

という繰越金が多く出たという結果にはなって

おります。この繰越金の考え方でありますが、

基本的に決算で初めて出てくると。 

  ただ、その決算に出る前におおよその見込み

を立てながら繰越金というのは当然あるわけで

すけれども、新庄市では当初予算で１億6,000

万円と、今はですね。来年度はどうなるかわか

りませんが、平成31年度予算では１億6,000万

円という数字を計上しております。 

  このウエートからいけば、全体の予算のウエ

ートから言えば、結構最初から繰越金を若干見

ているというふうな、多目に見ているという状

況です。 

  財政サイドでもいろんな考え方があるかと思

います。繰越金が要するに翌年度に使える繰越

金ですから、当初予算は当初予算で計上するわ

けですが、補正財源としては貴重な財源になっ

てくるわけです。補正財源をある程度とってお

かないと、歳出、その補正する財源として確保

していく必要もあるという考え方も１つはある

のではないかというふうに考えているところで

す。 

  形式収支で歳入と歳出が赤字になるような、

三角になるようなことでは当然困るわけですが、

やっぱりある程度の繰越金は当然確保する必要

があるのではないかなというふうに考えている

ところであります。 

  あと、臨時財政対策債のお話ですが、叶内議

員もおっしゃるとおり、これ地方交付税の制度

の中での臨時財政対策債という位置づけがなっ

ておりまして、これはここまで発行できますよ、

交付税の算定と一緒に数値が示されるわけでし

て、それを活用しないというのは、これはあり

得ないというふうに考えております。 

  交付税と同じように一般財源という形になっ

ていますから、これは将来どうなるかというの

は非常に心配はしておりますけれども、現在、

多分きょう国の予算編成の中で総務大臣と財務

大臣が折衝を行っていまして、来年度の地方財

政計画の中で交付税をどのぐらい見るか、ある

いは交付税が足りなかった分を臨時財政対策債

でどのぐらい見るかというふうな、多分折衝な

んかも行っているのではないかと思いますけれ

ども、基本的には臨時財政対策債は地方交付税

を補う一般財源でありますから、これは許され

る限度で当然発行していくのが財政運営として

の基本というふうに考えているところでござい

ます。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

下山准一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 地域おこし協力隊制度の

お試し制度を使わないかということで、結論的

に申しますと、将来的に使う可能性はございま

す。予算要求が終わった時点でもう来年度につ

いてはこの時点では考えていないということで

ございます。地域おこし協力隊自体がどちらか

というとお試し制度の性格も持っていますし、

１年経験してみてというふうな形でもできるわ

けですけれども、やはりお試し移住という意味

合いが強いとすると、今後、どちらのほうに住

んでいただいて体験してもらうのがいいのかな

ということとか、さまざまな課題があると思い

ますので、こちらのほうの受け入れ体制をどう

するかということを検討した上で、取り組むと

すれば取り組むべきだろうと思います。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ



- 128 - 

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第68号令和元年度新庄市一般会計補正予

算（第３号）は、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第68号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２５議案第６９号令和元年

度度新庄市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第２号） 

 

 

下山准一議長 日程第25議案第69号令和元年度新

庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第69号令和元年度新庄市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第69号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２６議案第７０号令和元年

度新庄市公共下水道事業特別会計

補正予算（第２号） 

 

 

下山准一議長 日程第26第70号令和元年度新庄市

公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）を

議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第70号令和元年度新庄市公共下水道事業

特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第70号は原案のとおり可決されました。 
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日程第２７議案第７１号令和元年

度新庄市農業集落排水事業特別会

計補正予算（第２号） 

 

 

下山准一議長 日程第27議案第71号令和元年度新

庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第71号令和元年度新庄市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第71号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２８議案第７２号令和元年

度新庄市介護保険事業特別会計補

正予算（第３号） 

 

 

下山准一議長 日程第28議案第72号令和元年度新

庄市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

を議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第72号令和元年度新庄市介護保険事業特

別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第72号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２９議案第７３号令和元年

度新庄市後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第２号） 

 

 

下山准一議長 日程第29議案第73号令和元年度新

庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

２号）を議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第73号令和元年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のと

おり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第73号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３０議案第７４号令和元年

度新庄市水道事業会計補正予算

（第３号） 

 

 

下山准一議長 日程第30議案第74号令和元年度新

庄市水道事業会計補正予算（第３号）を議題と

いたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第74号令和元年度新庄市水道事業会計補

正予算（第３号）は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第74号は原案のとおり可決されました。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午後１時３８分 休憩 

     午後１時５４分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程の追加 

 

 

下山准一議長 追加案件が出ておりますので、こ

こで、議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長石川正志君。 

   （石川正志議会運営委員長登壇） 

石川正志議会運営委員長 それでは、議会運営委

員会における協議の経過と結果について報告い

たします。 

  本日午後１時40分から、議会運営委員６名出

席のもと、執行部から副市長及び関係課長並び

に議会事務局職員の出席を求めて議会運営委員

会を開催し、本日の本会議における議事日程の

追加について協議をいたしたところでありま

す。 

  協議の結果、議案第103号新庄市一般職の職

員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
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についての議案１件及び議案第98号令和元年度

新庄市一般会計補正予算（第４号）から議案第

102号令和元年度新庄市水道事業会計補正予算

（第４号）までの補正予算５件並びに議会案第

６号次期食料・農業・農村基本計画に関する意

見書の提出についての議会案１件を本日の議事

日程に追加することにいたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、議会運営委員会における協

議の経過と結果についての報告といたします。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま議会運営委員長から報告がありまし

た議案１件、補正予算５件、議会案１件を本日

の議事日程に追加することに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案１件、補正予算５件、議会案１件を本日の

議事日程に追加することに決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため暫時休憩い

たします。 

 

     午後１時５７分 休憩 

     午後１時５９分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第３１議案第１０３号新庄市

一般職の職員の給与に関する条例

等の一部を改正する条例について 

 

 

下山准一議長 それでは、追加日程に入ります。 

  日程第31議案第103号新庄市一般職の職員の

給与に関する条例等の一部を改正する条例につ

いてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第103号新庄市一

般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例について御説明申し上げます。 

  本案は、山形県人事委員会勧告に鑑み、職員

の給料月額、期末勤勉手当及び住居手当並びに

特別職の期末手当について必要な改正を行うも

のであります。 

  主な改正内容といたしましては、給料月額に

つきまして、初任給及び若年層に重点を置いた

給料表の改正、また期末勤勉手当を0.05月引き

上げるものであります。この改正に合わせて、

市長、副市長、教育長及び議員の期末手当につ

きましても、支給月数を0.05月引き上げるもの

であります。 

  以上、御審議いただき、御決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第103号新庄

市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例については、会議規則第37条第３

項の規定により、委員会への付託を省略したい

と思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第103号は委員会への付託を省略すること

に決しました。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午後２時０１分 休憩 

     午後２時０８分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  議案第103号について、これより質疑に入り

ます。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 
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１ 番（佐藤悦子議員） 初任給、あるいは若年

層の給与引き上げ、それから期末手当の0.05月

プラスという、これは人事院勧告に基づいてと

いうことで、これはいいと思います。 

  ところで、市長等、議員等の期末手当も0.05

月引き上げというお話がございました。そこで、

１つは、総額、この市長等、議員等の期末手当

の引き上げ額の総額は幾らか。それから、それ

ぞれの引き上げ額は幾らになるのか。３つ目と

して、人事院勧告というのは公務員から争議権

をとるかわりに付与されたものだと聞いており

ます。それと市長等、議員等は関係ないのでは

ないか。お願いします。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

下山准一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 今回の引き上げ額ということ

でございますけれども、市長については６万

4,400円、副市長につきましては４万9,000円、

そして教育長については４万1,300円、議長に

おきまして３万1,360円、副議長におきまして

２万7,650円、また議員につきましては２万

5,900円ということでございます。 

  そして、今回の特別職の期末手当の引き上げ

ということでございますけれども、人勧の制度

の中で一般職の引き上げということを実施した

ところでありますが、確かに国の人事院の勧告

の制度、そして県の人事委員会の勧告の制度に

おいては、特別職は対象にはなっていないとい

うところではございます。 

  しかしながら、この勧告が民間の給与の実態

を反映させるという制度の中で、国の特別職に

おいても勧告に準じて引き上げておりますし、

県の特別職においても同様に引き上げてきた経

過、今回もそうですけれども、ございますので、

本市においても同様の形で勧告に準じて実施し

たいということでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） それぞれ市長は６万

4,400円、副市長は４万9,000円、教育長は４万

1,300円、議長は３万1,360円、副議長は２万

7,650円、議員は２万5,900円の引き上げという

ことで、全部で幾らになるのかもう一度お願い

します。 

  それから、人事院勧告の制度には対象になっ

ていないというお話でした。民間の給与の実態

を反映ということですが、民間の給与の実態の

反映の中身がこの特別職の給与の引き上げとど

のようにかかわるのか再度お願いしたいと思い

ます。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

下山准一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 額につきましては、市長ほか

三役については15万5,000円、あと議員につい

ては44万8,000円、合計60万3,000円ということ

でございます。 

  人事委員会の制度ということでございますけ

れども、勧告の制度ということになりますが、

民間の給与の調査のときに、学歴別、経験別、

職種別等の職種ごとの比較をしまして、一定の

事業規模以上のところを集計しつつ、その乖離

を求めるということでございます。 

  その際、当然ながら、景気動向を反映してそ

れが勧告に反映されるわけですけれども、特別

職についても、民間であれば取締役関係という

ことになりますが、その方も雇用情勢とか、景

気動向を反映されるわけですから、そういう意

味も含めて国の特別職も引き上げ実施しており

ますし、県の特別職も引き上げを実施するとい

うのが、今の全国的な一つの考え方であるとい

うふうに捉えております。 

  そのようなことから、市としても同様の形で

実施したいということですので、御理解いただ

ければと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 
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１ 番（佐藤悦子議員） 人事院勧告のそもそも

なんですけれども、これは働く労働者が賃上げ

してもらいたいということで、昔は公務員もス

トライキ権を認められたりして、暮らせる賃金

にしてもらいたいというふうに雇用主に対して、

労働者が一致団結して組合などをつくったりし

ながらストライキ権を行使してきた。 

  これが公務員になしというふうにされてきた

ということで、そのために、じゃあかわりに民

間の状況はどうかというのを見て公務員の給料

が下がっている場合は倣って上げるようにとい

うふうな話ができる、あるいは下がるかもしれ

ませんが、そういうことで出てきた人事院勧告

です。 

  そういう意味で、取締役などは労働者という

ふうには民間の場合考えられない。そう考える

と、取締役までが上がっているからということ

で国及び県及び市の特別職の皆さんが上げねば

ならないということは、私は市民は納得しない

だろうと思います。特別職は労働者と同じ立場

ではないんです。民間の取締役も労働者ではな

いと思うんです。 

  そういう意味で、市民が特別職については非

常に厳しい目を、私たち、私も特別職に置かせ

ていただいて厳しいわけです。それは市民の皆

さんの、労働者の生活実態がとても厳しいとい

うことから、比較的高い方の給料について、特

に新庄市では特別職に、私たちに当たるわけで

すが、そこに対して労働者の権利として据えら

れた公務員の人事院勧告、これに沿って比較的

高いと言われている特別職の給与まで上げると

いうのは、市民感情からいって納得できないと

いうふうに思うんです。 

  そういう意味では、これは上げないで、市民

福祉のほうに、私も請願のときに言いましたが、

飽食の時代に合致しない、２割ぐらいの方が私

も知っている方いらっしゃいますが、本当に食

べるもの何するということで、日々の食べ物に

苦しんでおられる所得の低い方々に福祉として

何やかにやと、何ができるかというふうに提案

し、それに向けてお金を少しでも使う。 

  私はそういう市政であるべきだと思うんです

が、そして、地方のことは自分たちで決められ

るわけです。決めるのはこの場なわけです。そ

ういう意味で、この場でおられる立場から、私

たちは特別職の人事院勧告に倣って上げるとい

うのは市民感情からいっていかがなものかと思

うわけで、その市民の声などは聞いたことがご

ざいますでしょうか。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

下山准一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 人事院の勧告の制度は争議権

の代替措置ということは十分承知しております

し、それがスタートだったということは理解し

ております。そして、今回の勧告は、景気動向

を踏まえて、雇用情勢を踏まえて0.05月引き上

げるという勧告に準じて引き上げた内容での改

正案でありますけれども、例えば不景気になっ

た場合、実際に10年前、リーマン・ショック当

時は相当大幅な引き下げが実施されておりま

す。その際に、引き下げるためにも、そこも含

めて勧告に準ずるということは、引き下げるべ

きときに引き下げる意味も含めての今回の改正

条例だということで御理解いただければと思い

ます。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

下山准一議長 石川正志君。 

１４番（石川正志議員） 一般論になり恐縮です。

昨年度も本12月定例会で人勧に伴う給与の改正、

それから特別職も同時に期末手当を上げるとい

うところ可決した記憶があります。今、総務課

長の答弁の中で、例えばこのたびは２年続けて

引き上げするんだというところで、特別職もそ

こに含めたという判断で、今の答弁の中で、仮

にじゃあ民間の方々が下がったと。県の人事委
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員会勧告としても公務員の給与は引き下げるべ

きだろうとなったときに、当然職員の分は引き

下げる、あわせて新庄市の場合は、このたびは

0.05月の期末手当特別職の引き上げがあります

が、そのときは我々も身を切るという考え方で

よろしいんですね。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

下山准一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 以前は毎年期末手当が引き下

げになった時期がございます。そういうことか

らしまして、引き下げの人事院勧告が出ました

ら、新庄市の特別職においても当然引き下げた

形で対応していくのが全てかなというふうには

感じております。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

下山准一議長 石川正志君。 

１４番（石川正志議員） これ昨年も、また話を

持ち出して恐縮です。修正動議が出たかと思い

ます。納得いただけない方が２名以上いらっし

ゃったというところで修正動議が出されたわけ

です。そうすると、議員、我々特別職は、自分

はあれほど立派なことを言っているので納得で

きないと。いただいた分の報酬をお返しすると、

残念ながら我々は公職選挙法に抵触してしまう

というところで、法務局へ預けるということし

かできないのかなと、今考えていますが、まず

そのやり方しかないのか、ほかに妥当な方法が

あるのか。給料が、大体報酬が引き上がった部

分に対して自分は納得できないから要りません

よと意思表示をする方法はまずほかにないのか。 

  あとは昨年度、立派なことを申し上げながら、

反対された方、供託なりされた事実があればお

伺いしたいのですが。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

下山准一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 去年の改正条例関係のお話と

いうことですけれども、我々としましては、条

例が可決されれば、その額でお支払いするとい

うのが必ず行わなければならないことになりま

す。条例に基づいてお支払いして、その結果、

受け取った方がどういう考えでどういう行動を

とるかということまでは、ちょっと我々のほう

では把握はしていないところでございました。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

下山准一議長 石川正志君。 

１４番（石川正志議員） 当時、１名減じゃなく

て18名議員がいたわけですね。修正動議という

のは２名以上の賛同者がいなければ出せない。

最低でも２名は納得していなかったと。 

  ただ、今、執行部のほうで供託したかしない

かは確認する方法はあるかないのかわかりませ

んが、口先では立派なことだけ言っておいて、

実は自分もちゃっかりもらっているという方が

いらっしゃるというのは我々は非常に残念だと

申し上げて質問を終わります。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 今回の見直しに際しま

して、職員の組合との話し合いというものはど

うであったのか、そちらの内容をどのようにわ

かり合ったというか、決着をしたのかというこ

とを含めて伺いたいということと、やはり条例

というのは、その自治体が自主的に改定をして

いける、そして議会で議決をしていくというこ

とになるかと思います。 

  そうしますと、いろいろなさまざまな意見が

ありますが、この特別職に対しては、全体的な

金額を見てもやはり据え置きをしても何ら差し

支えがないのではないかなというふうに思った

わけです。そういった考えはなかったのかどう

なのか。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

下山准一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 組合との関係ですけれども、

組合には山形県の勧告の内容をお互い確認して、
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その勧告の内容に準じて改正条例を出すという

ような説明をしまして、それに対して組合では

異議というものはありませんでした。 

  あと、もう一点の上げない選択はどうかとい

うことですけれども、これまでも国においても

特別職については勧告に準じた形で改正してき

た経過がございますし、県においても勧告に準

じて改正している事実がありますので、それに

倣う市町村がほぼ全てという実態も踏まえて、

新庄市としても改正条例案を提案したいという

ことでございました。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 一般職については、新

庄市の給与が適正であるか、ボーナス含めて適

正であるかということを見たときに、この類似

団体で比較していくともう少し上げてもいいの

ではないかなということが見えます。 

  一方、特別職については、類似団体よりもや

はり高いです。それがじゃあ適正か、適正じゃ

ないのかということをはかるには、やはりもう

少し時間をかけて、このように不意打ちのよう

に条例をぼんと出してくるのではなくて、特別

職については、その金額が適正であるのかどう

なのか、何をもってはかるのかというのは、や

っぱり出し合わなければいけないと思うんです。 

  市民の中からその声というのは、担当課は聞

こえてきているかわかりませんが、私のもとに

くる声とすると、上げるんだったら、上げても

いいんだと。でも、その分自分たちのやっぱり

託していることであったり、新庄市をこのよう

にしてほしいだったり、そういった方向に動い

ているかいないかと考えると、なかなか見えな

いという声が自分には多く入ってきていまして、

その中で、一方的に上げていくというのは納得

ができない。 

  そして、今回使用料は上がるわけですから、

そういったことを考えても、全体的に見たとき

に、本当に適正なのかどうなのかというのは、

もうちょっと時間をかけてやっぱり議論をして

いってもいいのではないかと思ったんですが、

その点についてはどうでしょうか。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

下山准一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 県内の状況を見ましても、同

様に追加の提案で引き上げるというのが大多数

であります。今回の改正というのは支給月数の

改正になりまして、その支給月数が何が適正か

という大きな指標として、他団体においても人

事院勧告、または県人事委員会の勧告に準じて

いるのが今の全国的な大きな判断となっている

ところです。それを踏まえて、本市も同様に改

正したいという中での条例案でございました。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第103号新庄市一般職の職員の給与に関

する条例等の一部を改正する条例については、

原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第103号について、原案のとおり決する

ことに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対の諸

君は反対のボタンを押してください。 
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   （電子表決） 

下山准一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成14票、反対２票、賛成多

数であります。よって、議案第103号は原案の

とおり可決されました。 

 

 

議案５件一括上程 

 

 

下山准一議長 次に、日程第32議案第98号令和元

年度新庄市一般会計補正予算（第４号）から日

程第36議案第102号令和元年度新庄市水道事業

会計補正予算（第４号）までの補正予算５件に

つきまして、会議規則第35条の規定により一括

議題にしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第98号令和元年度新庄市一般会計補正予算

（第４号）から議案第102号令和元年度新庄市

水道事業会計補正予算（第４号）までの補正予

算５件を一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第98号から議案第

102号までの令和元年度新庄市一般会計及び特

別会計並びに水道事業会計の補正予算について

御説明申し上げます。 

  補正内容につきましては、議案第98号から議

案第102号までの一般会計と３つの特別会計及

び水道事業会計において、議案第103号新庄市

一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改

正する条例に合わせまして所要額を補正するも

のであります。加えて、一般会計におきまして、

道路橋りょう災害復旧事業に係る費用の追加補

正を行うものであります。 

  一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ

1,888万4,000円を追加し、補正後の予算総額を

191億8,255万2,000円とするものであります。

また、第２表地方債補正におきまして、道路橋

りょう災害復旧事業債の変更を行うものであり

ます。 

  補正の財源といたしましては、地方交付税、

国庫支出金及び市債を充てるものでございます。 

  歳出につきましては、各款ごとの職員給与費

のほか、道路の災害復旧事業費を補正しており

ます。これについては、災害復旧工事を行う中

で、当初想定していなかった箇所に被害が拡大

していたことから、追加事業費3,320万円のう

ち、不足する額について追加補正を行うもので

あります。 

  議案第99号公共下水道事業特別会計から議案

第101号介護保険事業特別会計までの３つの特

別会計につきましては、３会計合計で22万

7,000円を追加するものでございます。財源と

いたしましては、一般会計繰入金などを充てて

おります。 

  議案第102号水道事業会計補正予算につきま

しては、収益的支出に21万2,000円、資本的支

出に３万円を追加し、議会の議決を経なければ

流用することのできない経費において、職員給

与費として24万2,000円を増額するものでござ

います。 

  以上、御審議の上、御決定賜りますようお願

い申し上げます。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明がありました議案第98号令和元

年度新庄市一般会計補正予算（第４号）から議

案第102号令和元年度新庄市水道事業会計補正

予算（第４号）までの補正予算５件については、

会議規則第37条第３項の規定により委員会への
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付託を省略したいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第98号から議案第102号は委員会への付託

を省略することに決しました。 

  これより質疑に入ります。 

  初めに、議案第98号令和元年度新庄市一般会

計補正予算（第４号）について、質疑ありませ

んか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 16ページの災害復旧費

で、道路橋りょう災害復旧費で、被害拡大して

いたということでしたが、どのようなところで、

どのように拡大していたのか教えていただけま

すか。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

下山准一議長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 このたび追加の補正を計

上させていただいている内容につきまして御説

明申し上げます。 

  道路橋りょう災害復旧工事費の中で、今年度

発注しております道路に関する３本の災害復旧

工事を今年度実施しているところでございます

が、そのうち２本につきましてはおおむね完成

を見込みまして精算に向かっているところでご

ざいます。 

  その中の１本、上山屋萩野線道路災害復旧工

事におきまして、工事の進捗に当たりまして完

成形ののり面の整形をしていたところ、そのの

り面の崩落が発生したというふうな状況にござ

います。その崩落が発生したことを受けまして、

工事を一時中断し、国・県と設計内容の見直し

を行い、再度協議を行ったところでございます。 

  その結果によりまして、崩落した部分を含め

たのり面の勾配の見直し、あとのり押さえの構

造物の設置、あと勾配を見直ししたことにより

ます土砂の処理の増加が見込まれることになっ

たものですから、その分の費用の追加を見込ん

でいるところでございます。 

  実際の費用につきましては、現在、2,160万

4,000円の工事契約につきまして実施している

ところではございますが、現在の状況を踏まえ

まして、降雪時期にも当たりましたので、年内

の工事を一旦精算を行いまして、改めて残りの

部分について工事を発注するという予定でござ

います。 

  その残りの部分の発注金額、想定金額が

3,320万円ということになっておりまして、現

在の既決予算額との相殺で、今回不足しており

ます1,034万1,000円を補正するという内容にな

っております。以上でございます。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第98号令和元年度新庄市一般会計補正予

算（第４号）については原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第98号は原案のとおり可決され

ました。 

  次に、議案第99号令和元年度新庄市公共下水

道事業特別会計補正予算（第３号）について、
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質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第99号令和元年度新庄市公共下水道事業

特別会計補正予算（第３号）については、原案

のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第99号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第100号令和元年度新庄市農業集

落排水事業特別会計補正予算（第３号）につい

て、質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第100号令和元年度新庄市農業集落排水

事業特別会計補正予算（第３号）については、

原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第100号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第101号令和元年度新庄市介護保

険事業特別会計補正予算（第４号）について、

質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第101号令和元年度新庄市介護保険事業

特別会計補正予算（第４号）については、原案

のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第101号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第102号令和元年度新庄市水道事

業会計補正予算（第４号）について、質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ
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れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第102号令和元年度新庄市水道事業会計

補正予算（第４号）については、原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第102号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３７議会案第６号次期食

料・農業・農村基本計画に関する

意見書の提出について 

 

 

下山准一議長 次に、日程第37議会案第６号次期

食料・農業・農村基本計画に関する意見書の提

出についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  産業厚生常任委員長今田浩徳君。 

   （今田浩徳産業厚生常任委員長登壇） 

今田浩徳産業厚生常任委員長 それでは、議会案

第６号をお手元にお願いします。 

  次期食料・農業・農村基本計画に関する意見

書の提出について。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14条

第２項の規定により提出します。 

  令和元年12月18日。 

  新庄市議会議長下山准一殿。 

  提出者新庄市産業厚生常任委員会委員長今田

浩徳。 

  次期食料・農業・農村基本計画に関する意見

書の提出。 

  わが国は飽食の時代を迎えて久しく、国民は

日々の生活の中で、食の裏側にある様々なリス

クを認識することが難しくなっている。 

  そうした中で、今後とも国産農畜産物の安定

供給を確保し、持続可能で豊かな食生活を守り

続けるために、現行の食料・農業・農村計画に

ある不測時の食料安全保障に止まらず、平時よ

り「質」と「量」の両面で食料安全保障の確立

を目指す必要がある。 

  現在、政府において、中長期の農政の指針と

なる食料・農業・農村基本計画の見直しに向け

た検討が行われているが、見直しにあたっては、

食料安全保障に資する基本政策を確立する観点

から、生産面及び消費面からの対策を明記し、

その実現に向けた具体的取り組みを進めること

が必要である。 

  ついては、食料安全保障に資する基本政策の

確立に向け、下記のとおり強く要望する。 

記 

  政府は、食料・農業・農村基本計画の見直し

にあたり、次の提案事項を反映すること。 

  １．食料安全保障を確立するための将来像の

具体化。 

  現行計画および関連施策の十分な検証を行い、

現在掲げる食料自給率目標（生産額ベース：

73％、カロリーベース：45％）が確実に達成さ

れるよう、生産基盤の強化等に向けた関連施策

の構築を行うこと。 

  生産努力目標等の設定にあたっては、わが国

農業生産基盤の根幹である農地面積および農業

就業者数についても減少傾向に歯止めをかける

高い目標の設定を行うとともに、優良農地をは

じめ農地の保全・維持につながる施策の強化を

行うこと。 

  ２．消費者の信頼・理解拡大に向けた施策の

強化 

  （１）食の安全・安心に関わる環境整備 

  ①ＴＰＰ11、日ＥＵ・ＥＰＡなど、国際化進

展による環境変化を踏まえて、原料・原産地表

示制度を中食・外食にまで拡大し、国産農畜産

物に信頼を寄せる消費者の食の選択性を確保す
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ること。 

  ②生産現場のＧＡＰの普及・実践、事業者の

ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理導入については、

人材育成の支援強化をはじめ、普及の道筋を具

体化し、農業の持続可能性の確保、食の安全・

安心の取り組み強化へとつなげること。 

  （２）食農教育の実践・強化と新たな国民運

動の展開 

  ①地産地消、国産消費の拡大を着実に進める

観点から、食料・農業・農村基本計画に掲げる

目標・施策と連動した食育推進基本計画の実

践・進捗管理を行うこと。また、食農教育や和

食推進においては、関係省庁（農水省・文科省

等）の連携を強化すること。 

  ②経済界等を巻き込んだ国民運動を展開・強

化し、国産の消費拡大、農業・農村の理解拡大

をすすめること。その際、ＳＤＧｓも切り口と

し、教育関係者、料理人、行政、団体・企業等

による幅広いネットワーク構築を行うこと。 

  ③食料・農業・農村に関する「統一運動週

間」を制定・周知するなど、これまで基本計画

に掲げてきた「国民的議論の深化」をすすめる

方策を確立すること。 

  ３．国産農産物安定供給のための生産基盤強

化と地域政策の強化 

  （１）多様な農業経営が持続的に維持・発展

できる施策の確立 

  家族農業・中小規模農家の経営維持・継承に

かかる支援を強化するとともに、基幹的農業従

事者や法人経営体等だけでなく、多様な農業経

営が維持・発展する将来像を「次期農業構造の

展望」に具体化すること。 

  （２）戦略的な輸出拡大に向けた政策の強化 

  農林水産物・食品輸出の現行目標（令和元

年：１兆円）にかわる新たな目標・戦略を策定

し、その実現に向けて官民一体となった取り組

みをすすめるとともに、和牛の増頭・増産をは

じめ生産基盤の強化や流通の合理化など、農業

者・産地の所得増大につながる政策を具体化・

強化すること。 

  （３）中山間地域をはじめとする地域振興対

策の充実 

  ①就農促進施策に中山間地域加算を措置する

等により、特に農業者の減少・高齢化が進む中

山間・過疎地域の就農を確保・安定させるとと

もに、薬用作物・有機など特色ある農産物生産

にかかる支援を強化すること。 

  また、ふるさとの魅力を発信するとともに、

既存の農業政策と移住・定住支援を統合・強化

した新たな支援策を構築すること。 

  ②日本型直接支払・中山間地域等直接支払制

度については、交付水準引き上げをはじめ、国

による十分な予算措置を行い、農地維持・環境

保全だけでなく、地域の防災・減災機能の維

持・向上につなげること。また、放牧などの粗

放的な農地保全について具体化すること。 

  （４）災害に強い農業づくり 

  食料供給だけでなく地域の安全保障を確保す

る観点から、持続可能な災害に強い農業づくり

を次期基本計画において具体化すること。 

  （５）鳥獣被害対策の強化 

  高止まりする鳥獣被害を確実に減少させるた

め、新たな対策目標の設定や狩猟期間拡大など

狩猟制度の緩和等を行い、鳥獣対策の取り組み

強化につなげること。 

  （６）スマート農業・労働力確保対策の促進 

  ①農福連携や外国人材活用、スマート農業の

導入を推進して、産地を維持・活性化すること。

また、その目指す姿を「農業構造の展望」およ

び「農業経営等の展望」に具体化すること。 

  ②スマート農業の導入と連動した産地づくり

をすすめること。その際、スマート農業の低コ

ストでの現場実装をすすめるため農業者をサポ

ートする組織の体制整備等を行うとともに、さ

らなる生産性向上等に向けて農業施設の再編・

機能強化につながる要件緩和等を行うこと。 
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  （７）国産の安定供給・価格安定、農業所得

の確保にかかる制度の強化 

  国産農産物の安定供給・価格安定、農業所得

の確保をはかる観点から、経営所得安定対策や

野菜価格安定制度に加え、収入保険制度の推進

を行うこと。 

  （８）知財対策の強化 

  国産農畜産物のブランド・信用を保ち、農業

者の所得を確保する観点から、種子・遺伝資源

にかかる総合的な知財戦略と万全の制度を構築

するとともに、関係者等への周知・啓発の徹底

をはかること。 

  ４．次期基本計画の実践に向けた政策推進等 

  （１）国・都道府県・市町村の連携、着実な

実行体制の構築 

  都道府県・市町村の政策推進体制との連携を

強化し、食料・農業・農村基本計画に掲げる目

標・施策が着実に推進されるよう促すこと。 

  （２）地域における行政・団体の役割発揮等 

  ①ＪＡグループが自己改革をすすめる中で、

農業や地域で大きな役割を果たしていることに

ついて、次期基本計画に適切に位置付け、政策

推進を行うこと。 

  ②農業者等にかかる統合データの整備・共有

を行い、関係団体・行政がさらなる連携と役割

発揮を行えるようにすること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出する。 

  提出先、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、

文部科学大臣、農林水産大臣宛。 

  以上です。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議会案第６号次期

食料・農業・農村基本計画に関する意見書の提

出については、会議規則第37条第２項の規定に

より委員会への付託を省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第６号は委員会への付託を省略すること

に決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議会案第６号次期食料・農業・農村基本計画

に関する意見書の提出については、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第６号は原案のとおり可決されました。 

 

 

閉      会 

 

 

下山准一議長 ここで市長より御挨拶があります。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 12月議会の慎重審議、まことにあ

りがとうございました。 

  議会が始まる直前の12月５日には、本市に51

センチという大雪で慌てたところではあります

が、その後の好天というようなことで雪が消え

つつあると。冬将軍は必ずやってくるというこ

とで、準備を怠りなく進めてまいりたいという
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ふうに思っております。 

  ことしに入って平成という最後の年というよ

うなことで、５月１日の令和に向けてカウント

ダウンが始まるといろいろな、そういうふうな

話題が多かったのかなというふうに思っており

ます。 

  また、県議会議員選挙、市議会議員選挙、統

一地方選挙の年ということで、新たな議員を迎

えまして、この新庄市政のかじ取りが始まった

というふうに思っております。また、７月の参

議院選挙、そして９月における私の選挙という

ふうな形で選挙の１年であったなというふうに

思っております。 

  ９月定例会冒頭には意思を持っておりました

が、諸事情により看護師養成所の事業を中止し

たこと、これにつきましては、希望を持ってい

た若者皆さんに大変御迷惑おかけしたというよ

うなこと、ここの席からも改めておわび申し上

げたいというふうに思います。 

  また、10月には70周年記念事業ということで、

松田甚次郎さんの朗読劇も大きな感動を得た一

人であります。やってよかったなというふうに

思います。当日、味覚まつりも行いましたが、

最近神通力もなくなりまして、雨ということで、

10年目を超えるとそろそろ晴男から雨男になっ

たかなというふうに思っているところでありま

す。 

  また、その後、12月７日には新幹線延伸20周

年記念事業ということもございました。もしこ

の新幹線がなかったらどうなんだったろうとい

うふうに先人の本当に思い、強い気持ちで延伸

活動をしていただいた先輩方に本当に敬意と感

謝を申し上げたいというふうに思います。もし

なかったらというふうなことは仮定はしたくあ

りませんけれども、本当に新庄市が火が消えて

いるというような状況があったのかなというふ

うに思います。 

  やはりここに今、観光協会、ＪＲ等の話し合

いの中で、新庄駅が最終駅というふうなことで、

今多くの人が訪れているというこの事実をしっ

かりと捉えながら、いかにここにステイさせる

かという知恵をしっかり絞らなければいけない

というふうに思っております。まずは新庄市内

にどうとどめさせるかというようなこと、この

こともしっかり来年に向かっていきたいなとい

うふうに思っております。 

  いよいよ来年はオリンピックとパラリンピッ

クの年ということで、あっという間に2020年が

来てしまうなという思いであります。本当に東

京に行きますと、線路のホームドアが大変ふえ

てきております。それは何よりもやっぱり障害

者に優しいまちづくりの一端として大いに参考

になることだなと思っております。線路に落ち

ないように、超高齢社会になっている、また目

の不自由な方々も自由に乗りおりできるような、

こういう政策はとても大事なことだなというふ

うに思っているところであります。 

  来年は子年というようなことで、十二支の初

めの年であります。意を新たにして新庄市の活

性化に皆さんとともに歩んでまいりたいという

ふうに思っております。 

  今回の年末年始につきましては、28日から５

日までと９日間、超大型の年末年始になります。

お酒が入る機会も大変多くなるかと思いますけ

れども、私も含めて、職員も含めて、議員の皆

さんも心身に本当に支障のない形で改めて新年

を迎えたいというふうに思っております。 

  １年さまざまな平成から令和というこの大き

な節目に立ち会えたことも感謝したいなという

ふうに思っております。12月議会の慎重審議に

感謝申し上げ、私からの御礼の挨拶とさせてい

ただきます。 

  まことにありがとうございました。 

下山准一議長 以上をもちまして、令和元年12月

定例会の日程を全て終了いたしましたので、閉

会いたします。 
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  御苦労さまでした。 

 

     午後３時０１分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  下 山 准 一 

 

   会議録署名議員  今 田 浩 徳 

 

    〃    〃   石 川 正 志 

 




